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「HPE GreenLakeソリューション」コースへようこそ。

コースマップ
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このコースは8つのモジュールで構成されています。モジュール1はオプションです。ハイブリッドクラウドの需要を調査し、こうした需要にHPE GreenLakeがどのように対応し、HPEパートナーおよびその顧客に利益をもたらすかを説明します。

モジュール2では、HPE GreenLakeソリューションおよびHPE GreenLakeソリューションのライフサイクルの各ステージでHPEパートナーまたはHPEが提供できるサービスを説明します。モジュール3では、HPE GreenLakeのセールスプロセスの概要を説明し、関連タスクを明確化して、各タスクの責任者 (つまりHPEパートナーまたはHPE) を明示します。モジュール4では、HPE GreenLakeソリューションの案件を認定、登録する方法を学びます。

モジュール5と6では、HPE GreenLakeソリューションの設定方法および見積もり方法と、このプロセスの進行に役立つ各種ツールを説明します。モジュール7では、HPE GreenLakeソリューションを顧客に提案する方法と、あなたのディストリビューター (またはHPE) 向けSOWを作成する方法を説明します。

最後のモジュール8では、HPE GreenLakeソリューションの実装とデリバリおよびそのソリューションの変更管理を説明します。


モジュール1: HPE GreenLakeソリューションの価値の明確化
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モジュールの概要
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このオプションのモジュールでは、HPE GreenLakeとそのビジネス価値を説明します。まず、ハイブリッドクラウドに対する顧客ニーズを精査して、ハイブリッド環境構築に対して事後対応的、漸進的なアプローチで顧客が直面する課題を 洗い出します。このモジュールでは、HPE GreenLakeがこうした課題をどう解決し、ハイブリッドバイデザイン想定を実現するかを説明します。

トピック1: 「ハイブリッドバイアクシデント」の課題
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ハイブリッドクラウドが市場を支配する
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顧客のワークロードには多様なニーズがあることを理由に、ハイブリッドクラウドは主流となりました。ほとんどの組織が業務を可能な限りパブリッククラウドに移行するなかで、さまざまな理由からオンプレミスに残しておく方が良いと判断されたワークロードやデータが一部にありました。たとえば、一部のアプリケーションはパブリッククラウド向けにリファクタリングできません。また別のアプリケーションは、パブリッククラウドが提供できるよりも高いパフォーマンスと低いレイテンシーを要求します。規制コンプライアンスに準拠して会社の管理下にとどめておくべきデータもあります。

『2023 Flexera State of the Cloud Report』によれば、多くの種類のデータをオンプレミスで保存、処理している企業の割合が高いようです。たとえば、消費者の機密データ (PIIなど) のすべてまたはほぼすべて、もしくは一部をオンプレミスで管理する企業は66%にのぼります。会社財務データをすべて、またはほぼすべて、もしくは一部をオンプレミスで実行する企業は62%を占めました。また、半数が注文と販売のデータをオンプレミスで保管しています。

パブリッククラウドのメリットの魅力とオンプレミスのワークロードとデータの必要性を考慮すると、72%の企業がハイブリッドクラウド戦略を採用していることは全く不思議ではありません。

ハイブリッドにはエッジが不可欠


[image: image]


ハイブリッドはクラウドとデータセンターの枠を超え、エッジまで到達しました。Antonio Neri (HPE CEO兼社長) は 「Discover 2023」の基調講演で「エッジはビジネスと生活の場」と述べました。データの50%がエッジで生成、処理され、そのペースが鈍る兆しがないことをその裏付けとしました。

非常に価値の高いIoTデータを含め、そうしたデータの多くが近年利用されなくなっていました。しかし、コンピューティン グパワーをエッジにもたらすことで、企業はIoTの価値を解放できるようになりました。エッジコンピューティングはデータ処理を高速化、効率化する方法を実現して、レイテンシーと帯域幅の要求を軽減するだけでなく、セキュリティを強化し ながら、ニアリアルタイムでインサイトを提供します。

また、エッジコンピューティングは、AIの素晴らしいフロンティアを切り開きます。AIは単にデータを分析するだけでなく、リアルタイムでアクションを指示して、自動化、予測性、制御性を向上させます。

かつてはSFの世界のように思われていた技術の進歩が急速に現実となりました。セキュリティおよび医療のモニタリン グデバイス、自動運転車、自己診断製造機器はほんの一例にすぎません。

McKinsey Digital社は、「エッジについてはさまざまな業界で400以上のユースケースが確認されており、今後5年間でエッジコンピューティングは全世界で二桁成長を遂げるでと予測される」と、分析しました。

「ハイブリッドバイアクシデント」というリスク
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十分な準備なしにハイブリッドITを設計する企業が後を絶ちません。HPE社長兼CEOのAntonio Neriはこれを「ハイブリッドバイアクシデント」と呼びました。それぞれのワークロードを理想的な場所に配置するための全体的な戦略に基づ く綿密な計画がなければ、ハイブリッドクラウドソリューションは、場当たり的かつ非効率的で、高い管理コストの原因に なり得ます。利用状況を可視化できないため、クラウド内のリソースが効率的に利用されず、コストが予測不能という企 業が珍しくありません。可視性を欠くと、規制コンプライアンスを証明するためのITリソース監査も難しくなります。こうした問題を回避するには、ハイブリッドクラウドインフラストラクチャ向けの適切な基盤を計画することが不可欠です。

学習チェック

「ハイブリッドバイアクシデント」の欠点とは何か。


	多くの場合、企業はクラウドの使用状況を把握できていないため、コストが増え、計画性に欠けることが多い。


	企業は多くの場合、すべてのワークロードをオンプレミスに戻す必要がある。


	企業がデータセンターに保存されているデータに対する規制要件を満たせない。


	パブリッククラウドは、多くのワークロードのピーク需要を満たせるだけの十分な速さで拡張できない。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

「ハイブリッドバイアクシデント」の欠点とは何か。


	多くの場合、企業はクラウドの使用状況を把握できていないため、コストが増え、計画性に欠けることが多い。


	企業は多くの場合、すべてのワークロードをオンプレミスに戻す必要がある。


	企業がデータセンターに保存されているデータに対する規制要件を満たせない。


	パブリッククラウドは、多くのワークロードのピーク需要を満たせるだけの十分な速さで拡張できない。




トピック2: HPE GreenLakeとハイブリッドバイデザインのメリット
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ハイブリッドクラウドバイデザインの特長
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従来よりも系統的なアプローチをITリソースに採用して、ハイブリッドバイデザインソリューションを導入するなら今しかありません。ハイブリッドバイデザイン戦略を遂行するには何が必要でしょうか。

それは、いつでもオンデマンドでリソースを移動しやすいプラットフォームです。シームレスな移行を促進するには、単一の管理インターフェイスを使用してワークロードの管理、移動ができる必要があります。ハイブリッドバイアクシデント ソリューションでは、データとワークロードがサイロ化されます。しかし、単一のインターフェイスでシームレスに移行でき れば、顧客はサイロ化の課題を解決するシステムを構築して、いつでも、どこでも、必要なときにリソースを利用できるようになります。

リソースをさらに最適化するには、計画的なハイブリッドソリューションでAIを利用して複数のレイヤーでインフラストラク チャを分析し、複数のスタックにわたってインサイトが取得できることが必要です。IT部門はAIと自動化に支援されて、 サービス管理、リソース最適化、未然予防的な問題対応ができるようになります。

ハイブリッドバイデザインでは、わずか数分で新規リソースをスピンアップ、構成できるようなパブリッククラウドと同等のスケーラブルなプライベートクラウドインフラストラクチャが求められます。また、ハイブリッドバイデザインソリューショ ンでは、パブリッククラウドサービスで期待されるのと同じくらい柔軟なコストモデルもプライベートクラウドインフラストラ クチャで提供する必要があります。

ハイブリッドバイデザイン戦略の重要性を裏付けるものとして、HPE社長兼CEOのAntonio Neriは、「このような環境で最大の成功を収めるのは、サステナビリティ、データファースト、ハイブリッドバイデザインといった本質を備えたトランス フォーメーションを実現する組織です」と述べました。

HPE GreenLakeは顧客にクラウドエクスペリエンスを統合して提供
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HPE GreenLakeは、エッジからデータセンター、共同配置施設、パブリッククラウドまで、ワークロードとデータの場所に関係なく、あらゆるワークロードとデータのクラウドエクスペリエンスを顧客に提供します。HPE GreenLakeを使用すると、顧客は自社施設に展開されるサービスのスケーラビリティ、柔軟性、セルフサービス、従量課金制モデルを実現できます。

HPE GreenLakeは顧客がほしいソリューションを提供
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HPE GreenLakeは場所を選ばないクラウドエクスペリエンスを求める顧客に合った柔軟なオプションを提供します。

HPE GreenLakeはそのサービス開始以来、顧客自前のオンプレミスに展開されたHPEインフラストラクチャへのアクセスを従量課金制で提供してきました。HPEは今ではそうしたサービスをいくつかの新しいカテゴリにまとめました。

HPE GreenLake Flexソリューションでは、顧客が選んだワークロードを最適化済みHPEハードウェアで実行できます。Flexソリューションではカスタマイズのための多くのオプションをご用意しました。

HPE GreenLake Infrastructure as a Service (IaaS) はクラウドに一番近いエクスペリエンスを求める顧客が対象です。その高度に標準化および自動化されたサービスにより、顧客はパブリッククラウドプロバイダーから提供される場合と同じように、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームを通じてプライベートクラウド、コンピューティング、HPC、ストレージリソースを利用できます。たとえば、HPE GreenLake Block Storageは直感的なAI主導のクラウドエクスペリエンスをオンプレミスで提供し、ハイブリッドクラウド環境全体のワークロードの管理、保護します。

HPE GreenLakeポートフォリオには、サブスクリプション制で提供されるいくつかのSoftware as a Service (SaaS) サービスが含まれています。たとえば、HPEサーバーを管理するHPE GreenLake for Compute Ops Managementは、このカテゴリに分類されます。HPE GreenLake SaaSポートフォリオには、ハイブリッドクラウドインフラストラクチャの管理だけでなく、AIOpsと自動化による最適化のためのサービスもいくつか含まれています。顧客は、HPE GreenLake Edge-to-CloudプラットフォームからすべてのSaaSソリューションにアクセスできます。

つまり、ソリューションがプラットフォームで実際に実行されるソフトウェアであっても、顧客がプラットフォームを使用して管理できるハードウェアであっても、HPE GreenLake Edge-to-CloudプラットフォームはすべてのHPE GreenLakeソリューションに対応します。

HPE Servicesを利用すると、顧客ごとに適切なサービスレベルを提供できます。設計、インプリメンテーション、管理の各サービスが、顧客が投資に対して最高の価値を創出できる真の「ハイブリッドバイデザイン」ソリューションの実現に貢献します。

HPE GreenLakeが選ばれる理由
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HPE GreenLakeはハイブリッドバイデザインを実装しやすくします。HPE GreenLake は、プライベート クラウド、ハイパーコンバージド、大規模言語モデル (LLM) など、あらゆるワークロードに対応する包括的なサービスを顧客に提供します。エッジからプライベートクラウド、共同配置施設、パブリッククラウドまで、HPE GreenLakeの顧客は均一のクラウドエクスペリエンスを享受できます。ご希望に応じて、サービスの実装、運用、メンテナンス、サポートを顧客に代わっ て、HPEまたはHPEパートナーが代行すれば、IT部門の負荷も軽減されます。

HPE GreenLakeは、使用状況の計測単位で他社の多くのas-a-serviceオファリングよりも柔軟性の点で優れています。顧客はソリューションに応じて、コア単位、VM単位、ストレージのGB容量単位、サービスに適した他のリソース単位の課金を選択できます。HPEは計測単位に関係なく、顧客のリソースモニタリングや、消費量とコストのより適切なコ ントロールを支援します。

HPEはハイブリッドバイデザインのお約束を実現するのに理想的な立ち位置にあります。数十年にわたる経験とイノベ ーションの実績により、顧客のニーズを予測するとともにニーズを満たすために積極的に革新を進めます。たとえば、HPE はas-a-Serviceソリューションの需要を予測し、HPE GreenLakeでその需要急増に対して事前に対応しました。現段階では、HPEは全ソリューションをHPE GreenLake as-a-Serviceモデルで提供できます。また、私たちは今後もas-a- Serviceポートフォリオを開発し、顧客とパートナーのニーズを予測してパートナープログラムを強化し、両者が求めるソ リューションとサービスを提供していきます。

HPE GreenLakeのビジネス価値
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HPEが委託した2022年のForrester調査では、HPE GreenLakeのコスト削減とビジネス上のメリットが定量化されました。HPE GreenLakeへの投資のメリット、コスト、リスクを理解するため、Forrester社はHPE GreenLakeを複数年利用した4社の意思決定権限者にインタビューしました。この調査結果はHPE GreenLake を導入するメリットを示しています。この4社は市場投入時間を80%短縮して収益を大幅に上積みしました。また、65%の運用費節減でIT効率が 60%改善されました。HPE GreenLakeがオーバープロビジョニング削減を支援した結果、総所有コストは45%削減されました。さまざまなメリットにより、投資収益率は161%、ソリューションの正味現在価値は2,120万米ドルに達しました。

学習チェック

HPE GreenLakeソリューションの販売で得られるメリットは何か。


	顧客がサポートやサービスのないハードウェアソリューションではなく、HPE GreenLakeソリューションを常に低コストで利用できる。


	実装を選択したHPE GreenLakeソリューションで顧客に対して定額料金が毎月請求される。


	顧客が使用状況を完全に把握できるため、コストをモニタリング、コントロールできる。


	顧客がサードパーティのハイパーバイザーやアプリケーションを必要としないフルスタックソリューションを利用できる。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeソリューションの販売で得られるメリットは何か。


	顧客がサポートやサービスのないハードウェアソリューションではなく、HPE GreenLakeソリューションを常に低コストで利用できる。


	実装を選択したHPE GreenLakeソリューションで顧客に対して定額料金が毎月請求される。


	顧客が使用状況を完全に把握できるため、コストをモニタリング、コントロールできる。


	顧客がサードパーティのハイパーバイザーやアプリケーションを必要としないフルスタックソリューションを利用できる。




HPE GreenLakeの成功事例: サステナビリティを主導
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HPEには、HPE GreenLakeをご利用の実際の顧客から得た数多くの成功事例があります。

ABB Motion社が追求するのは、輸送における低炭素でサステイナブルな未来の推進です。そのため、ゼロエミッションのトレンドの進行のペースに合わせるために同社はイノベーションを止めるわけにはいきません。HPE GreenLake Edge-to-CloudプラットフォームはABBのシミュレーションとテストの新しい章の幕開けです。この結果、同社はInfrastructure-as-a-Service、製品のライフサイクル全体で効率を改善できます。HPE GreenLake が信頼性の高いサステイナブルなインフラストラクチャを提供するからこそ、ABB R&Dチームは目的に合わせて合理化されたソリューションの構築に集中できます。その結果、データインサイトにアクセスしやすくなり、シミュレーションが高速化され、コストが 削減されます。これを実現するのは、会社のミッションに沿って環境負荷を最小化するサステナビリティの高いインフラ ストラクチャです。

HPE GreenLakeの成功事例: スケーラビリティの実現
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Andelyn Biosciences社は、バイオ医薬品業界の顧客の遺伝子治療製品の開発を支援する受託開発製造組織(CDMO) です。HPEプラチナパートナーが管理するHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームにより、Andelyn 社のデジタル環境が大きくシンプル化され、会社の成長に合わせて環境を拡張しやすくなりました。さらに、この小規模 なスタートアップ企業はHPE GreenLakeによって巨額の先行投資がなくなり、イノベーションへの投資資金を維持しながら、必要な環境を速やかに入手できました。

HPE GreenLakeの成功事例: コスト削減とシンプルなオペレーションを両立
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サスカチュワン工科大学は、ビジネス需要に対応するために現在提供中の、および今後提供したい教育コンテンツの強化を模索していました。サイバーインシデントの発生と、その直後のパンデミック発生を受けて、計画中だったデジタルトランスフォーメーションを前倒しさせます。同大学は、新しく構築されたハイブリッドクラウドのコアコンポーネントとし てHPE GreenLakeをその柔軟性を根拠に選択しました。HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionによりパブリッククラウドとシームレスに統合し、セキュリティを強化するビルトイン型バックアップ機能を提供する直感的なクラウド操作エクスペリエンスを実現しました。

まとめ
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このモジュールでは、多くの企業がハイブリッドクラウドバイアクシデントに移行したために直面する諸問題について学びました。こうした管理集中型の場当たり的な環境はハイブリッドバイデザインに移行すべきであることを学習しました。

ハイブリッドバイデザインの特長も学びました。ハイブリッドバイデザインには、単一の管理インターフェイス、サイロ化させない機能、スタック間のインサイトと未然予防的な管理を提供する組み込みAI、容易なスケーラビリティ、柔軟なコ ストモデルが必要であることを学習しました。HPE GreenLakeがそれぞれの特性を提供し、顧客にハイブリッドバイデザインを提供することも学びました。HPE GreenLakeなら、各企業は環境を完全に可視化しながらシンプル化できます。ビジネス目標を達成するための即効性のスケーラビリティを備えています。また、IT支出を削減、ROIを最大化、サステナビリティの取組みを加速できます。


モジュール2: HPE GreenLakeソリューションの確認
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コースマップ
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このモジュールでは、HPE GreenLakeのソリューションとサービスを確認します。

モジュールの概要
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このモジュールは3つのトピックで構成されます。トピック1では、Software as a Service (SaaS) ソリューション、Infrastructur as a Service (IaaS) ソリューション、Flexソリューション、HPE GreenLake with Colocationなど、HPE GreenLakeの各種ソリューションの概要を説明します。さらに、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームも精査します。トピック2では、HPE GreenLakeで利用できる柔軟な支払モデルを紹介します。最後のトピック3では、パートナー組織やHPEがHPE GreenLakeの顧客に提供できる各種サービスについて説明します。

トピック1: HPE GreenLakeソリューション
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HPE GreenLake: 幅広いソリューション
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あなたは顧客に対して、次の3種類のHPE GreenLakeソリューション、つまり SaaSソリューション、IaaSソリューション、Flexソリューションを提供できます。

あなたの会社がas-a-service販売の取組みに着手して間もない場合は、SaaSソリューションは最適なスタートとなりま す。HPE GreenLake SaaSソリューションはサブスクリプションベースで利用できます。

HPE GreenLake Infrastructure as a Service (IaaS) ソリューションは高度に標準化、自動化されたサービスです。HPE GreenLake IaaSソリューションなら、顧客はパブリッククラウドプロバイダーから提供される場合と同じように、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームからプライベートクラウド、コンピューティング、HPC、ストレージリソースを取得できます。

HPE GreenLake Flexソリューションには多くのカスタマイズオプションが用意されており、あなたが顧客に合わせてソリューションをカスタマイズできます。

つまり、ソリューションがプラットフォームで実際に実行されるソフトウェアであっても、それとも顧客がプラットフォームを 使用して管理できるハードウェアであっても、HPE GreenLake Edge-to-CloudプラットフォームはすべてのHPE GreenLakeソリューションに対応します。

トピック3で学習することになりますが、HPE Servicesを利用すれば、各顧客に適切なサービスの提供も、自社サービスの提供も可能です。

それでは各ソリューションを詳しく見ていきます。

HPE GreenLake SaaS入門
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サブスクリプションベースの支払モデルを採用し、インフラストラクチャのデプロイが不要なHPE GreenLake SaaSソリューションは、あなたのHPE GreenLakeの速やかな見積もりとデリバリを支援します。

多くのHPE GreenLake SaaSソリューションは、顧客が保有しているHPEインフラストラクチャの価値を高めます。たとえば、豊富なHPE ProLiantのインストールベースはあるが、その管理を効率化したい顧客があるとします。HPE GreenLake for Compute Ops Managementを提案してください。オンボーディングのシンプル化、ファームウェア更新の高速化、リスク低減などのメリットを顧客にもたらします。

また、HPE Alletraを利用中で、さまざまな種類の予測不可能なイベントからデータを保護したい顧客があるとします。HPE GreenLake for Backup and Recoveryを提案してください。ローカルでもクラウドでも、速く、シンプルに、セキュアにデータをバックアップ、復元できます。または、HPE GreenLake for Disaster Recoveryを提案してはいかがでしょう。災害やランサムウェア攻撃が発生した場合にデータ喪失をほぼゼロに抑え、わずか数分でデータとサービスのリカバリを可能にする業界有数のソリューションです。

この2種類のデータ保護サービスはHPEインフラストラクチャだけでなく、HPE以外のインフラストラクチャやクラウドでも実行されているワークロードを保護できます。これは強調すべき重要ポイントです。HPE GreenLake SaaSソリューションはサードパーティのインフラストラクチャを使用中の顧客にとってもメリットがあります。

次のセクションでは、こうしたソリューションの情報を提供し、SaaSオプションをもう少し紹介します。

HPE GreenLake for Compute Ops Management


• 複数のサイトにまたがる複数のHPE ProLiantサーバーを管理

• 数千台のデバイスをオンボーディング

• ファームウェアの更新を最大5倍に高速化

• サーバーステータスをモニタリング

• VMwareと統合



HPE Backup and Recovery Service


• オンプレミスのVMware VM、Amazon EBSボリュームやAmazon EC2インスタンスを保護

• 大規模で保護を自動化、コストが予測可能

• バックアップとリカバリを高速化

• エンドツーエンドの暗号化、イミュータビリティ、2段階認証によるデータ保護



HPE GreenLake for Disaster Recovery


• オンサイトでもクラウドでも、あらゆるアプリのあらゆる脅威に対する継続的なデータ保護を提供

• 信頼できるランサムウェア耐性と障害回復を運用

• 数分レベルの目標復旧時間 (RTO、つまりどのくらいの時間で復旧させるかを定めた目標値) を達成

• 数秒レベルの目標復旧時点 (RPO、つまり障害発生前のどの時点まで復旧させるかを定めた目標値) を達成



その他

その他の例として、以下のようなものがあります。


• HPE Aruba Networking Central

• HPE GreenLake for Storage Fabric Management

• HPE Ezmeral Unified Analytics

• HPE GreenLake IaaSソリューション



HPE GreenLake IaaSソリューション
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標準化、自動化されたHPE GreenLake IaaSソリューションは、あなたの顧客が求めるクラウドライクなインフラストラクチャを提供します。「標準化」とは制限を意味しません。このソリューションは複数の魅力的なユースケースで有効で す。たとえば、クラウドストレージを簡単にセルフサービスでプロビジョニングしたいが、対象はミッションクリティカルな オンプレミスデータという顧客には、HPE GreenLake for Block Storageを提案してください。

プライベートクラウドソリューションがほしい顧客には、HPE GreenLake for Private Cloud EnterpriseやHPE GreenLake for Private Cloud Businessが最適です。

以下のセクションでは、HPE GreenLake IaaSソリューションの例をいくつか示します。

HPE GreenLake for Block Storage


• 任意のアプリ向けにストレージを速く提供、ある特定の可用性、容量、パフォーマンスの各要件に対応

• 多くの競合ソリューションとは異なり、100%の可用性を保証するオプションを利用してミッションクリティカルなデータを保存できる

• インテントベースの直感的なプロセスでストレージをセルフサービスできる



HPE GreenLake for Private Cloud Enterprise


• 必要なレベルのサービスプロバイダー管理を備えた柔軟なプライベートクラウドをデプロイ

• ベアメタル、仮想化、コンテナ化ワークロードのためのセルフサービスエクスペリエンスをデベロッパーなど、さまざまなユーザーに提供

• プライベートクラウドの利用と消費を最適化



HPE GreenLake for Private Cloud Business Edition


• 柔軟なプライベートクラウドをデプロイして、直感的なツールで社内管理

• デベロッパーなど、さまざまなユーザーにセルフサービスVMを提供

• プライベートクラウドの利用と消費を最適化



その他

その他の例として、以下のようなものがあります。


• HPE GreenLake for Azure Stack HCI

• HPE GreenLake for VMware Cloud Foundation

• HPE GreenLake for HPC

• HPE Aruba Networkingサービスパック



HPE GreenLake Flexソリューション
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HPE GreenLake Flexソリューションは、最大限の柔軟性を構成にもたらし、あらゆるワークロードや要件に対応するas-a-serviceデリバリモデルの提案を可能にします。任意のHPE製品を顧客のワークロードに必要な任意の構成でHPE GreenLake Flexソリューションとして販売できます。顧客は、以前に取引先にHPE ProLiantサーバーまたはHPE Alletra dHCIクラスターを提案したことがあるかもしれません。しかし、その取引先がユーザーのニーズを先取りしながらオーバープロビジョニング削減を実現したがっていることを顧客は把握しているとします。HPE GreenLakeが提供する商談を考慮すれば、HPE GreenLake for General Purpose ComputeまたはHPE GreenLake for Disaggregated HCIソリューションをセットで提案する商談になり得ます。

HPE GreenLake IaaSソリューションを検討していたときに、取引先に特殊な要件があると分かることもあったかもしれません。HPEではIaaSソリューションの対象となるワークロードと同じワークロードの多くに対応できるFlexソリューションを提供しているため、Flexソリューションを作成するとそんな特殊要件に対応できることがよくあります。

以下のセクションでは、HPE GreenLake Flexソリューションの事例を詳しく説明します。

HPE GreenLake for General Purpose Compute


• ワークロードに応じて最適化されたセキュアなコンピューティングへのアクセスを従量課金制で実現

• 使用量とコストを管理



HPE GreenLake for Disaggregated HCI


• 直感的なエンタープライズパフォーマンスにアクセスできる

• コンピューティングとストレージを適切に組み合わせてデプロイすることで消費量とコストを管理、支出を節減



多数のワークロード向けに構成を調整、IaaSにも対応

以下のソリューションのオプションもご用意しています。


• HPE GreenLake for Azure Stack HCI

• HPE GreenLake for VMware Cloud Foundation

• HPE GreenLake for HPC



その他

その他の例として、以下のようなものがあります。


• HPE GreenLake for Storage Optimized Compute

• HPE GreenLake for General Purpose and Edge HCI

• サードパーティパートナー (Veeam、Commvault、Cohesity) が提供するデータ保護サービス



HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォーム
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パブリッククラウドの顧客の多くはクラウドリソースと経費支出に関する有益な情報の入手に苦労しています。HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームは顧客に完全可視化をもたらしました。HPE GreenLake SaaSソリューションおよびHPE GreenLake IaaSソリューションは、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームで稼働します。HPE GreenLake IaaSソリューションおよびHPE GreenLake Flexソリューションは、HPE GreenLake Edge-to-Cloud プラットフォームで計測されます。このポータルで顧客は消費量、容量、請求をモニタリングできます。

次のページでは、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームの具体的な管理機能を精査します。


• 顧客は単一ポータルでエッジからクラウドにわたるソリューションをモニタリングできます。




[image: image]



• 使用状況を評価、傾向予測を表示できます。

• 新規プロジェクトの展開を遅延させないため、新しい容量を注文するタイミングを判断できます。
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• 費用に関する有益な情報を入手できるため、月間請求額を予測できます。

• 優先度に応じて使用状況と経費支出を調整するなどの管理ができます。
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• エネルギープロファイルを表示できます。

• CO2排出量の削減方法に関する実行可能な推奨が提供されます。
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• HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームはソリューション固有のセルフサービスリソースも提供しますが、その例を紹介します。


– デベロッパーがHPE GreenLake for Private Cloud Enterpriseのセルフサービス機能を利用して、パブリッククラウドと同じくらい簡単に環境を作成できます。

– データサイエンティストは、必要なツールを簡単に設営できます。
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学習チェック

HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームが顧客にもたらすメリットを1つ挙げてください。


	HPE GreenLake Flexソリューションをホストするための物理環境を提供。


	二酸化炭素排出量の削減に役立つレコメンデーションを顧客に提供。


	顧客がHPE GreenLakeソリューションの請求方法を月決めに変更できる。


	顧客がHPE GreenLake契約を変更できる。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームが顧客にもたらすメリットを1つ挙げてください。


	HPE GreenLake Flexソリューションをホストするための物理環境を提供。


	二酸化炭素排出量の削減に役立つレコメンデーションを顧客に提供。


	顧客がHPE GreenLakeソリューションの請求方法を月決めに変更できる。


	顧客がHPE GreenLake契約を変更できる。




HPE GreenLake with Colocation
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HPE GreenLake with Colocationなら、データセンターファシリティ管理で省力化し、ITリソースを完全制御できます。HPE GreenLake with Colocationによって、HPEはソリューションのライフサイクルに対する統合アプローチを導入します。設計フェーズでは、HPEがHPE GreenLakeソリューションを施設に統合して、電力消費、スペース、冷却を最適化します。また、複雑なデプロイ作業もHPEが請け負い、すべての関係者と細部にわたって調整します。信頼性の高い電 力/冷却インフラストラクチャが専門施設プロバイダーによって維持されるため、HPE GreenLake with Colocationで施設管理業務の大きな負担から解放されます。専門施設プロバイダーが顧客の容量要件もモニタリングし、必要に応じ てリソースを拡張して要件を適合させます。

カスタマーエクスペリエンスをさらにシンプルなものにするため、HPEがサポートのための総合窓口の役割を担い、契約書や請求書も一本化されて便利です。オプションでHPE Managed Servicesを追加すると、ワークロード管理の負担を軽減できます。

HPEは、グローバル共同配置パートナーとしてEquinix、CyrusOne、Digital Realtyと提携しています。共同配置は世界各地にある600以上のデータセンターから選択できるため、取引先のエッジ、すなわちデータ生成場所の近くで共同 配置ソリューションを提供できます。同じように適切な共同配置サイトを選択すると、クラウドサービスプロバイダーやネ ットワークプロバイダーに低レイテンシーを提供できます。

以上のように、HPE GreenLake with Colocationなら、シンプルな施設管理モデルと魅力的な従量制課金モデルを組み合わせできます。このHPE GreenLakeソリューションにより、HPE GreenLakeの各セラーにデータセンターのダウンサイジングが優先する顧客との商談の創出、加速、制約が期待できます。

HPE GreenLake with Colocation: 顧客のメリット
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HPE GreenLake with Colocationなら、顧客はソリューションに必要なものを完備できるだけでなく、労力と業務へのインパクトを大幅に軽減できます。また、エネルギー効率の高い共同配置施設での業務運営で事業のサステナビリティが早期に向上します。さらに、自社ソリューションをポピュラーな共同配置施設に移行するとハイブリッドクラウドオペレ ーションが強化されるうえに、顧客が求める地域でサービスを受けられます。

以下のセクションでメリットをさらに詳しく説明します。

ソリューションに必要なすべてをもっと少ない労力で確保 顧客が得られるメリット:


• ワールドクラスのグローバル施設を利用してスペース、電力、冷却をオフサイトで確保

• ネットワークサービスプロバイダーを選んでインターネット帯域幅を確保

• 物理的なセキュリティとネットワークセキュリティ

• ネットワークの設計と構成



サステナビリティに優れるソリューション

サステナビリティ目標を掲げる企業は80%に上りますが、その多くが自社業務への影響の軽減に苦労しています。業 務運営にサステナビリティをもたらすため、共同配置プロバイダーは大規模に投資してきました。その結果、そのエネルギー効率は平均的な企業データセンターをはるかに上回っています。(Daniel Newman、『The Future of Corporate Sustainability—Even in a Tough Economy』、フォーブス、2022年12月)。

顧客がほしい場所で使えるソリューション

HPEは、EquinixやDigital Realtyなどの著名な共同配置プロバイダーと提携しています。つまり、顧客が必要な地域に共同配置施設があるだけでなく、より低いレイテンシーでさまざまなサービスに接続できます。

あなたがサービスプロバイダーまたはサービスインテグレーターであれば、共同配置施設にサービスをデプロイするこ とで、他の企業と協業して魅力的なサービスを開発できます。

HPE GreenLake with Colocation: パートナーのメリット
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HPEパートナーであるあなたにとってもメリットがあります。

HPE GreenLake with Colocationは、あなたとあなたの顧客の共同配置への移行プロセスをシンプル化します。共同配置プロバイダーとの連携業務を担当するのはHPEです。共同配置プロバイダーとの提携の模索や共同配置ソリュー ションの設計に関する専門知識の習得は、あなたがすべきことではありません。労力とリスクを減らしながら、当該分野 におけるHPEの基盤を利用できます。

ハイブリッドクラウドに関する商談をつかむ可能性も上がります。パブリッククラウドからハイブリッドクラウド、プライベ ートクラウド、非クラウドへの移行を求める顧客に対して、あなたは魅力的なワークロードの移行先を提案できます。

他のすべてのHPE GreenLakeソリューションと同じように、顧客との関係は今後もあなたに帰属します。しかし、顧客とあなたの絆は深化されます。顧客がデータセンター管理業務から解放される道を切り開くお手伝いをすることで、あな たは顧客に対してより大きな影響力を行使できるようになります。

契約額が上乗せされ、収益源も拡大します。

トピック2: HPE GreenLake支払モデル
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柔軟な支払モデル
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HPEがHPE GreenLakeソリューションでご用意する支払モデルは3種類あります。従量課金制モデルでは、所定期間中の使用量だけに基づいて顧客が定期的に料金を支払います。サブスクリプションは定額支払制です。従量課金制オ プション付きのサブスクリプションは2つのモデルを組み合わせたものです。定期請求書は基本使用量に対する固定料 金ですが、顧客が追加使用分で従量課金制モデルを使えば基本使用量を超過して使用できます。全モデルは計測単 位 (UOM) によって使用量が定義されます。

ある特定の種類のHPE GreenLakeソリューションをお使いいただくと、適用されるモデルはたいていは1つのみです。たとえば、多くのHPE GreenLake Flexソリューションでは従量課金制オプションモデル付きのサブスクリプションを使用しています。顧客がモデルを選択するケースもあります。あなたがソリューションを見積もりもる際にあなたと顧客がある特定のモデルを選択するのです。HPE GreenLakeマップブックは、各ソリューションで使用されるモデルとその最新の定義を掲載する豊富なリソースです。

HPE はサブスクリプションベースの支払のための追加オプションもいくつかご用意しています。顧客がHPE GreenLake SaaSソリューションをハードウェアに接続している場合は顧客がSaaS部分のサブスクリプション料金を払いますが、ハードウェアのモデルは異なります。いくつかのソリューションでは、顧客が定期的に固定料金を払い、ハー ドウェア所有権を取得できるサブスクリプション (ハードウェア所有権付き) モデルをご用意しています。(一般的なHPE GreenLakeソリューションではHPEが所有するハードウェアの使用料を顧客が払う) 最後に、サブスクリプション (期間ライセンス) とは顧客が前払いする期間が設定されたライセンスを指します。

こうしたメリットについて次のセクションで説明します。

HPE GreenLakeソリューションの主な支払モデル

従量制課金

サービス使用量に基づき、期間ごとに異なる金額を顧客が払います。金額は最低1つのUOMで計測されます。

このモデルは消費量支払または従量課金制 (PAYG) とも呼ばれます。

サブスクリプション

顧客は最大UOMに従った使用率で事前設定された金額を支払います。サブスクリプションが定期的に支払われる場合は支払額は毎期間一定です。

サブスクリプションは固定契約または月次固定契約とも呼ばれます。

従量制課金オプション (使用量または支出額) 付きサブスクリプション

顧客は事前設定された金額を払いますが、最大UOMを超えることもあり得ます。顧客がUOMを超過すると、支払金額 はサービス使用量に基づき期間ごとに変わります。従量課金制オプションは、使用量ベースまたは支出額ベースのも のがあります。

固定契約プラス消費量、または予約容量プラス消費量とも呼ばれます。

追加のサブスクリプションベース支払モデル

サブスクリプション (SaaS部分)

顧客はソリューションのSaaS部分に対してのみ、定期的に定額を払います。金額は事前設定され、最大UOMに左右されます。

サブスクリプション (ハードウェア所有権付き)

顧客はUOMによる使用量によって、事前設定された金額を払います。サブスクリプションによりハードウェア所有権が顧客に譲渡されます。

サブスクリプション (期間ライセンス)

顧客はUOMによる使用量によって、事前設定された金額を払います。このモデルは期間ライセンスに使用されます。

その他の用語

測定単位 (UOM; Unit of Measure)

計測単位 (UOM) は、ソリューションの使用状況を追跡する方法を定義します。UOMはたとえばVM、GB、アセットごとに設定できます。

最新情報の参照元: HPE GreenLakeマップブック

支払モデルに関する最新情報は、以下で説明するHPE GreenLakeマップブックに記載しています。


• ほとんどのページの右上コーナーにある [指示を参照] をクリックします。

• 次に [用語と定義] を選択します。

• 次に [支払モデルの参照方法] を選択します。
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柔軟な「従量課金制」モデルと「従量課金制サブスクリプション」モデル
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次に、2つの主なHPE GreenLake支払モデル、つまり従量課金制と従量課金制オプション付きサブスクリプションの柔軟性を詳しく見ていきます。

2つの支払モデルを理解するため、ITソリューションを購入する従来の方法と比較します。このグラフが示すとおり、一般に将来の容量のニーズを満たすために容量をオーバープロビジョニングする企業が多く、余分なインフラストラクチャ の電力、冷却、管理コストの支払いが発生します。必要な容量が使用可能な容量を上回ると、各企業は時間のかかる 調達プロセスを経て追加の機器を購入しなければならず、そのあいだはビジネス需要に対応できず、会社の成長がス ローダウンします。
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HPE GreenLake支払モデルでは、顧客が実際に使用した分だけ払うため、オーバープロビジョニングがなくなり、コストを節約できます。未使用のインフラストラクチャの電力供給、冷却、管理に料金を払うことがなくなり、使用で利益を生 むリソースに対してのみ料金を払います。従量課金制モデル付きサブスクリプションでは、顧客は使用量に関係なく、予約済みまたはコミット済み容量と呼ばれる基本使用量に対して料金を払います。ただし、ご覧のとおり、適切なサイズの予約容量が顧客の実際の使用率を下回ると、コストと使用量が調整されて顧客のメリットが最大化されます。
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同時に、HPEは容量不足のリスクから顧客を守ります。HPEは顧客の現在のニーズを超える十分な容量を設定しま す。その容量は通常、顧客のリクエスト容量と追加のバッファーを加えたものになります。需要が増加すると、顧客はシ ームレスに使用量を拡大できます。バッファーを使用するまで拡大したら、シンプルな変更注文を送信して容量を増や せます。HPE GreenLakeを使用すると、オーバープロビジョニングで発生する高額なコストがかからないため、顧客はビジネスのスピードに合わせつつコストを節約できます。

HPE GreenLake支払モデルのメリット
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以下のセクションでHPE GreenLakeのメリットをリストアップします。

可視性


• ハイブリッド資産全体にわたる可視性を獲得

• 未使用のIT資産、十分に活用されていないIT資産、古いIT資産を見つける

• アセットごとに電力と容量の消費量をモニタリングする

• IT経費配分をもっと細かく把握して、利用コストをより適切に調整する



ビジネスアジリティ


• オンデマンドの容量提供でビジネスのスピードにITが確実に対応できるようにする

• 価値実現時間を短縮



クラウドの経済性


• ITコストとビジネスニーズを整合

• オーバープロビジョニングやTCOを削減

• 調達サイクルの短縮

• 多額の初期費用を回避して資本を守る

• 従量課金制



シンプルなIT環境


• 重い負担を軽減して業務効率を改善

• 反復タスクに投入した時間を取り戻す

• 更新オプションでテクノロジーの進歩に遅れをとらない

• IT資産ライフサイクル管理を改善



スケーラビリティ


• もっとも合理的な場所でワークロードを実行

• 必要に応じてオンデマンドでスケーリング



サステナビリティ


• 消費電力とコストを削減

• IT資産ライフサイクル管理をシンプル化



学習チェック

HPE GreenLakeの従量課金制支払モデルのメリットを1つ挙げてください。


	顧客は毎月のサービス使用量に対して定額料金を払う。


	サービスなしのハードウェアソリューションと比較して、顧客の単位あたりの支払いは常に少なくなる。


	需要を満たすためのオーバープロビジョニングがなく、顧客はコストを節約できる。


	顧客がソリューションを所有する目的で月々の分割払いでソリューションに資金提供できる。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeの従量課金制支払モデルのメリットを1つ挙げてください。


	顧客は毎月のサービス使用量に対して定額料金を払う。


	サービスなしのハードウェアソリューションと比較して、顧客の単位あたりの支払いは常に少なくなる。


	需要を満たすためのオーバープロビジョニングがなく、顧客はコストを節約できる。


	顧客がソリューションを所有する目的で月々の分割払いでソリューションに資金提供できる。




トピック3: HPE GreenLake向け各種サービス
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HPE GreenLake向け各種サービス
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ここまでで、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームを利用することでいかに環境が運用しやすくなるかをご理解いただけたと思います。HPE Servicesまたはパートナー独自のサービスを追加すると、HPE GreenLakeソリューションのライフサイクル全体にわたって顧客のエクスペリエンスのさらに向上する可能性が生まれます。

たとえば、HPEはディスカバリワークショップを主催して、新しいテクノロジーや取組みに対する顧客の理解を浸透させます。HPEが戦略について顧客にアドバイスし、顧客のためのソリューション一式を設計します。

さらに、顧客がHPE GreenLakeソリューションを実装しやすいように支援します。ハードウェアとソフトウェアのインストールだけでなく、データ移行や顧客の既存のネットワークへのソリューション統合などの業務をHPEが遂行します。

HPEはソリューションを継続的にサポートしますが、その典型的な事例としてサポート問い合わせのエスカレーションや 先を見越した技術関連のアドバイスなどのメリットをオファーします。

一部またはすべての管理タスクをサービスプロバイダーに委託したい顧客には、HPEが幅広いマネージドサービスを提供します。HPEは、顧客が望む数だけソリューションをモニタリング、管理します。

一部のサービスが標準成果物として含まれている場合であっても、あなたはHPE GreenLakeソリューションに応じて他のサービスをオプションの拡張機能として提案できます。こうしたオプションサービスのいずれであっても、HPEが提供するサービスを提案する選択肢もあれば、HPE GreenLakeソリューションの一部として自社サービスを提供する選択肢もあります。

HPE GreenLakeで自社のas-a-serviceソリューションを推進
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HPE GreenLakeはあなた独自のサービスを追加してas-a-serviceサービスを強化し、増収の潜在性を秘めた強固な土台を提供します。

たとえば、数多くのHPE GreenLakeハイブリッドクラウドソリューションの中からHPE GreenLake for Private Cloud BusinessやHPE GreenLake for Microsoft Azure Stack HCIなどを販売することでクラウドビジネスを拡張できます。いずれにせよ、HPE GreenLakeハイブリッドクラウドソリューションにサービスを追加すると、as-a-serviceビジネスが強化されます。顧客独自のマネージドサービスをHPE GreenLakeソリューションに追加すると、独自のas-a-serviceオファリングを作成できます。貴社が特定の業種やユースケースに合わせて調整したサービスを提供することもできます。

ISVソリューション、ソフトウェア、スキルを統合して、イノベーティブなHPE GreenLakeベースの製品も開発できます。こうしたISVのライセンスを管理すると、ソリューション一式の連絡窓口を1か所に集約できます。

貴社独自のサービスをHPE GreenLakeソリューションに追加すると、経常収益と粗利益が向上します。

取引先が求めるサービスを追加するための柔軟性をHPE GreenLakeがパートナーに提供
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HPEが提供するもの、自社で提供できるもの、その両方を提供できる条件を理解するには、HPE GreenLakeサービスモデルについてもう少し詳しく理解する必要があります。

HPE GreenLakeのフルスタックサービス群は、インフラストラクチャのインストールとデプロイ、事後対応のメンテナンスサポート、消費請求の初期設定などのコアコンポーネントを土台としています。HPE GreenLakeでは、継続的な消費分析とサービス関係管理のための連絡窓口も顧客に提供されます。コアコンポーネントに追加されるものとして、HPE またはHPEパートナーが提供できるオプションの各種サービスがあります。オプションサービスには、パートナーエコシ ステムが提供するISVソリューション、面倒な業務の負荷を軽減するマネージドサービス、データセンターのフットプリン ト削減に貢献するホスト型サービス、パートナー企業独自の既存のサービスとソリューションが含まれます。

HPE GreenLakeコアコンポーネントは通常は、HPEからHPE Servicesとして顧客に提供されます。コアコンポーネントの提供をHPEに一任できるため、ソリューションの他の要素に集中できます。一方、サービス関係管理などのいくつか のコアコンポーネントは、HPEパートナーが提供できるケースもあります。このトピックについての詳細は、HPE PBMにお問い合わせください。
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特定のHPE GreenLakeソリューションには、HPEが提供すべき必須サービスも含まれています。HPE GreenLakeマップブックを参照すると、さまざまなソリューションで必須のHPE Servicesを確認できます。コアサービスや必須サービス以外にも、貴社独自のサービスバンドルを作成できます。たとえば、独自のマネージドサービスやコンサルティングサービスを販売することもできます。ただし、1つの分野で設計の専門知識に関するギャップがある場合は、HPE Serviceを販売することでギャップを解消できる可能性があります。

HPEファイナンシャルサービス: HPE GreenLakeへの円滑な移行とサステナビリティ


[image: image]


従来のインフラストラクチャからas-a-service IT への移行に支援がほしい顧客もおられます。HPEファイナンシャルサービス (HPEFS) は、顧客がHPE GreenLakeに高速かつ効率的に移行できるよう支援して、コスト効率をさらに高めます。たとえば、HPEFSは顧客が既存の資産をインクリメント型資金源に転換するのを支援できます。さらに、HPEFSは 顧客が既存の資産を安全にリタイアさせ、データ侵害を起こさせず、環境面のIT目標達成できるように支援します。

以下のセクションではHPEFS IT資産ライフサイクルサービスについて詳しく説明します。

HPE Certified Pre-owned Technology Services

HPE認定の中古IT機器を使用する企業には、以下のようなメリットがあります。


• コスト削減

• 電子廃棄物を最小限に抑え、環境目標の達成を促進

• 容量の最大化

• 完全にテスト済みの認証された資産の導入を迅速化



HPE Asset Upcycling

顧客企業は、HPEまたはサードパーティのワークプレイスもしくはデータセンターテクノロジーから価値を引き出すことができます。


• リサイクルよりもリユースを優先させると、環境面と収益面でのメリットにつながる

• 2度目の耐用年数に向けてテクノロジーを改修および再販売し、収益分配機能を活用する

• 世界規模での安全かつ一貫したエンドツーエンドの物流への信頼

• データクレンジング、データ消去、メディア破棄機能により、データと地域の規制へのコンプライアンスを確保



HPE Accelerated Migration Services

顧客企業は、システムの利用方法をHPE GreenLakeのようなaaSモデルに転換しながら、所有している既存のIT資産を資金源の一部に変えることができます。


• サードパーティのデータセンターやワークプレイステクノロジーなどのレガシー資産の売却による移行計画と資金調達

• 複数世代のITを最新化し、レガシーシステム/アプリケーションの耐用年数を延長

• 業務中断を回避し、事業継続性を確保

• 世界的に一貫したプロセスを備えた責任ある廃棄技術で、持続可能性の目標を達成

• サプライチェーンの制約を克服



HPE Circular Economy Report

HPEFSファイナンスおよび資産アップサイクルサービスの利用顧客に提供されます。


• 自動レポートと資産追跡

• 再販売されたユニットによる炭素、エネルギー、埋め立て地の削減に関するレポート

• 持続可能性と環境報告 (SER) 要件に対するITの貢献を定量化するための関連性の高いタイムリーなデータ



学習チェック

HPEパートナーがHPE GreenLakeソリューションで経常収益を増やす方法を1つ挙げてください。


	共同配置ソリューションから従来のオンプレミスソリューションにワークロードを移行することを顧客に提案


	ホスト型サービス、マネージドサービス、統合ISVソリューションなどの自社サービスを追加


	HPE GreenLake IaaSソリューションではなく、HPE GreenLake SaaSソリューションを提案


	事前設定された最小容量レベルを超過した顧客に対して課徴金を科す学習チェックの解答は、




次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPEパートナーがHPE GreenLakeソリューションで経常収益を増やす方法を1つ挙げてください。


	共同配置ソリューションから従来のオンプレミスソリューションにワークロードを移行することを顧客に提案


	ホスト型サービス、マネージドサービス、統合ISVソリューションなどの自社サービスを追加


	HPE GreenLake IaaSソリューションではなく、HPE GreenLake SaaSソリューションを提案


	事前設定された最小容量レベルを超過した顧客に対して課徴金を科す




まとめ
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このモジュールでは、顧客の要求を満たすために利用できるHPE GreenLakeソリューションの範囲を精査しました。HPE GreenLakeソリューションの3つの異なるカテゴリ (SaaS、IaaS、Flexの各ソリューション) が顧客の要件をどう満たすかに焦点を当てて精査しました。また、ワークロードの一部をオンプレミスに維持しながらデータセンターの縮小を 検討している顧客向けにHPE GreenLake with Colocationがもたらすメリットについても学びました。

このモジュールでは、HPE GreenLakeソリューションの認識を一新したうえで、任意のHPE GreenLakeソリューションに自社サービスを追加できることを強調しました。ディスカバリ、アドバイザリ、設計の各種サービスから実装サービスや管理サービスに至るまで、HPE GreenLakeソリューションはあなた独自の方法で設計、提供できます。また、HPE Servicesを販売して独自のサービスを強化し、貴社が抱える弱点を補強できます。

HPE GreenLakeソリューションにサービスを追加すると、カスタマーエクスペリエンスが向上し、競合他社との差別化につながります。HPE GreenLakeを基盤とするイノベーティブ、ユニークなソリューションを顧客に提供すると市場で優位に立てます。


モジュール3: HPE GreenLakeセールスプロセスの把握
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コースマップ
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このモジュールはHPE GreenLake のセールスプロセス全体を詳しく説明します。このコースの残りのモジュールではセールスプロセスの各ステップについて詳しく説明します。

モジュールの概要
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このモジュールには2つのトピックがあります。トピック1では、HPE GreenLakeのセールスに関連したHPEとパートナーとの関係に焦点を当てます。トピック2では、HPE GreenLakeのセールスプロセスの概要を説明し、プロセスの各段階での担当範囲を指摘します。

トピック1: HPEとの連携
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パートナーファーストがHPEの信念
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HPEはあなたのas-a-service導入をサポートしていきたいのです。HPEは、パートナーファーストの企業であることに誇りを持っています。パートナーは今も昔も私たちの戦略の中心です。

HPEはパートナーを通じて、またパートナーと協力して成長に向けた取組みを長年実施してきましたが、顧客の収益と 事業開発の機会を増やす取組みも推進しています。HPEは数年前、as-a-serviceモデルの急速な進化を予測し、パートナーが競争力を維持するにはソリューションの販売とデリバリの別の方法が今後必要になると認識しました。私たち はHPE GreenLakeプラットフォームを進化させ、パートナーと顧客の業績向上を支援します。パートナーは今ではHPE GreenLakeを使って、すべてのHPEソリューションを提案できます。

HPEはHPE GreenLakeを利用してビジネストランスフォーメーションを実現したいパートナーの支援にもコミットしています。包括的なas-a-serviceポートフォリオからソリューションを提供することで、HPEパートナーの競争優位性が高まります。

顧客との関係はあなたが所有
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HPE GreenLakeのセールスプロセス全体およびその先も、顧客との関係を所有し、エンゲージメントを管理するのは顧客です。あなたまたはあなたのチームメンバーがプロジェクトマネージャーを務めます。あなたの組織がエンゲージメントのトーンを決定し、ソリューションのビジョンを伝えます。

顧客との関係を所有する一環として、最終ソリューションの価格設定およびSOW契約を所有し、顧客とのすべての交渉を管理するのはあなたです。ソリューションに独自の付加価値サービスを組み合わせると、顧客との関係が深まり、事業増収につながります。つまり、あなたの組織はもはや顧客に製品を提供するサプライヤーの枠を超え、顧客にとっ ての価値のファシリテーターとなります。パートナーが顧客との長期にわたる継続的なビジネス関係を確立し、維持できるように支援するのがHPE GreenLakeです。

このプロセス全体を通じて、あなたが作りたいチームを編成できるサポートをHPEから受けられます。ソリューションの設計、開発、デリバリのあらゆる側面について、あなたが自社内に内容領域専門家を配置する必要はありません。そんなときこそ、HPEの出番です。必要に応じて、HPEチームのメンバーを呼び出してください。

さまざまな層のパートナー向けのエンゲージメントガイドライン
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顧客との独自のリードジェネレーションの責任を負うのはあなたです。ただし、HPEがリードジェネレーションを担当し、顧客と連絡を取るケースもあり得ます。いずれにしても、顧客との関係をコントロールするのはあなたです。あなたの組 織が常に価格設定とSOWを顧客に提示します。そして、ソリューションデリバリ後はあなたの組織が顧客に請求書を発行します。

顧客は知る由もありませんが、あなたには価格設定、SOW、請求書のベースとなる上流の契約があります。HPEリセ ラー (Tier 2パートナーとも呼ばれる) であればディストリビューターから価格 (独自判断で上乗せ可) を受け取ります。また、あなたはディストリビューターとSOWに署名し、最終的にディストリビューターから請求書を受け取ります。ディストリビューターは次に、価格設定、SOW、最終請求書をHPEから受け取ります。

HPEダイレクトリセラー (Tier 1パートナーとも呼ばれる) は、リセラーと同じように顧客と関わります。ただし、価格設定、SOW、最終請求書は、あなたがHPEから直接受け取ります。

さらに2つの点を強調しておきます。第一に、HPEと直接連携する場合でも、ディストリビューターと連携する場合でも、HPEセールスチームがプロセス全体を通じてサポートし、必要に応じて価格引上げの承認を進める支援をします。第二に、HPEはいかなる状況においても、自社またはディストリビューターの価格を顧客と共有しません。また、HPEは 提案書、SOWなどの正式文書を顧客と共有しません。

HPE GreenLakeチーム構造
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パートナーは、HPE GreenLakeの販売活動に関してサポートが必要な場合は常に自社のHPE GreenLake販売チームと協議してください。このチームを編成するには、まずあなたの組織のHPEとの連絡窓口からHPE GreenLakeの商談について報告します。地域によって、この連絡先はHPEアカウントマネージャーまたはHPEパートナービジネスマネージャーとなる場合があります。すでにHPE GreenLakeスペシャリストと連絡を取っている場合は、そのスペシャリストに直接連絡します。あなたがリセラーの場合は、ディストリビューターにもその商談を知らせる必要があります。

ソリューションの具体的な要件に基づき、HPE担当者は追加メンバーを加えてHPE GreenLakeチームの拡張を支援します。たとえば、HPE Managed Servicesを含めることを計画中の場合は、HPE担当者はHPE Managed Servicesビジネスユニットからチームメンバーを取り込みます。HPE GreenLake with Colocationを提案する予定の場合は、担当者がHPE GreenLake CoLoファシリティコンサルタントを追加します。

HPE担当者が特定の製品およびソリューションのソリューションアーキテクト (SA) を追加することもあります。SAと関係性がすでにある場合は、自分でSAをチームに追加できます。

以下は追加となり得るのチームメンバーのリストです。

追加メンバー (必要な場合)

問題案件に基づき、HPEアカウントマネージャーおよびあなたは、次のようなメンバーをチームに追加することがあります。


• 関連するHPEおよびHPE Aruba Networkingソリューションのスペシャリストおよびソリューションアーキテクト (SA)

• プリセールスプロジェクトマネージャー

• HPE GreenLake SA

• HPE GreenLakeビジネスサポートマネージャー

• アカウントデリバリマネージャー

• HPE Managed Servicesストラテジスト、ビジネスデベロッパー、デリバリマネージャー

• HPE Services – アドバイザリーサービスSA、プロフェッショナルサービスSA、デリバリマネージャー

• HPE GreenLake CoLoファシリティコンサルタント



学習チェック

あなたはHPEリセラーです。HPE GreenLake販売のエンゲージメントルールを正しく説明する文章はどれですか。


	リードジェネレーションは自社またはHPEでできるが、顧客エンゲージメントの所有者はパートナーである。


	HPE GreenLakeの潜在顧客を特定できるのはHPEのみだが、契約はHPEがパートナーに引き継ぐ。


	リードジェネレーションはパートナーでできるが、ディストリビューターに顧客エンゲージメントを管理してもらう必要がある。


	リードジェネレーションはパートナーでできるが、HPEに顧客エンゲージメントを管理してもらう必要がある。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

あなたはHPEリセラーです。HPE GreenLake販売のエンゲージメントルールを正しく説明する文章はどれですか。


	リードジェネレーションは自社またはHPEでできるが、顧客エンゲージメントの所有者はパートナーである。


	HPE GreenLakeの潜在顧客を特定できるのはHPEのみだが、契約はHPEがパートナーに引き継ぐ。


	リードジェネレーションはパートナーでできるが、ディストリビューターに顧客エンゲージメントを管理してもらう必要がある。


	リードジェネレーションはパートナーでできるが、HPEに顧客エンゲージメントを管理してもらう必要がある。




トピック2: プロセスを理解する
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HPE GreenLakeのセールスプロセス
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HPE GreenLakeのセールスプロセスは、ここに示すように複数のステップに分割できます。まず、あなたが商談を識別したら、認定、登録します。

あなたは次にソリューションを構成し、見積書を作成する必要があります。

さらにソリューションの提案書とSOWを作成します。顧客がその提案を承諾したら、あなたがSOWに署名します。ま た、あなたとディストリビューター (直販の場合はHPE) 間でSOWに署名します。

すべてのSOWに署名すると、契約成立となります。HPEとあなたは協力してソリューションを提供します。顧客がソリューションを稼働させました。請求期間ごとに、あなたは上流関係者から請求書を受け取ります。あなたの組織が自社の請 求書を顧客に送付すると、定期的な売上となります。

セールスプロセスの最終段階も進行中です。顧客と連絡を取り、必要に応じて変更を管理してソリューションを拡張 します。

HPE GreenLakeのセールプロセスにおける責任範囲 - 識別、認定、登録
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あなたは次に、プロセスの各ステップにおけるあなたおよびHPEのハイレベルの責任範囲を調べます。

このコースでは、パートナーの責任範囲をセールスとプリセールスという2つの主な役割に分けます。このコースは主に プリセールス担当者が対象です。本コースで言うところの「あなた」とは、「プリセールスエンジニア」、「システムエンジニ ア」、「ソリューションアーキテクト」、あなたの組織がソリューションのサイジングと設計を担当として指定したさまざまな役職を持つ人を指します。このコースはプリセールスに焦点を当てていますが、参加する可能性のあるセールス活動や注意を要するセールス活動についても説明します。

このことを理解したうえで、HPE GreenLakeセールスプロセスの最初のステップである商談の特定、認定、登録に注目してください。

パートナー組織は、HPE Partner Ready PortalまたはSalesForce Dot Com (SFDC) を通じてすべてのHPE GreenLake案件を登録する責任があります。通常はあなたの組織の営業担当者がこの手順を実行します。パートナーのセールス担当者も商談を評価しますが、あなたもそのプロセスに参加することが多くなるはずです。必要に応じて、あなたとあなたのセールス担当者は、商談を特定するための支援をHPEに依頼することもできます。

セールス担当者が案件を登録すると、HPEは案件を審査、承認します。

このオプションについては、モジュール4で詳しく説明します。

HPE GreenLakeのセールスプロセスにおける責任範囲 - 構成と見積もり
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次のステップ、つまりソリューションの構成と見積もりの主たる責任はあなたにあります。

まず、顧客ニーズに関する情報を収集し、ソリューションの規模を決定します。これをあなた自身で決定できるととも に、HPE GreenLakeセールスチームのHPE専門家からアドバイスも受けられます。

これでソリューションを構成し、必要なBOMを作成するために必要な情報がすべて揃います。

あなたが顧客向けの見積書も作成します。ただし、あなたがリセラーの場合はディストリビューターから、ダイレクトリセラーの場合はHPEから入手した価格に基づいて見積書を作成することが不可欠です。詳しくは後ほど説明しますが、HPEでは見積書作成に便利なツールをいくつかご用意しています。このツールは最速で価格を設定します。ただし、手 動プロセスで価格を設定すべきケースもあります。次に、あなたはあなたの組織独自のプロセスを使用して、その価格 設定に基づき顧客向けの見積書を作成します。

HPE GreenLakeソリューションの構成と見積書の選択肢
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特定のHPE GreenLakeソリューションに応じて、3つのベーシックプロセスのいずれかを使用してソリューションを構成し、見積書を作成します。

固定サブスクリプション価格のSaaSを提案する場合は、As-a-Service Quoter (ASQ) というツールでソリューションをすべて構成して見積書を作成できるケースが少なくありません。このプロセスについては、モジュール5で詳しく見てい きます。現在お住まいの地域でASQを利用できるか確認するには、HPEアカウントマネージャーまたはHPEパートナービジネスマネージャーにお問い合わせください。

他のさまざまなHPE GreenLakeソリューションの価格を最速で取得するには、Integrated Quotingを使用してください。まず、トランザクションソリューションを構成するのとほぼ同じように、One Configuration Advanced (OCA) でソリューションを構成します。HPE GreenLakeソリューションおよびIntegrated Quotingオプションを選択すると、OCAによってIntegrated Quotingがサポートされる製品のみが選択されます。次にIntegrated Quoting 2.0 (IQ 2.0) ツールを使用して HPE Partner Ready Portalで見積書を作成する際にはOCA構成をインポートできます。このプロセスについては、モジュール6で詳しく見ていきます。現在お住まいの地域でIQ 2.0を利用できるかどうかということについては、HPEアカウントマネージャーまたはHPEパートナービジネスマネージャーにお問い合わせください。

場合によっては、Flexible Quote (FQ) プロセスを使用する必要が生じます。このプロセスではOCAでソリューションも構成します。ただし、HPE GreenLakeソリューションを作成した場合はFlexible Quoteオプションを選択します。柔軟なオプションで製品とコンポーネントを選択できます。ただし、ディストリビューターまたはHPEからカスタム価格を入手す る必要があります。このプロセスについては、モジュール6で詳しく見ていきます。

HPE GreenLakeのセールスプロセスにおける責任範囲 - SOWの提案と署名
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あなたのパートナー組織は顧客関係の所有者として、ソリューション提案および顧客とのSOW署名に全責任を負いま す。セールス担当者主導で投資対効果検討書を作成し、最終価格設定と正式文書を顧客と共有することになります。ソリューション提案にも参加できます。あなたのパートナー組織は、顧客と正式契約書を締結してSOWに署名することの他に、あなたがリセラーの場合はディストリビューターと、あなたがダイレクトリセラーの場合はHPEともSOWに署名します。

あなたは提案に参加する可能性があるため、モジュール7では、HPEツールを使用して投資対効果検討書の作成方法 について詳しく説明します。モジュール7では、FAST 2.0プロセスによってSOW作成が合理化される様子も説明します。

HPE GreenLakeのセールスプロセスにおける責任範囲 - デリバリ
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HPEはSOW署名後、ソリューションを納入します。HPEはハードウェアをプロビジョニングし、ソリューションに含まれるソフトウェアを統合して、ソリューションを顧客に納めます。HPEがソリューションをインストールすることもできます。た だし、あなたの組織が問題のソリューションに対してPartner Ready Service Delivery (PRSD) 認定を受けている場合は、ポストセールスチームがインストールを処理します。ソリューションをインストールできるのは販売パートナーのみで す。販売パートナーが未承認の場合や販売パートナーがソリューションをインストールしたくない場合は、HPEがインス トールします。

コストの説明については、モジュール8で詳しく見ていきます。

HPE GreenLakeのセールスプロセスにおける責任範囲 - 変更管理
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HPE GreenLakeソリューションを販売すると、顧客と継続的な関係が確立されます。パートナーセールスプロフェッショナルは、その関係を管理する全責任を負います。ただし、HPEが顧客にサポートとアカウント管理を提供することで支援します。HPEは顧客の容量と成長もモニタリングします。HPEはパートナーセールスプロフェッショナルに情報を伝え、使用状況レポートを提供します。HPEのコンサルティングを受けて、パートナーセールスプロフェッショナルがレポートを 評価し、ソリューションを拡張すべきタイミングを判断します。セールスプロフェッショナルは変更の必要性を顧客に伝え る責任をその後も単独で負います。

このプロセス全体を通して、あなたは常にループ内にとどまります。ソリューション拡張の必要が生じると、あなたが変 更注文に着手します。HPEは変更注文フォームの作成を支援することがあります。

変更管理プロセスの詳細については、モジュール8で説明します。

学習チェック

顧客にHPE GreenLakeソリューションで容量追加の要ありと、あなたのパートナー組織が判断しました。だれが変更注文を開始すべきか。


	パートナービジネスマネージャー (PBM)


	HPE GreenLakeエンゲージメントマネージャー


	あなた (パートナーのプリセールスアーキテクト)


	ディストリビューター




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

顧客にHPE GreenLakeソリューションで容量追加の要ありと、あなたのパートナー組織が判断しました。だれが変更注文を開始すべきか。


	パートナービジネスマネージャー (PBM)


	HPE GreenLakeエンゲージメントマネージャー


	あなた (パートナーのプリセールスアーキテクト)


	ディストリビューター




まとめ
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このモジュール全体を通して、商談の特定からソリューションのデリバリとその先に至るまで、あなたのパートナー組織 が主体的に担当するHPE GreenLakeのセールス活動を見てきました。あなたは、このプロセスにおける高度な責任範囲を把握し、プロセス全体を通じてHPEがサポートする様子を理解したことになります。

その他の関連情報
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SeismicのHPE GreenLakeセールスツールとプロセスブリーフケースを調べるには、以下のリンクを使用してください。ブリーフケースでは、HPE GreenLakeソリューションに関する最新情報の他にいくつかの便利なツールへのアクセスが提供されます。


• HPE GreenLakeセールスツールとプロセス - IaaS/SaaS (リセラーパートナー向け)

• HPE GreenLake Flexソリューションのセールスツールとプロセス



HPE Tech Proリンクをクリックしてポータルにログインすると、 専用のグローバルなテクニカルコミュニティが提供され、HPEツール、トレーニング、リソース、専門知識を集約されたロケーションにつながります


モジュール4: 取引の特定と登録


[image: image]


コースマップ
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あなたは本コースのこの時点で、HPE GreenLakeソリューションおよびHPE GreenLakeセールスプロセスを高いレベルで理解しました。このモジュールでは、セールスプロセスの最初のステップである商談認定と案件登録に関する詳細 情報を提供します。

モジュールの概要
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トピック1では、HPE GreenLakeの正しい候補となる顧客を特定する方法について説明します。HPE GreenLakeの商談を認定する方法も学びます。トピック2では、顧客のユースケースに適したHPE GreenLakeソリューションを特定するために必要なリソースを提供します。商談が認定されたら、案件登録の準備ができたことになります。その方法につい てトピック3で説明します。

トピック1: 商談を特定、評価する
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顧客の事情を把握
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リードジェネレーションで商談を特定したら、顧客をさらに深く知る調査を開始します。背景情報を収集すると、顧客の業界とユースケースのポテンシャルを対象としたディスカバリのための質問リストを作成できます。

顧客の業界および業界の企業に共通する財務上および運営上の課題を調査します。

顧客との関係も考慮してください。新規の顧客か。既存の関係を深化させたいのか。IT以外の人脈はあるのか。既存の関係がある場合は、顧客がサポートしたいワークロードについて既知の事実を考慮します。顧客がITへの新しいアプローチを求めるきっかけとなった新しいプロジェクトや出来事はどんなものか。

顧客の財務状況も調査する必要があります。こうした情報の収集は、あなたのHPE ServicesまたはHPEFS担当者がサポートします。顧客がすでにHPE機器を所有している場合は、こうした担当者から顧客の購買履歴に関するインサイ トが得られる可能性があります。たとえば、顧客の機器代金の支払方法やインフラストラクチャの購入頻度がわかるか もしれません。

株式公開企業であれば、オンラインに膨大な財務情報が公開されています。四半期報告書、年次報告書、その他の公 的文書を読み、顧客の全体的な財務健全性や成長などの情報を明らかにできます。

HPE GreenLakeと柔軟性というパワー
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適切なHPE GreenLake候補を特定するには、セールス担当者とあなたが顧客を戦略的な会話に参加できる場を作る必要があります。顧客のデジタルトランスフォーメーション戦略について話し合ってください。顧客の現在の環境が、事業競争力の維持に必要なアジリティとスケーラビリティを備えているか調査してください。多くの顧客があまりの複雑さ に頭を痛めています。この分野における顧客の課題に耳を傾けてください。また、現在の環境の効率性とサステナビリ ティに顧客が満足なのか、不満なのかを調査する必要もあります。顧客がコストを理解、制御し、経費支出を事業優先 度に整合できているのか。

カテゴリごとにディスカバリ用の質問および耳を傾けるべき顧客の特徴の例をいくつか示します。

デジタルトランスフォーメーション戦略

ディスカバリのための質問


• 貴社のデジタルトランスフォーメーション戦略とはどんなものか。

• どんなワークロードをパブリッククラウドに移行したか。移行を検討中のワークロードは他にあるか。

• クラウドでワークロードを実行する際にどんな課題に直面したか。

• 規制コンプライアンスとデータ主権の維持について懸念があるか。

• 予期せぬクラウド経費が発生したことがあるか。

• どのワークロードをどこで実行するかを決定する支援がほしいか。



特徴

プライベートクラウド戦略またはハイブリッドクラウド戦略を採用している顧客はHPE GreenLakeの有望な候補です。顧客が求めるもの:


• 特定のワークロードをオンプレミスまたは共同配置施設に保持したい。そこにはこんな理由があります。


– データ主権を維持。

– データグラビティへの対処

– 予期せぬクラウドコストおよびエグレス料金の回避



• ハイブリッドクラウドの保護をシンプル化したい

• デジタルトランスフォーメーション戦略を定義したい (コンサルティングサービスの候補になり得る)



アジリティとスケーラビリティ

ディスカバリのための質問


• どれくらいの頻度で資産を購入しているか。長い調達サイクルから脱却したいか。

• 現時点でどの程度容量需要を予測できているか。

• 需要変化に合わせて、どの程度容量を調整できているか。

• オーバープロビジョニングしていないか。

• 需要に影響するような新しいプロジェクトまたはアプリケーションがあるか。このようなプロジェクトのニーズを満た す上でどのような課題があるか。



特徴

容量需要予測や事業需要対応に頭を悩ませている顧客はHPE GreenLakeの有望な候補となり得ますが、次のようなことを求めています。


• 長い調達サイクルとサプライチェーンとの苦闘から解放されて、ITをもっと簡単に更新したい

• ビジネスとともに成長するソリューションを入手したい

• 需要対応でオーバープロビジョニングよりも良い方法を見つけたい

• 新しいプロジェクトやアプリケーションの要求に対処したい



複雑性

ディスカバリのための質問


• ビジネスの妨げになっている運用面の非効率性とはどんなものか。

• IT部門は反復タスクに費やす時間はどれくらいか。

• IT部門はオペレーションタスクをオフロードする必要があるか。

• 環境全体に新しいソリューションを実装はしたいが、もっと制御された形で新しいテクノロジーをリリースしたいか。

• メンテナンスとイノベーションのバランスはどうなっているか。



特徴

IT環境の複雑さを軽減することに苦労している顧客は、HPE GreenLakeの有望な候補ですが、こんなものがほしいと言うかもしれません。


• 反復タスクに費やす時間をIT部門に削減させたい

• ITをもっと戦略的かつイノベーティブなものにしたい

• 自動化でリスクを軽減したい



効率性とサステナビリティ

ディスカバリのための質問


• データセンターのリソースの現在の使用率はどれくらいか。その活用法に満足しているか。

• サステナビリティ戦略の作成、調整を支援してほしいか。

• IT資産ライフサイクル戦略の作成、調整を支援してほしいか。



特徴

IT資産活用の効率を改善したい顧客を探します。次のような可能性があります。


• フル活用されている資産を把握できていない

• コンピューティングまたはストレージの使用率が50%を下回る

• 組織のサステナビリティ目標達成や現在の効率性の評価に支援がほしい

• 老朽化したIT資産の再利用に関心がある (HPEFSの候補になり得る)



コストコントロール

ディスカバリのための質問


• 従量課金制モデルでコストと使用量を整合させたいか。

• ITコストをどう計測するか。この経費支出をコントロールするために何ができるか。

• チャージバックの実装を検討しているか。



特徴

もっと適切にコストを管理したい顧客を探します。次のような可能性があります。


• ITコストが使用用途を常時把握できていないないことに不満

• コストと使用量をもっと適切に調整したい

• ITコストを計測し、IT資産の使用状況をリアルタイムで把握したい



HPE GreenLakeの顧客とトランザクション顧客の比較サマリー
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端的に言って、HPE GreenLakeソリューションの恩恵を受けた企業は今も成長が止まらず、前年比で少なくとも10%の継続的な成長が見込まれています。高い成長が望ましいとはいえ、HPE GreenLake候補の他の基準を満たしているのに、成長が緩やかな顧客をあなたは自動的に不適格にしたくないかもしれません。

理想的なHPE GreenLake候補には柔軟なIT環境が必要です。候補企業は予測不能なITニーズの変化への速い対応を迫られています。

また、資本を守りたい組織、リスクを軽減したい組織、調達サイクルを短縮したい組織も探すべきです。こうした組織は環境と運用手順の複雑さを軽減したいと望むことが多いです。実際に自社のIT環境と資金調達モデルの両方が柔軟性に欠け、イノベーション能力の障害となっていることを認識しています。

トランザクション対応のHPEソリューションに適したニーズがあるケースもあります。このような顧客は限定的成長かゼロ成長を想定しています。IT資産の更新頻度はまれで、耐用年数を過ぎた資産の「放出」もあり得ます。長期的かつ戦 略的な価値を求めるのではなく、ユニットあたりのコストに焦点を当てており、サポートサービスにはほとんど関心があ りません。彼らにHPE GreenLakeを販売できる可能性は低いため、他の分野に注力すべきです。

学習チェック

HPE GreenLakeソリューションを売り込むのに適した顧客の特性はどれですか。


	現在80%前後のIT インフラストラクチャ利用率に満足している。


	ITリソースは社内でサポート、保守、管理したい。


	投資からできるだけ価値を回収するため、IT資産のライフサイクルを延長する。


	ITコストを制御したいため、チャージバックの導入を検討中。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeソリューションを売り込むのに適した顧客の特性はどれですか。


	現在80%前後のIT インフラストラクチャ利用率に満足している。


	ITリソースは社内でサポート、保守、管理したい。


	投資からできるだけ価値を回収するため、IT資産のライフサイクルを延長する。


	ITコストを制御したいため、チャージバックの導入を検討中。




トピック2: ユースケースに適したHPE GreenLakeソリューションを特定する
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HPE GreenLakeマップブック
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HPE GreenLakeマップブックは、HPE GreenLakeソリューションに関する豊富な情報を集約したインタラクティブなガイドです。このリソースは、顧客向けのHPE GreenLakeソリューションの特定だけでなく、ソリューションをより深い調査にも便利です。

最新のHPE GreenLakeソリューションとその分類カテゴリの概要情報が含まれています。マップブックに表示された各HPE GreenLakeソリューションをクリックすると、そのソリューションの詳細を説明するファクトシートが表示されます。その他のコンテンツやリソースもマップブックから参照できます。顧客のニーズに合わせて最も妥当なソリューションをポジショニングする方法についても説明しています。HPEパートナーのタイプに応じて、検討しているソリューションが 販売可能か確認するためにも便利です。

マップブックをさまざまなセールス活動に
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HPE GreenLakeマップブックは実際には複数のマップブックに分かれています。関連性がもっとも高いマップブックを使用してください。次のセクションでは、各マップブックの対象読者について詳しく説明します。

HPE GreenLakeマップブック: Sell Through Channel (セルスルーチャネル)

HPEが提供するHPE GreenLakeソリューションを顧客に販売するHPEパートナーが対象です。

おそらくあなたに関連性がもっとも高いマップブックです。

HPE GreenLakeマップブック: Sell to System Integrator (SI) (システムインテグレーター (SI) 向け販売)

スケーラブルで従量制課金のHPE GreenLakeソリューションをHPEから購入し、他のベンダーのソリューションと組み合わせて、自社の顧客向けに独自のオファリングを作成するHPEパートナーが対象です。

このコースでは「Sell to (セルツー)」モデルは取り扱いません。

HPE GreenLakeマップブック: Sell to Service Provider (サービスプロバイダー向け販売)

スケーラブルで従量制課金のHPE GreenLakeソリューションをHPEから購入し、自社の顧客向けに独自のサービスをデリバリするHPEパートナーが対象です。

このコースでは「Sell to (セルツー)」モデルは取り扱いません。

HPE GreenLakeマップブック: By portfolio model (ポートフォリオモデル)

Flexソリューション、SaaS、IaaSの各カテゴリで販売できるHPE GreenLakeソリューションを簡単に確認できます。

HPE Servicesマップブック

HPE GreenLakeソリューションに追加できる各種サービスを探すのに使用します。

マップブックで正しいソリューションを見つける

HPE GreenLakeマップブックを使用すると、たとえHPEがポートフォリオを拡大中であっても、顧客ニーズを満たす最新ソリューションを見つけることができます。

今からHPE GreenLakeマップブックを詳しく見ていきます。

マップブックでは最初にウェルカムページが表示されます。マップブックは随時更新されるため、このページで最新の改 訂を確認できます。改訂に目を通したら、一番下にあるリボンに表示されたマップブックのタイトルのいずれかをクリック してください。前のセクションを参照すると、自分に合ったマップブックを見つけやすくなります

この例では、強調表示された [HPE GreenLakeマップブック: [セルスルーチャネル] をクリックしてください。
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以下のスクリーンショットでご覧のとおり、販売できるすべてのソリューションのリストが表示されます。その数たるや、あっけにとられる規模です。ソリューションを特定するには、ユースケースベースのマップに直接アクセスします。いずれかの列のヘッダーをクリックすると、該当するソリューションにアクセスできます。たとえば、顧客がハイブリッドクラウ ドに興味を示しているなら、該当するヘッダーをクリックします。
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以下ののスクリーンショットでは、このユースケースに推奨される主なHPE GreenLakeソリューションを探索、比較できるサンプルマップが表示されます。ソリューションの詳細については、その名前をクリックすると便利なファクトシートが表示されます。

たとえば、強調表示されたソリューションをクリックすると、HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionのファクトシートが表示されます。
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以下のスクリーンショットでは、各HPE GreenLakeソリューションのファクトシートが提供する詳細レベルを確認できます。あなたが顧客にとって適切なソリューションを探している場合は、必要なだけ多くのファクトシートをひたすら読み込 むことになります。
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マップブックで正しい構成と見積もりプロセスを探す

HPEはHPE GreenLakeソリューションの構成と見積もりのツールとプロセスも改良中ですが、HPE GreenLakeマップブックを使えば、各ソリューションの見積もりの正しいプロセスをいつでも参照できます。ここでは、この目的でマップ ブックを使用する方法を説明します。

ソリューションを選択したら、そのファクトシートにアクセスします。[Quote & Price] から [E2E transaction overview] セクションを見つけます。
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この例では Integrated Quoting (IQ) を使用してソリューションを見積もります。

オプションの特定のプロセスについて詳しくは、パートナーのタイプに一致するリンクをクリックします。この例では [ディストリビューター経由のリセラーパートナー] リンクです。
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以下に示すとおり、このタイプのトランザクションを要約したページが表示されます。構成と見積もりプロセスは[トランザクション方法] から [作成] セクションを参照してください。この例ではIQプロセスが要約されています。他のページではASQまたはFlexible Quoting (カスタム) プロセスが要約されています。
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すべての構成/見積もりプロセスの概要を確認したいケースもあり得ます。これには、HPE GreenLakeマップブックの各ページの右上コーナーにある [A-Zインデックス] をクリックします。
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以下のスクリーンショットに示すとおり、[A-Zインデックス] で、[HPE GreenLakeポートフォリオモデルフレームワーク] セクションを見つけます。次に、[構成/価格/見積もりプロセスに進む] をクリックします。
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以下に示すとおり、このページの中央のセクションでは、ソリューションタイプとユースケースから構成プロセスと見積も りプロセスにリンク設定されています。このリンク設定は今後変更される可能性があります。はっきりしない場合は、こ のインタラクションの冒頭で説明した手順でソリューションの正しい見積もりプロセスを見つけてください。

ページの右側のセクションには各種プロセスがまとめられています。各プロセスについては、モジュール5および6で詳しく見ていきます。
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複数のカテゴリからソリューションのオプションを選択
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HPEはHPE GreenLakeソリューションを提供するための複数のオプションを提供することがあります。マップブックの[見積もりと価格] セクションにはサポートされるすべてのオプションがリストされています。顧客の状況に最適なものをどう探すのか。

次のセクションでは、顧客ニーズに合わせて適切なオプションを選択するガイドラインを示します。

SaaS、HPEハードウェアにアタッチしたSaaS、FlexソリューションにアタッチしたSaaS

多くのSaaSソリューションがハードウェアと相互運用されます。たとえば、HPEサーバーを管理するHPE GreenLake for Compute Ops Managementはこのカテゴリに分類されます。


• 顧客がSaaSソリューションが適用されるハードウェアを所有しているなら、SaaSオプションを選択します。

• 顧客がハードウェアとソフトウェアを一括入手したい場合は、次のような提案が可能です。


– ハードウェアの前払い購入を希望する顧客には、HPE ハードウェアにアタッチしたSaaS

– ハードウェアをas-a-serviceとして入手することを希望する顧客には、FlexソリューションにアタッチしたSaaS





HPEハードウェアにアタッチしたIaaSまたはSaaS

HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionなどの一部のHPE IaaSソリューションは、HPEハードウェアにアタッチしたSaaSとして販売することもできます。


• ソフトウェアとハードウェアへの従量制課金アクセスによるas-a-serviceのフルエクスペリエンスを希望する顧客にはIaaSを選択します。

• 顧客がハードウェアを前払いで購入したい場合は、HPEハードウェアにアタッチしたSaaSを選択します。



IaaSまたはFlexソリューション

一部のソリューションは、IaaSまたはFlexソリューションとして提供されます。


• まず、IaaSの標準構成が顧客のニーズを合うかチェックします。一般に、IaaSの見積もりおよびデリバリは最速です。

• IaaSの標準構成では対応できない特殊な条件がある場合は、Flexソリューションを構成して見積もります。



学習チェック

HPE GreenLakeマップブックのHPE GreenLakeソリューションのファクトシートで参照できる情報を1つ挙げてください。


	ソリューションに含まれる全製品の構成


	ソリューションの正しい見積もりプロセス


	他のHPE GreenLakeソリューションとの比較


	ソリューションの現在の定価




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeマップブックのHPE GreenLakeソリューションのファクトシートで参照できる情報を1つ挙げてください。


	ソリューションに含まれる全製品の構成


	ソリューションの正しい見積もりプロセス


	他のHPE GreenLakeソリューションとの比較


	ソリューションの現在の定価




トピック3: 案件を登録する
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次のステップの概要
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ここまでであなたは商機を特定し、その適格性を評価しました。案件は必ず登録して、HPE GreenLake チームの編成を開始してから、プロセスの先に進みます。HPEFSが信用調査を実施することも意識してください。次のページでは手 順について詳しく説明します。

案件を登録する
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要件は地域によって異なりますが、通常はあなたがソリューションの構成と見積もりに進む前に、パートナー組織のセールスプロフェッショナルがHPE GreenLake案件を登録する必要があります。案件および価格設定を守るには、プロセスの早い段階で案件を登録することが重要です。

HPE GreenLake案件の登録はトランザクションシールの登録によく似ています。このプロセスに慣れた同僚があなたの周りにいるかもしれません。HPE Partner Ready Portalから案件登録ツールまたは SFDC にアクセスして案件を登録します。その案件がHPE GreenLake案件であることを示すには、「aaS - IaaS/SaaS」ビジネスグループまたは「aaS - Flexソリューション」ビジネスグループに属する製品を追加する必要があります。

各案件で利用できるプログラムは、商談に追加された製品によって異なります。IaaS/SaaS製品案件を登録し、その案件が承認されると、as-a-service価格として保護されますが、CapEx価格としては保護されません。(HPE GreenLake 見積書およびトランザクション見積書の両方を提出したい場合は、IaaS/SaaS製品と適切なコンピューティングおよびストレージ製品の両方を追加してから、すべての製品のプログラムに案件を登録します)

Flexソリューションの案件を登録する際は、トランザクション案件と同じプログラムを使用します。案件が承認されると、Integrated Quotingによって生成されたas-a-service価格設定およびCapEx価格設定が保護されます。

参考までに、次のセクションでプロセスの手順を説明します。(あなたのセールス担当の同僚がこのプロセスを実施する かもしれませんが、このウォークスルーで実施するのはあくまで「あなた」です)

ステップ1: 取引登録ツールにアクセスする


• HPE Partner Ready Portalにログインします。

• [ツール] ページに進みます。

• 「取引登録」を検索します。

• [ツールの表示] をクリックします。
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ステップ2: 商談を作成する


• [新規の商談] をクリックします。

• 顧客を検索して、顧客の名前を選択します。
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ステップ3: 商談を終了する


• 商談に関する情報を入力します。

• 以下のいずれかを実行します。


– [商談を作成] をクリックします。

– [製品を追加して案件登録に進む] を選択して、[次へ] をクリックします。
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ステップ4: 製品を追加する


• 顧客の予算額を指定します。

• ビジネスグループに [aaS – IaaS/SaaS] または [aaS – Flexソリューション] を選択します。

• [利用できる製品グループ] リストからソリューションを選択します。
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ステップ5: ディストリビューターを選択する

あなたがリセラーの場合にこの手順が適用されます。


• あなたのディストリビューターを必ず選択してください。

• 必要に応じて更新します。
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ステップ6: 案件を登録する


• [案件を登録] をクリックします。

• 各ページ (ここでは割愛) で実行します。


– 案件のすべてのプログラムを選択します。

– これまで案件に費やした時間や連絡先情報などの情報を入力します。

– 取引内容を見直します。

– すべての情報が正しく、正しい製品を追加したことを確認したら、を [承認申請を提出]  をクリックします。
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チームを編成する
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案件登録の時点は、前のモジュールで説明したHPE GreenLakeセールスチームの編成を開始する時期でもあります。この説明はあなたがチーム編成を担当することを前提としていますが、組織によってはセールスプロフェッショナル がチーム編成を担当する場合もあります。

前に説明したとおり、HPEアカウントマネージャーまたはパートナービジネスマネージャーに連絡して、商談の概要を説 明する必要があります。HPE Partner Ready Portalで商談を作成する際にセールスプロフェッショナルが取得した商談IDとさまざまな関連情報を含めます。たとえば、顧客の現在の環境、有望なソリューション、全体的なビジネス目標に関 する情報を電子メールに含めます。また、設計サポートをリクエストし、あなたの組織が抱える問題や懸念事項の概要も説明できます。HPE Managed ServicesやHPE Advisory & Professional Servicesを含める予定の場合は、適切なチームメンバーの編成を開始できるように担当者に知らせます。また、これが共同配置の商談となり得るか伝えます。

この情報に基づき、あなたのHPE担当者はチームに参加してもらうメンバーを決めます。同時に、すでに関係があるソ リューションアーキテクトに必要に応じて連絡することもできます。

HPEチームと初めて連携するには、キックオフミーティングをスケジュールして、顧客の目的とソリューションのビジョンについて話し合います。標準的なソリューションや小規模なカスタム案件の場合は、会議をスケジュールせず、単にチームメンバーに電子メールを送信するだけで済むかもしれません。いずれにせよ、あなたがスケジュールを提示し、予測を立て、役割を決定します。明確なエンゲージメントルールを定めて、各チームメンバーが自分の責任範囲とコミュニケー ションすべき相手を把握できるようにします。

HPEFSの信用調査を理解する
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案件を登録したら (または早期に)、HPEFSが信用調査を実施します。HPEFSは信用調査を実行しますが、この調査のための情報の提供に協力が必要になる場合があります。その場合は、HPE担当者が必要な情報の収集をお手伝い します。

ソリューションを構成して見積書を提出する前に信用調査を確実に行うことが重要です。信用情報は、顧客がHPE GreenLakeに合うか、顧客向けの資金調達オプション、ソリューション価格を考慮します。たとえば、信用度の低い顧客がHPE GreenLakeの利用資格を剥奪されるわけではありませんが、低い信用度でリスクが上がった結果としてHPE価格が押し上げられると、顧客に提示する最終価格も上がる可能性があります。セールスプロセス終盤で信用度が低いことがわかった場合は、あなたとHPE担当者の業務が増えることになります。対照的に、ソリューションの構成と見積もりの前に信用調査を実施しておくと、HPEFSがこの課題の解決に貢献できます。信用力の高い顧客の場合は、HPEおよ びあなたがソリューション価格を正しく設定し、顧客に柔軟な資金調達オプションを提示するのに信用調査は便利です。

つまり、この初期信用調査によって、セールスプロセス終盤でHPEFSが2度目の最終信用調査を実行する際に予期せ ぬ事態が生じないようにできます。

学習チェック

HPE GreenLakeの顧客信用調査を正しく説明している文章はどれですか。


	あなたが案件を登録する前に、ディストリビューターに信用調査を依頼する必要がある。


	あなたがSOWに署名する前に、顧客に関する独自の信用調査を実行する必要がある。


	セールスプロセスの比較的早い段階で、HPEFSが信用調査を実行する必要がある。


	あなたがソリューションを提案してからSOWに署名するまでに、HPEFSが信用調査を実行する必要がある。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeの顧客信用調査を正しく説明している文章はどれですか。


	あなたが案件を登録する前に、ディストリビューターに信用調査を依頼する必要がある。


	あなたがSOWに署名する前に、顧客に関する独自の信用調査を実行する必要がある。


	セールスプロセスの比較的早い段階で、HPEFSが信用調査を実行する必要がある。


	あなたがソリューションを提案してからSOWに署名するまでに、HPEFSが信用調査を実行する必要がある。




まとめ
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これで、あなたはHPE GreenLakeの商談を識別、認定、登録できるようになりました。プロセスのこの時点で、あなたは案件の登録と認定を済ませ、商談IDが付与されているはずです。HPE GreenLakeセールスチームの編成にも着手しました。

その他の関連情報
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このモジュールを修了すると、HPE GreenLakeマップブックを使用して顧客ニーズに合うHPE GreenLakeソリューションを特定する方法を習得されました。マップブックを使用して、HPE GreenLakeソリューションの構成方法と見積もり方法も決定できます。マップブックにアクセスするには、こちらをクリックしてください。マップブックの使用方法について詳 しくは、このデモリンククリックしてください。

案件を登録するには、HPE Partner Ready Portalリンクからポータルにログインすることもできます。as-a-service案件の登録方法は、案件登録ガイドへのリンクからご覧ください。


モジュール5: As-a-Service Quoter (ASQ) による見積もりの作成
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コースマップ
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ここでは、HPE GreenLakeに関する取引の見極めと登録の方法について理解します。モジュール5とモジュール6では、販売プロセスの次の段階である取引の構成と見積もりに焦点を当てます。このモジュールでは、As-a-Service Quoter (つまりASQ) ツールを使用してHPE GreenLakeソフトウェア サブスクリプションの見積もりを行う方法を学習します。

モジュールの概要
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モジュール5では3つのトピックについて説明します。トピック1では、ソフトウェアサブスクリプションの見積もりの概要を説明します。ASQを使用するタイミングについて理解するのに役立ててください。トピック2では、HPE GreenLake Software as a Service (SaaS) ソリューションのサイジングのために収集する必要がある情報の種類について説明します。トピック3では、ASQにアクセスして使用する方法について説明します。

トピック1: ソフトウェアサブスクリプションの見積もりの基礎知識
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HPE GreenLake SaaSの構成と見積もりの概要
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HPE GreenLake SaaSソリューションの構成と見積もりには、ソリューションのサイジングのための情報収集と見積書の作成という2つのステップが含まれます。それらのステップのそれぞれについては、このモジュールの次のトピックで詳しく説明します。

HPE GreenLake SaaSの見積もりのためのASQ
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ASQは見積もりツールです。使用すると、HPE GreenLakeエッジツークラウドプラットフォームで実行するされる特定のソフトウェアソリューションの見積もりを行い、価格を取得するプロセスをすばやく完了することができます。ASQは、直感的なインターフェイスを備えており、特にナビゲーションが容易にできるようになっています。このツールに従ってサ ービスを追加して構成します。構成をカートに追加すると、見積もりが自動的に生成されるので、内容を確認、調整、 保存して、最後に確定します。このプロセスは短時間で簡単に完了させることができ、15分以内に見積もりが作成さ れます。

ASQまたは他の見積もりツールを使用するタイミングを判断するには、HPE GreenLakeマップブックを参照してください。HPE GreenLakeソリューションごとの取引概要については、各ソリューションのファクトシートの「見積もりと価格」セクションにあるリンクから確認することができます。取引概要では、それぞれのソリューションにどの見積もりツールを使用する必要があるか指定されています。ここで説明するように、HPE GreenLakeソリューションを単独のSaaSとして見積もる場合とHPEハードウェアに付随するSaaSとして見積もる場合があります。このコースのリリース時点では、単独のSaaSにASQを使用することがほとんどですが、HPEハードウェアに付随するSaaSにIntegrated Quotingを使用することもあります。最新のプロセスを確認するには、最新版のマップブックを参照してください。

学習チェック

あなたは、HPE GreenLakeソリューションの見積もりにどのツールを使用すればよいか同僚に聞かれました。どのように説明すればよいでしょうか？


	ASQはIaaSソリューションとSaaSソリューションの両方に使用されるが、Integrated QuotingプロセスはFlexible Solutionsに使用される。


	パートナーは常にASQを使用する必要があるが、ディストリビューターはIntegrated Quotingプロセスを使用する必要がある。


	パートナーがHPE GreenLakeソリューションの見積もりに使用する必要があるツールはHPE Tech Proで確認できる。


	パートナーが各ソリューションに使用する必要があるツールはHPE GreenLakeマップブックで確認することができる。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

あなたは、HPE GreenLakeソリューションの見積もりにどのツールを使用すればよいか同僚に聞かれました。どのように説明すればよいでしょうか？


	ASQはIaaSソリューションとSaaSソリューションの両方に使用されるが、Integrated QuotingプロセスはFlexible Solutionsに使用される。


	パートナーは常にASQを使用する必要があるが、ディストリビューターはIntegrated Quotingプロセスを使用する必要がある。


	パートナーがHPE GreenLakeソリューションの見積もりに使用する必要があるツールはHPE Tech Proで確認できる。


	パートナーが各ソリューションに使用する必要があるツールはHPE GreenLakeマップブックで確認することができる。




トピック2: HPE GreenLake SaaSソリューションに関する情報収集
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HPE GreenLake SaaSについて考慮すべき一般的な確認事項
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HPE GreenLake SaaSソリューションのサイジングに使用するプロセスは、さまざまです。とはいえ、それらのソリューションをサイジングするときに考慮される可能性がある一般的な確認事項がいくつかあります。たとえば、顧客はどの料金モデルを使用されるでしょうか。このコースで既に学習したように、HPE GreenLakeは複数の柔軟な料金モデルを提供します。特定のHPE GreenLakeソリューションでは、それらのモデルの1つに限定される場合があります。しかし、その他のソリューションについては、顧客に選択肢が用意されるものと思われます。たとえば、顧客が従量課金モデルのサブスクリプションと単純な従量制課金モデルのどちらかを選択できる場合があります。従量課金制のサブスク リプションでは、最小コミットメントレベルに基づく変動請求を利用できます。単純な従量課金制モデルにはコミットメント レベルはありません。HPE GreenLakeマップブックを参照して、関心のあるソリューションで使用されているモデルを見つけてください。

請求頻度を選択できるソリューションの場合、顧客はどのくらいの頻度での請求を希望されるでしょうか (毎月、毎年、または四半期ごと)。また、契約期間はどれくらいになるでしょうか (1年、3年、または5 年)。おそらく、組織のCFOとの商談の中で、これら3つの確認事項に対する答えが得られるでしょう。

ソリューション固有の確認事項
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また、ソリューション固有のサイジングに関する検討事項についても考慮しなければなりません。サイズ次第で顧客に 必要なサブスクリプションの数が左右されます。たとえば、オンプレミスのVMware仮想マシン (つまりVM)、Microsoft SQL Serverデータベース、および数種類のAmazonクラウドインスタンスを保護するため、HPE GreenLake Backup and RecoveryのSaaSのみ (SaaSとハードウェアではなく) の提供を提案するならば、保護対象のVMやクラウドインスタンスの数などの情報を収集する必要があります。

HPE GreenLake for Compute Ops Managementソリューションの構成と見積もりを行う場合は、顧客の分散環境内にあるHPE ProLiant Gen10、Gen10 Plus、Gen11サーバーの数を把握することが必要になります。それらのサーバーは何か所に分散されているでしょうか。また、顧客はHPE AlletraサーバーとHPE Edgelineサーバーの管理も希望するでしょうか。もしそうなら、それらはいくつあるでしょうか。

HPE GreenLake SaaSのサイジングに関するリソース
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すべてのソリューションには異なるサイジング仕様が必要であり、このコースでそれらすべてを網羅することはできません。では、何を頼りにすればよいでしょうか。まずは、HPE Products & Solutions Nowのサイジングツールで、ソリューションに関連するツールを検索してみてください。たとえば、HPE GreenLake for Backup and Recoveryのサイジングについては、クラウドネイティブなWebベースのサイジングツールのセットであるHPE Ninja Onlineを使用することができます。また、HPE GreenLakeマップブックも参照することができます。そうすれば、テクニカルホワイトペーパー、Tek Talks、ソリューション概要など、役立つ可能性のある資料に簡単にアクセスすることができます。最後に、いつでもHPE Tech Proコミュニティフォーラムで助言を求めることができます。これらのツールにアクセスするには、HPE Partner Ready Portalのアカウントが必要です。(こちらをクリックすると、HPE Partner Ready Portalにアクセスすることができます)

トピック3: As-a-Service Quoter (ASQ) の使用
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ASQの使用を開始する
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現在お住まいの地域でASQを利用できるか確認するには、HPEアカウントマネージャーまたはHPEパートナービジネスマネージャーにお問い合わせください。お住まいの地域でASQがまだ利用できない場合は、HPE GreenLakeマップブックで、HPE GreenLake SaaSソリューションに関する正しい見積もりプロセスを確認することができます。

ASQで見積もりを作成するには、まず、SFDCで商談にアクセスします。このコースの前半で学習したように、HPE Partner Ready Portalに移動して、Deal Registrationツールを選択してください。オポチュニティ内から見積もりを作成します。プロンプトが表示されたら、見積もりのためのツールとしてASQを選択します。では、このプロセスについて詳し く説明します。

ステップ1: 取引登録にアクセスする


• HPE Partner Ready Portalにログインします。

• [ツール] ページに進みます。

• 「取引登録」を検索します。

• [ツールの表示] をクリックします。
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ステップ2: オポチュニティを表示する


• [オポチュニティ] ページが表示されます。

• オポチュニティ名をクリックします (以下を参照)。
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ステップ3: 見積もりの作成


• [見積もり] タブをクリックします (以下を参照)。

• [見積もりの作成] をクリックします。




[image: image]


ステップ4: ASQを選択する


• [ASQ] をクリックします。

• すると、ASQが起動します。


– 商談に関して取引登録に入力された詳細情報が引き継がれます。
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ASQで見積もりを作成する
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ASQでの見積もりの作成は、迅速かつ簡単なプロセスです。まず、見積もりの作成対象のサービスを選択します。シン プルなカタログからソフトウェアサービスを選択します。唯一の例外はHPE Aruba Networking製品です。それらの製品の販売に精通している場合は、通常は製品のBOMをIrisで構成することをご存知かもしれません。Irisテンプレート は簡単にASQにアップロードすることができます。

サービスを選択するときは、料金モデル、契約期間、請求頻度、数量などのサービスの詳細も指定します。このコンセプトの料金モデルについては、顧客の最小コミットメントレベルも指定する必要があります。

サービスの詳細を設定し、ソリューションをカートに追加したら、正確性を確保するため、見積もりの価格設定パラメー ターだけでなく、見積もり対象の顧客とパートナーの詳細情報も確認する必要があります。それから、設定を保存します。この時点で、エラーがなければ、選択したソリューションの価格がASQによって生成されます。

ASQで見積もりを作成するプロセスについては、以下で詳しく説明します。スクリーンショットはASQの表示例として参考にすることを目的としており、インターフェイスは徐々に変更される可能性があります。

サービスの選択

知っておくべきこと


• 左側のメニューにはサービス (ソリューション) の種類が表示されます。

• メインセクションには、その種類に対するオプションが表示されます (お住まいの地域のASQで利用可能なオプションのみ)。



すべきこと


• 必要に応じて、左側のメニューでサービスの種類を展開します。

• 画面のメインセクションで、見積もりの作成対象のサービスをクリックします。
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サービスの詳細の設定

知っておくべきこと


• 具体的なオプションはソリューションによって異なります。

• [カートに追加]  をクリックすると、価格表が表示されることがありますが、まだ価格は含まれていないものと思われます。(先に見積もりを保存する必要があります。)



すべきこと


• サービスのオプションを設定します。

• [カートに追加] をクリックします。
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価格設定、顧客、パートナーのオプションの確認

知っておくべきこと


• 上部のバーには、見積もりのさまざまなセクションのタブが表示されます。

• 下方向にスクロールしてそれらのセクションを確認したり、タブをクリックして特定のセクションに直接移動したりすることができます。



すべきこと

スクロールするか、またはタブを使用して、見積もりのセクションを確認します。


• 通貨や税金のオプションなどの価格設定が正しいことを確認します。

• 顧客とパートナーの情報が正しいことを確認します。


– 最終顧客の連絡先を手動で追加する必要があります。
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保存

知っておくべきこと

保存すると、エラーがある場合は、見積もりの上部にバツ印 (×) が表示されます。

すべきこと

エラーが表示された場合:


• ×の上にカーソルを置くと、メッセージが表示されます。

• [編集] をクリックして、必要な変更を加えます。

• もう一度、[保存] をクリックします。
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表示される初期価格について理解する
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見積もりを保存すると、追加したサービスの価格が表示されます。この時点でASQに表示される価格は「提示」価格で あり、拘束力はないことに注意することが重要です。提示価格は、ディストリビューター (ダイレクトリセラーの場合はHPE) が提示する月額料金と割引を示します。ただし、顧客が同意するまでは、ディストリビュータとHPEはそれらの価格を保証しません。

拘束力のある価格を取得する
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拘束力のある価格を取得するには、パートナー組織が価格を承諾する必要があります。まず、見積もり全体を慎重に確認してください。価格の承諾後はさらに変更を加えることができなくなるので、構成の詳細が完全かつ正確なものであることを確認してください。(承諾した後に変更する必要があると判断した場合は、複製機能を使用して変更することができます。見積もりの複製を作成すると、ASQは重複した見積もりが生成し、新しい番号が割り当てられ、複製された見積もりを編集できるようになります)

見積もりが正しいことを確認したら、自身の組織の該当メンバー全員と相談して、提示価格が組織にとって納得のいく ものとなるようにする必要があります。このプロセスの一環として、提示価格を含む見積もりをエクスポートすることもで きます。

組織が価格に納得している場合は、自分で (または組織の他のメンバーが)[承諾] をクリックします。そうすると、価格が拘束力のあるものとして固定されます。つまり、該当のソリューションについて、この価格がHPEまたはディストリビューターによって最大90日間 (別の日数が指定されている場合を除く) 保証されるようになるということです。

以下に、ASQでこのステップを完了する場合の例を示します。

承諾

すべきこと


	[検証] をクリックすると、必要なセクションがすべて完了していることをASQが確認します。


	必要に応じて、[編集] をクリックして、変更を加えます。


	見積もりを確認した後に [承諾] をクリックします。




知っておくべきこと

すべてのボタンとオプションの詳細については、ASQのヘルプとトレーニングで確認してください。
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エスカレーションについて理解する
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たとえば、取引を獲得するにはさらに低い価格を提示する必要があるため、ご自身の組織が提示価格を承諾することができない場合があるとします。競争上優位な主張できる場合は、ASQ内から割引価格を要請することができます。 つまり、より大幅な割引を要請できるということです。(これらの手順は皆さんの組織内の他の方が完了させる場合が あるかもしれませんが、理解しやすいよう、ここでは、あなた自身が行うものとして説明しているという点に注意してく ださい。)

リセラーの場合は、価格設定のエスカレーション要請がASQからディストリビューターに送信されます。ダイレクトリセラーの場合は、価格設定のエスカレーション要請がASQからHPEに送信されます。どちらの場合も、通常は1営業日以内に回答が届きます。要請した割引がディストリビューターまたはHPEによって承諾された場合は、ASQ内で価格が更新 されます。次に、[承諾] をクリックして、新しい価格を拘束力のあるものにすることができます。

価格設定のエスカレーション要請の詳細は、以下のとおりです。

価格設定のエスカレーション

すべきこと


	スクロールして [価格設定と規約] > [割引] セクションに移動します。


	希望の割引率を指定して、[割引の適用] をクリックします。


	[価格設定のエスカレーション] をクリックします。


	理由を入力して送信することを求められます。




知っておくべきこと

最大限の割引を受けられるようにするため、この時点より前に取引を登録する必要があります。
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提案の準備のために見積もりをエクスポートする


[image: image]


見積もりを承諾したら、提案を準備するために見積もりをASQから出力する必要があります。

価格は承諾された場合にのみ拘束力を持つことに注意してください。価格を承諾する前に見積もりを出力することがで きますが、価格は提示価格または概算価格であり、デフォルトでは出力に表示されません。出力でそれらの価格を確認するには、概算価格を表示するためのオプションを明示的に選択する必要があります。そうすることにより、概算価格に拘束力がないという点を理解していることを示します。また、拘束力のある価格の最終決定には、承諾されたASQ 価格を使用する必要があることにも留意してください。Price Communicationsなどの他のツールによる価格を使用しないでください。

見積もりを出力する場合は、いくつかのオプションがASQに表示されます。たとえば、言語とファイル形式を選択した り、レイアウトを縦型 (デフォルト設定) から横型に変更したりすることができます。どの請求属性を含めるかなどのオプションを選択することもできます。

それから、見積もりを印刷したり、1つまたは複数のアドレスを選択して見積もりを直接電子メールで送信したりすること ができます。最終的な価格を調整する必要がある場合は、必ず見積もりをWordなどの編集可能な形式で出力してくだ さい。それから、見積もりを編集して、追加するサービスに対する適切なアップリフトを含む最終的な価格を顧客に提示 することができます。

ASQの見積もり出力オプションの例を以下に示します。
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すべきこと


	言語を選択します。


	ファイル出力形式を選択します。


	必要なオプションを選択します。


	オプションのコメントを追加します。


	[印刷]、[メール]、または両方をクリックします。




知っておくべきこと

すべてのボタンとオプションの詳細については、ASQのヘルプとトレーニングで確認してください。

価格を承諾する前に確認のために見積もりをエクスポートする場合は、[概算見積もり出力の生成を許可する] を選択する必要があります。そうしなければ、出力に価格が表示されません。

学習チェック

あなたはHPEリセラーであり、HPE GreenLake SaaSソリューションにASQを使用します。拘束力のある価格はどのようにして取得しますか？


	最終的な構成と価格を含む期末BOMを作成する。


	ディストリビューターに連絡し、拘束力のある価格を問い合わせる。


	構成の詳細を確認し、ASQで価格を承諾する。


	ASQで提供される初期価格は拘束力のある価格である。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

あなたはHPEリセラーであり、HPE GreenLake SaaSソリューションにASQを使用します。拘束力のある価格はどのようにして取得しますか？


	最終的な構成と価格を含む期末BOMを作成する。


	ディストリビューターに連絡し、拘束力のある価格を問い合わせる。


	構成の詳細を確認し、ASQで価格を承諾する。


	ASQで提供される初期価格は拘束力のある価格である。




まとめ
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ASQによる見積もりが完了しました。プロセスのこの時点で、取引が登録および承認されており、HPE GreenLake営業チームが確保され、拘束力のある価格を含む見積もりが用意されることになります。


モジュール6: HPE GreenLakeの場合のIntegrated QuotingとFlexible Quoteの使用
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コースマップ
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直前のモジュールでは、HPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションの見積もり方法を学習しました。このモジュールでは、引き続き、より幅広いHPE GreenLakeソリューションの構成と見積もりの方法を学習します。このモジュールが完了するまでに、顧客にソリューションを提案するための準備ができるようになります。

モジュールの概要
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このモジュールの最初のトピックでは、ソフトウェア単体よりも多くのコンポーネントが含まれているHPE GreenLakeソリューションの構成と見積もりの2つの主要なプロセスとして、Integrated QuotingとFlexible Quoteを紹介します。それから、それらのプロセスについて詳しく説明します。まずはHPE GreenLake IaaSまたはFlexソリューションのサイジングの方法について学習します。ソリューションのサイジングが完了した時点で、構成と見積もりの準備が整います。 トピック3ではIntegrated Quotingの使用方法について説明し、トピック4ではFlexible Quoteプロセスの手順について説明します。

トピック1: Integrated QuotingとFlexible Quoteの基礎


[image: image]


Integrated QuotingプロセスとFlexible Quoteプロセスの概要
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このモジュールでは、HPE GreenLakeの商機を特定して見極め、取引を登録した後のプロセスを紹介します。この時点で、ソリューションを構成し、その見積もりを行う必要があります。

まずは、顧客の技術面でのニーズの正式な評価を行い、ソリューションをサイジングしなければなりません。次に、One Config Advanced (OCA) でHPE GreenLakeの構成を作成します。ソリューションに対する正しいプロセスに応じて、OCA内で見積モードとしてIntegrated QuotingとFlexible Quoteのいずれかを選択します。この選択に応じて、その次に実行すべきステップが異なります。Integrated Quotingを使する場合は、IQ 2.0内で見積もりを迅速かつ簡単に作成することができます。Flexible Quoteプロセスを使用する場合は、ディストリビューターから (または、ダイレクトリセラーの場合はHPEから) 見積もりを取得する必要があります。

自信を持って、状況に応じて適切なプロセスを選択し、そのプロセスを完了できるようにするため、このモジュールで は、これらの手順のそれぞれについて詳しく説明します。

適切なプロセスの選択
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通常は、最初に、Integrated Quotingを使用できるかどうか確認します。このオプションを使用すると、速やかにHPE GreenLake BOMを構成し、それらのBOMの価格を取得することができます。このオプションは、承認済みのHPE GreenLakeソリューションに使用することができます。また、As-a-Service Quoter (ASQ) を使用してHPE GreenLake SaaSのソフトウェアサブスクリプションの見積もりを行う場合もありますが、通常、トランザクショナルハードウェアに付随するHPE GreenLake SaaSの見積もりにはIntegrated Quotingを使用する必要があるので注意してください。

どうすれば、ソリューションがIntegrated Quotingで承認されているかどうかわかるでしょうか。このコースの前半で学習したように、必ずHPE GreenLakeマップブックを使用て、それぞれのソリューションについて適切な見積もりプロセスを導き出さなければなりません。

Integrated Quotingを使用できない場合は、Flexible Quoteプロセスを使用して、HPE GreenLakeソリューションの価格を構成して取得する必要があります。場合によっては、検討対象のHPE GreenLakeソリューションにはカスタム価格しかないため、Flexible Quoteを使用することが必要になります。(既に説明したように、マップブックを使用して、そのようなことが本当に検討中のソリューションに該当するかどうか確認してください。) 現時点では、HPE以外の製品やサービスをソリューションに追加する場合や、顧客がHPE Managed ServicesまたはHPE Advisory & Professional Servicesを必要とする場合にも、Flexible Quoteプロセスを使用する必要があります。繰り返しますが、これらのガイドラインの一部は将来変更される可能性があるため、マップブックで最新情報を確認してください。

トピック2: HPE GreenLake IaaSまたはFlexソリューションのサイジング
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一般的なサイジングガイドライン
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HPE GreenLake IaaSまたはFlexソリューションのサイジングのため、トランザクショナルソリューションに使用するものと同じく、まずは同様のガイドラインから始める必要があります。顧客のワークロードと環境要件の評価を行うことは、どのようなソリューションの設計でも重要ですが、HPE GreenLakeソリューションの場合はより一層重要です。ワークロードに関するニーズを満たすためにインフラストラクチャ要件をしっかりと把握する必要があるだけでなく、それらの要件の変動性についても理解しなければなりません。HPEは、これらの取り組みに役立つツールをいくつか提供しています。情報を収集し、要件の評価を行ったら、適切なHPEツールを使用してソリューションをサイジングすることができます。

また、CFOやCIOなどのビジネス上の意思決定者と会って、契約要件とサービスの要件について話し合わなければな りません。たとえば、顧客はどのくらいの契約期間をご希望でしょうか。また、サービス面では、IT部門の負担を軽減 し、管理業務の一部を外部委託することを検討しているでしょうか。

以降のセクションでは、これらの手順を進めるためのツールとヒントを紹介します。

ワークロードと環境要件の評価


• 既存のワークロードに対するアップグレードの場合:


– 以下のようなツールを使用して、顧客のワークロードに関する情報を収集します。


◆ HPE CloudPhysics

◆ HPE Assessment Foundry (SAFスイート)

◆ HPE Products & Solutions Nowの [Tools] > [Collect Data Analyze] にあるその他のツール



– 電力要件と冷却要件の評価を行います。

– ニーズの変動を把握するため、少なくとも1週間分 (できればそれ以上) のデータを収集してください。



• 新規プロジェクトの場合:


– 顧客と協力しながら、「実用最小限の製品」(MVP: Minimal Viable Product) を定義します。


◆ プロジェクトの最小限のニーズを満たし、ニーズの拡大に伴って拡張できる環境







サイジング

ワークロードとソリューションに応じて適切なサイジングツールを使用してください。たとえば、以下のようなツールがあ ります。


• HPE Solution Sales Enablement Tool (SSET)

• HPE dHCI Sizer Tool

• HPE Products & Solutions Nowの [Tools] > [Sizing] にあるその他のツール



契約およびサービス要件に関する確認事項


• 契約期間はどうなるか？

• 顧客はどの程度のサービスレベルを希望しているか？

• 顧客は共同配置施設の使用を希望しているか？

• 顧客は追加のコンサルティングサービスや移行サービスを必要としているか？

• 顧客は継続管理サポートを必要としているか？



HPE GreenLakeのサイジングが独特である理由
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HPE GreenLakeソリューションのサイジングの際にはトランザクショナルソリューションとの重要な違いが1つあることを念頭に置く必要があります。多くの場合、トランザクショナルソリューションではオーバープロビジョニングが発生しま す。最長4、5年後までもの将来のニーズに合わせてサイジングが行われます。しかし、HPE GreenLakeは、過度のオーバープロビジョニングを回避できるので、顧客に経済的な優位性をもたらします。それだけでなく、顧客の現在のニーズ に合わせてHPE GreenLakeソリューションを適切にサイジングすることができます。

ただし、適切なサイジングには、システムのオーバーヘッドに対応するための一般的なベストプラクティスが含まれるこ とに注意してください。それらのガイドラインについては、このモジュールの後半で具体的な例について検討するときに 詳しく学習します。

ソリューションの適切なサイジングが顧客にどのようなメリットをもたらすか理解するため、このコースの前半で紹介した いくつかの用語を確認してください。多くのHPE GreenLake IaaSおよびFlexソリューションでは「従量課金制サブスクリプション」請求モデルを使用しています。つまり、顧客は常に予約容量 (コミットメント容量とも呼ばれる) に基づいて料金を支払うということです。予約容量は、要求容量に対する割合で表します。顧客は、請求期間ごとに、予約容量に加えて、予約容量を超過した使用量に応じた変動額を支払います。

顧客は、稼働率に関係なく、予約容量に基づいて料金を支払う必要があります。そのため、顧客が常に (理想的にはソリューション導入初日に) 予約容量レベル以上で使用できるようにソリューションをサイジングして、顧客を失望させることがないようにしなければなりません。場合によっては、使用量の変動が当社は緩やかであっても、後で使用量が拡大 することもあります。たとえば、顧客がソリューションの導入後に新しいプロジェクトを開始する予定があるとします。その場合は、顧客が3か月以内には予約容量以上を消費することになると想定して計画を立てなければなりません。

また、パートナーは、最大10%を予備分として、要求容量を超える追加容量の導入をHPEに要請することもできます。こ のオプションの予備分を確保することにより、顧客は、さらにリスクを抑えて速やかな成長を実現できるようになります。

これらの原則は、一般的に、すべてのHPE GreenLakeソリューションに当てはまります。ただし、一部の詳細はソリューションの構成方法によって異なります。Integrated QuotingとFlexible Quoteに関する具体例については、このモジュールの後の方で説明します。

予約容量の割合の選択
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予約容量はソリューションのサイジングにおいて重要な役割を果たすため、OCAでソリューションを構成する前に、使用する予約容量の割合を把握しておく必要があります。顧客にとって最適な割合を選択するため、顧客企業における 実際の使用量の変動を考慮してください。

標準的な顧客企業については、デフォルト設定の予約容量80%で十分です。

ただし、顧客企業における需要の変動が少ない場合は、予約容量を最大90%まで調整して合計料金を抑えることを検 討してみてもよいかもしれません。その場合、コミットメント料金は高くなります。つまり、顧客は常に容量の90%に対する料金を支払うということです。ただし、予約容量を増やせば、単価は安くなります。いずれにせよ、常に90%を超える容量を使用している場合は単価が安くなるので、顧客は予約容量を低く設定した場合よりも料金を抑えることができま す。このモデルは、既にわかっている一定の割合で保存データが増加するストレージソリューションに適しているものと 思われます。

一方、顧客によっては、季節変動などのため、使用量が大きく変動する場合があるかもしれません。その場合は、予約 容量を70%または60%までに下げることを検討してもよいでしょう。その結果、ソリューションの単価は予約容量80%の 場合に比べて高くなります。ただし、稼働率が低いレベルに維持される期間についてはコミットメント料金が安くなるので、顧客はメリットを得られます。

UoMに関するガイドライン
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ソリューションのサイジング、構成、見積もりを行うにつれて、さまざまなソリューションのさまざまな測定単位 (UOM) が登場します。顧客から単位に関する説明を求められる可能性もあるので、そのための準備をしておいてください。また、 サイジングの際に定義が頭に入れておくと、予約容量、要求容量、導入容量が適切なレベルに達していることを確認し やすくなります。

現時点での定義を以下に示しますが、これらの定義については最新情報をHPE GreenLakeデータシートで確認する必要があるという点に注意してください。

コンピュートユニット (CU)


• 一部のコンピュートソリューションでVM稼働率の測定に使用

• 1 CU = VMに割り当てられる1 GBのメモリ

• 割り当てCU = 1日に少なくとも1回割り当てられたCU

• 日次使用容量 = その日に割り当てられたCUの合計数

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均



サーバー


• 一部のソリューションでコンピュート稼働率の測定に使用

• 割り当てサーバー = 電源が1日に少なくとも1回オンになったサーバー

• 日次使用容量 = その日に割り当てられたサーバーの合計数

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均



物理コア


• 一部のソリューションでコンピュート稼働率の測定に使用

• 割り当て物理コア = 1日の平均稼働率が3%を超える物理コア

• 日次使用容量 = その日に割り当てられた物理コアの合計数

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均 (整数に四捨五入)



GB/GiB (raw容量)


• 一部のストレージソリューションで稼働率の測定に使用

• 1 raw GB/GiB = ストレージに書き込まれる1 GB/GiBのデータ (RAIDとイレイジャーコーディングによるオーバーヘッドを含む)

• 日次使用容量 = その日にストレージに書き込まれたraw GB/GiBの合計

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均



GB/GiB (使用可能容量)


• 一部のストレージソリューションで稼働率の測定に使用

• 1使用可能GB/GiB = ストレージに書き込まれる1 GB/GiBのデータ (RAIDとイレイジャーコーディングによるオーバーヘッドを含む)

• 日次使用容量 = その日にストレージに書き込まれた使用可能GB/GiBの合計

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均



GB (割り当て容量)


• 一部のストレージソリューションで稼働率の測定に使用

• 1割り当てGB = ホストシステムに提供される1 GBのストレージ容量

• 日次使用容量 = その日に割り当てられたGBの合計数

• 使用容量 = 請求期間中の日次使用容量の平均



IaaSに関する追加のサイジングガイドライン
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このトピックを終了する前に、HPE GreenLake IaaSソリューションの標準化性質について考えてみましょう。パートナーは、独自に構成を設計するのではなく、HPEがソリューションのために用意した標準ブロックの中から選択することができます。

ここでは、HPE GreenLake IaaSソリューションの例のごく一部を紹介します。以下のセクションでは、それらのソリューションの例で選択できるブロックを紹介します。

その他のHPE GreenLakeソリューションに関する情報が必要な場合は、HPE GreenLakeマップブックおよびソリューションのQuickSpecsを参照してください。

HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionのオプション


• 3つの構成オプション:バリュー、バランス、パフォーマンス

• 構成オプションごとのオールフラッシュまたはハイブリッドオプション


– バリュー: 60 TB (オールフラッシュ) または61 TB (ハイブリッド)

– バランス: 122 TB (オールフラッシュ) または153 TB (ハイブリッド)

– パフォーマンス: 245 TB (オールフラッシュ) または305 TB (ハイブリッド)





詳細および最新情報については、HPE GreenLake Private Cloud Business EditionのQuickSpecsを参照してください。

HPE GreenLake for Block Storageのオプション


• 3つの可用性オプション: バリュー、バランス、パフォーマンス

• 3つのサービスレベル目標オプション:ミッションクリティカル、ビジネスクリティカル、汎用

• それぞれの可用性オプションとサービスレベルに3つのサイジングオプションがあります。たとえば、汎用バリュー 階層の場合は、以下のようになります。


– 最大20K IOPS (読み取り)

– 最大15K IOPS (混合)

– 最大1.0 GB/秒および0.3 GB/秒 (読み取りおよび書き込み)





詳細および最新情報については、HPE GreenLake for Block StorageのQuickSpecsを参照してください。

HPE GreenLake for File Storage MPのオプション


• コントローラーノードあたりのメモリ (IOM): 64 GBまたは256 GB

• 容量はクラスターの規模によって決まり、クラスターの規模はスイッチの数によって決まります。


– raw容量:2スイッチ (307～3,388 TB) または10スイッチ (15 PB以上)

– 使用可能容量:2スイッチ (220～3,007 TB) または10スイッチ (13 PB以上)

– 有効容量:2スイッチ (460～6000 TB以上) または 10スイッチ (460 TB～26 PB以上)





詳細および最新情報については、HPE GreenLake for File Storage MPのQuickSpecsを参照してください。

学習チェック

「従量課金制オプション」請求モデルでサブスクリプションを使用するHPE GreenLakeソリューションをサイジングします。顧客が導入初日にHPE GreenLakeソリューションをどの程度利用するのが理想的ですか？


	予約容量未満


	予約容量と同じか、またはそれを少し上回る程度


	予備分の容量ギリギリまで


	要求容量と同じ




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

「従量課金制オプション」請求モデルでサブスクリプションを使用するHPE GreenLakeソリューションをサイジングします。顧客が導入初日にHPE GreenLakeソリューションをどの程度利用するのが理想的ですか？


	予約容量未満


	予約容量と同じか、またはそれを少し上回る程度


	予備分の容量ギリギリまで


	要求容量と同じ




トピック3: Integrated Quotingの使用


[image: image]


Integrated Quotingプロセスの概要
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HPE GreenLakeソリューションでIntegrated Quotingを使用するのは、なぜでしょう。それは、このプロセスはHPEがパートナーのニーズを考慮して用意したものだからです。当社は、パートナーが競争力を維持し、取引を獲得するために迅速な見積もりを必要としていることを理解しています。そこで、承認済みのHPE GreenLakeソリューションの構成と見積もりを迅速化するため、Integrated Quotingを設計しました。HPE Integrated Quotingは、多くのパートナーが既に使い慣れているツールとプロセスに基づくものであり、見積もりの所要時間 (TAT) も大幅に短縮させます。見積もりの90%は1日以内に完了させることができます。

これで、Integrated Quotingの使用を開始する準備が整いました。このプロセスの大まかな手順をご紹介しましょう。最初に、OCAで、選択したHPE GreenLakeソリューションを構成します。次に、構成をIQ 2.0にインポートして、見積もりを作成します。このトピックの残りの部分では、これらの手順のそれぞれについて詳しく説明します。

Integrated Quotingに関するHPE GreenLakeのサイジングの例 (コンピュート階層)
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このトピックでは、最初に、Integrated Quotingに固有のサイジングガイドラインを表す例を紹介します。

あるパートナーが、顧客の仮想化環境をモダナイゼーションするためにHPE GreenLakeソリューションを提供しようとしています。このHPE GreenLakeソリューションの請求階層の基盤となるソリューションのコンピュートコンポーネントのサイジングについて考えてみましょう。

現時点における仮想化ワークロードの評価を2週間かけて行った結果、該当の環境では最大400 VMをサポートする必要があり、そのためには合計で1,600 vCPUと2,400GB RAMが必要であることがわかりました。平均稼働では360 VMであり、最大1,440 vCPUと2,160GB RAMが必要です。

従来のソリューションとは異なり、このHPE GreenLakeソリューションでは、数年後の要件を満たすような計画は立てません。ただし、現在、Integrated Quoting構成には成長分の予備容量は含まれていません。その代わりに、HPEでは、最大で約6か月後までの顧客のニーズに合わせてIntegrated Quoting構成をサイジングすることをお勧めしています。この例では、そのようなガイドラインに従って、ピーク要件を約5%増加させます。すると、初期要件の1,600 vCPUと2,400GB RAMが、それぞれ1,680 vCPUと2,520GB RAMに増加します。

パートナーは、これらの新しく導き出された要件をハードウェアに関する推奨事項としてHPE SSETに入力します。たとえば、SSETで、それぞれ512 GBのRAMが搭載されている6台のHPE ProLiant 360 DLサーバーが推奨されるとします。

そこで、パートナーは、この推奨事項がHPE GreenLakeのサイジングガイドラインに従って機能することをもう一度確認します。仮想化プラットフォームのコンピュートソリューションには、ハイパーバイザー独自の要件のため、15%のオー バーヘッドを含める必要があります。サーバーに512 GBのRAMが搭載されている場合、ハイパーバイザーを使用するために約77 GBが予約され、VMをサポートするために約435 GBがサーバー用に確保されます。パートナーは、VMに使用できる合計メモリを約2,610 GB (435の6倍) または概算で2,611 GBであると計算します。当然のことながら、これは、6か月後のピークVMメモリ要件である2,520GB RAMをわずかに超える値となっています。この値によってソリューションの要求容量 (単位:CU) も定義されます (これは、前に述べたように、VMに割り当てられるGB容量です)。以上のように、Integrated Quotingを使用すれば、この値がOCAによって自動的に割り出されます。

パートナーは、予約容量80% (この場合は2,089 CU) を提案するつもりです。顧客の現在の平均使用量は2,160 GBであるため、顧客が導入初日から予約容量以上の容量を使用することが理想的です。

パートナーは、OCAでソリューションを構成すれば、正しいサーバー数を指定できるようになります。

ただし、先に進む前に、この状況に関する別の展開について少し考えてみましょう。高可用性などの要件に基づいて、 SSETで6台ではなく7台のHPE ProLiant DLサーバーが提案されるとします。当然ながら、そのようにソリューションの規模が大きくなれば、顧客のピーク要件は満たされます。ただし、予約容量が80% (このシナリオでは2,437 CU) のままでは、顧客の使用量がそれを下回る場合があることが考えられます。ソリューションのサイズを少し大きめにする場合は、予約容量を低くした方がより有効なものとなる可能性があります。この例の場合、予約容量70%は2,132 CUに相当し、顧客の現在の平均使用量である2,160 GBをわずかに下回るものとなります。使用分だけを支払うことにより、顧客は合計料金を抑えることができます。パートナーは、Integrated Quotingで見積もりを作成しながら、さまざまな予約容量の割合を試すことができます。

Integrated Quotingに関するHPE GreenLakeのサイジングの例 (ストレージ階層)
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次に、同じ仮想化環境の例を使用して、ストレージ階層について考えてみましょう。パートナーの評価から、該当の環 境には9,000割り当てGBと4,000 IOPSが必要であることが明らかになりました。6か月後の顧客のニーズを考慮して、パートナーは少なくとも9,450 GBと4,200 IOPSがサポートされるようにするつもりです。

これらの要件に対して、23 TBのフラッシュバンドルを備えたHPE Alletra 6030アレイ1台がSSETで推奨されたとします。SSETおよびその他のHPEサイジングツール (NinjaSTARSなど) ではRAIDが考慮されるため、raw容量は顧客の要件を超えます。NinjaSTARS内で、23 TBのraw容量が12.16 TBの使用可能容量に相当することが確認できました。このHPE GreenLakeソリューションでは、UOMの使用可能容量も使用します。

HPE GreenLakeソリューションでシステム要件のために使用可能容量の10%が予約されるので、この例ではソリューションの要求容量が約10.94 TBに減ります。使用可能GBの最大数を自分で計算する必要はありません。OCAでIntegrated Quotingを使用すると、OCAがその値を自動的に計算します。この例では、正確に10,944 GBになります。

予約容量約80% (つまり、8,755 GB) は、この顧客の現在のストレージ稼働率に十分に適合するはずです。ただし、それぞれのHPE GreenLakeソリューションでは、すべての請求階層で同じ予約容量割合を使用することに注意してください。さまざまな割合を試し、いくつもの階層の要件のバランスをとりながら、顧客にとって全体として最適なソリューシ ョンを判断することが必要になるでしょう。

Integrated Quotingを使用する場合のOCAでのソリューション構成の概要


[image: image]


では、このプロセスの前半、つまり、OCAにおけるHPE GreenLake構成の作成に進みます。Integrated Quotingで新しい構成を作成する方法、およびOCAで作成した既存の構成をIntegrated Quotingで使用できる構成に変換する方法について学習します。次に、Integrated Quotingに固有のヒントに焦点を置きながら、それらの構成に合わせて製品とサービスを指定する方法を簡単に確認します。その次に、構成されたHPE GreenLakeソリューションの請求階層の設定を確認する方法を学習します。そうすれば、構成を完了する準備が整います。

Integrated Quotingでの新しいHPE GreenLakeの開始


[image: image]


Integrated Quotingの使用を開始するには、OCAで新しいHPE GreenLake構成を作成します。見積モードとしてIntegrated Quotingオプションを選択します。そうすると、Integrated Quotingについて承認されているソリューションの選択カタログから任意の製品を追加できるようになります。顧客のサイトが複数ある場合は、サイトによって納品先住所が異なるため、サイトごとに別個の構成を作成する必要があるので注意してください。ただし、サイトは相互にリン クさせることができます。

以下のセクションでは、プロセスの詳細な手順について説明します。

この手順およびこのモジュール全体の他の手順では、表示されると思われるものの例が示されていることに注意してく ださい。インターフェイスは将来変更される可能性があります。最新の詳細な説明については、HPE Tech Proで利用可能な最新のトレーニングを参照するか、OCAに組み込まれているヘルプで確認してください。

ステップ1: OCAにアクセスする


• HPE Partner Ready Portalにログインします。

• [ツールカタログ] で [One Config Advanced] を見つけます。

• [ツールの表示] をクリックします。
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ステップ2: 新しいHPE GreenLake構成を作成する


• [新しい構成] 画面が表示されます。

• [HPE GreenLake] をクリックします。
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ステップ3: Integrated Quotingを選択する


• [新しい構成の開始] 画面が表示されます。

• [HPE GreenLake] > [Integrated Quoting (IQ) – Self service] がデフォルトで選択されています。



重要

この構成が追加サイトのものである場合は、[追加サイトのUCID] オプションを選択してください。それから、構成を最初のサイトのUCIDにリンクさせます。リンクすると、OCAでHPE GreenLakeスターターパックの使用を省略できるようになります。
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ステップ4: 製品を選択する


• 以下のいずれかを実行します。


– [製品の選択] フィールドで製品名の入力を開始します。それから、製品を選択します。

– 製品を製品カタログから選択します。


◆ このオプションを使用して、事前に定義された「スマートテンプレート」を選択します。








[image: image]


ステップ5: 独自の選択をする

製品を選択したら、[作成] をクリックします。
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Integrated Quoting用の製品カタログに関する追加情報
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製品カタログを使用してIntegrated Quoting構成のための製品を追加する場合は、最上部に3つのオプションが表示されます。

[IQ with HPE GreenLake] オプションでは、Integrated Quoting用に選択された製品のカタログが表示されます。[スマートテンプレート]  では事前定義済みの構成を使用してプロセスを迅速化することができます。[マイライブラリ] では、保存されている独自のIntegrated Quoting構成にアクセスすることができます。

サポート対象の製品を選択しているかどうか心配する必要はありません。OCAでは、それらのオプションのそれぞれ が、現在Integrated Quotingを利用可能な製品に自動的に制限されます。

以下のセクションでは、それぞれのオプションについて詳しく説明します。

IQ with HPE GreenLake

このタブでは、トランザクショナルセールスの場合とほぼ同じ方法でHPE製品を選択することができます。


• 標準的な製品カタログカテゴリに、Integrated Quotingで承認されている製品のみが表示されます。

• このリストの承認済み製品は徐々に増加し続けています。
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スマートテンプレート

このタブでは、事前定義済みのHPE GreenLake構成を選択することができます。それらは、最小限の追加構成ですぐに使用できるようになっています。多くのIaaSソリューションには、関連付けられているスマートテンプレートがあります。


• ソリューションは、マップブックのカテゴリ (コアコンピュート、ハイブリッドクラウド、仮想化など) ごとに整理されています。

• 該当のカテゴリで、スマートテンプレートを1つ選択することができます。

• スマートテンプレートの数は徐々に増加し続けています。




[image: image]


マイライブラリ


• [マイライブラリ] タブには、保存された固有の構成ID (UCID) が表示されます。

• Integrated Quotingを選択した場合は、Integrated QuotingのUCIDのみが表示されます。
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既存の構成からIntegrated Quoting構成への変換
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場合によっては、HPE GreenLakeをご利用になる顧客が必要とするものと同様のソリューションを備えた既存の通常構成があることもあります。その構成をIntegrated Quoting構成に変換すれば、時間を節約することができます。

構成ビューの上部付近で、[IQ with HPE GreenLake互換性] ステータスを確認してください。互換性のある構成には、Integrated Quotingで利用可能な項目のみが含まれています。構成に互換性がない場合は、互換性のない項目がOCAによって示されます。その項目は、ステータスが変わるまで調整することができます。(互換性のない項目のいずれかが顧客にとって厳しい要件である場合は、構成はそのままで、代わりにこのモジュールの次のトピックで説明するFlexible Quoteプロセスに従ってください。) [IQ with HPE GreenLake互換性] ステータスに緑色が表示されている場合は、[IQ with HPE GreenLakeの有効化] オプションを選択して構成を変換することができます。

以下のセクションでは、プロセスについて詳しく説明します。

ステップ1: ステータスを確認する


• 構成を開き、最上位レベルにいることを確認します。

• [IQ with HPE GreenLake互換性] ステータスを確認します。
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ステップ2: 非互換性を解決する (必要な場合)


• ステータスにエラーが表示されている場合は、ステータスの上にカーソルを置くと、互換性のない項目が表示され ます。

• 該当のコンポーネントを編集して、非互換性を解消します。
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ステップ3: 構成を変換する


• 構成に互換性がある場合は、(構成の最上位レベルにある) [コンポーネント] ページに移動します。

• 構成名の横にある3つの点をクリックします。

• [IQ with HPE GreenLakeの有効化] を選択します。

• 変換された構成には「TempUCID」というUCIDが付けられます。構成を完了して保存すると、新しいUCIDが割り当てられます。
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Integrated Quoting構成の後の手順
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新しいIntegrated Quoting構成を作成した場合でも、Integrated Quoting構成に変換した場合でも、その後の一般的な手順は同じです。

OCAで通常どおり製品を構成し、すべてのオプションが顧客のニーズを満たしていることを確認する必要があります。ただし、IQ 2.0では、インポートされたIntegrated Quoting構成の数量を調整できないことに注意してください。構成を使用して見積もりを作成する前に、すべての数量を設定する必要があります。

また、ソリューションのサービスオプションも指定する必要があります。Integrated Quoting構成では、サービスレベル、契約期間、サポートについて、設定しやすい複数のオプションが整理された形でまとめられています。

以下のセクションでは、これらの手順を完了する方法について詳しく説明します。

選択した製品を通常どおりOCAで構成します。

すべきこと


• 製品レベルが表示されていることを確認します。

• 最上部にある利用可能なタブから選択します ([プロセッサー] など)。

• コンポーネントとその数量を選択します。



さらに製品を追加する必要がある場合は、以下のようにします。


• [製品の追加] > [カタログから] をクリックします。

• 同じプロセスに従って、それらを構成します。
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構成を使用して見積もりを作成する前に、すべての数量を設定します。

すべきこと


• ソリューションの最上位レベルで、製品の横にある点をクリックします。

• [数量の編集] オプションを選択します。

• 必要な数量を設定します。



知っておくべきこと


• Integrated Quoting with HPE GreenLakeでは、最小構成規模は必要ありません。

• ただし、小規模なソリューションの場合はスターターパックのコストが高いように思われるかもしれません。
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サービスオプションを指定します。

すべきこと


• 構成の最上位レベルで、左側のバーの [サービス] タブをクリックします。

• [エクスペリエンス]([ライト]、[エントリー]、または [スタンダード]) を選択します。

• 契約 [期間] を選択します。

• [サポートサービス] を選択します。

• [導入レベル] (要導入) を選択します。



知っておくべきこと


• 情報アイコンには、エクスペリエンスレベルに関する詳細が表示されます。

• リンクアイコンをクリックすると、HPE GreenLakeサービスデータ シートが開きます。

• [HPE Servicesアドオン] タブをクリックすると、以下のようにしてオプションのサービスを追加することができます。


– ソリューションが異なれば、オプションサービスも異なります。HPE GreenLakeマップブックで詳細を参照してください。

– [SDSSリモート] (旧ITRR) をクリックすると、FEDおよびSLEDを利用する顧客向けの標準規約を取得することができます。



• 必要なスターターパックは自動的に [その他のサービス] に追加されます。
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請求階層の設定の確認
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構成を保存し、それを使用して見積もりを生成する前に、構成の請求階層を確認する必要があります。HPE GreenLakeソリューションでは、価格設定と見積もりに請求階層を使用します。それぞれの請求階層は、(併せて測定対象となる) 1つまたは複数の製品、および測定に使用されるUOMに関連付けられています。

HPE GreenLakeソリューションの請求階層は単一の場合と複数ある場合があります。たとえば、HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionソリューションには、コンピュート用とストレージ用の少なくとも2つの請求階層があります。汎用コンピュートブロックやハイパフォーマンスコンピュートブロックなど、複数のPrivate Cloud Business Editionブロックを追加した場合は、ブロックごとに独自の階層が存在することになります。正しい請求階層を把握することについ て心配する必要はありません。構成に追加した製品に基づいて、OCAが正しい請求階層を自動的に作成します。

それぞれの請求階層には、その階層に関連付けられている最大容量があります。これは、構成とその数量に基づいて OCAが計算します。OCAがこの最大値を計算する際にはオーバーヘッドが自動的に除外されることを理解しておくこと が重要です。たとえば、それぞれ768 GBのメモリが搭載されている10台のサーバーが構成に含まれているとします。コンピュート請求階層について表示されるコンピュートユニットの最大数は、7,680ではなく、7,680の85%である6,528 になります。同様に、OCAではストレージ階層の最大容量は構成のストレージ容量の90%として計算されます。

請求階層はOCAが自動的に設定しますが、それらにアクセスして確認する必要があります。その後で、ご自身と顧客にとってより有意義で、直感的にわかりやすい階層名を設定することができます。また、表示された容量が必要な要求 容量 (オーバーヘッドを除く) に対応していることも確認する必要があります。そうでない場合は、構成に戻り、必要に応じて数量を調整してください。

以下に、OCAで請求階層を確認する方法の例を示します。

すべきこと


• [BOM] ページに移動します。

• [請求階層の設定] をクリックします。

• 鉛筆アイコンをクリックして、請求階層名を変更します。

• 請求階層の容量が適切なものであることを確認します。

• [OK] をクリックします。
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構成の完了
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これで、構成を完了する準備ができました。まず、すべてのOCA構成と同様に、CLICチェックを実行する必要があります。その後で保存することができます。構成を保存するとUCIDが作成されるので、これをコピーして保持する必要があ ります。IQ 2.0による見積もりに必要になります。

以降のセクションでは、それぞれのステップについて詳しく説明します。

CLICチェックの実行

CLICチェックでできないこと


• 複雑なソリューションについて、すべての制約が満たされていることを保証する



CLICチェックでできること


• BOMを検証する


– 構成に関するエラーと警告が提供されます。

– 問題領域を解決するための提案が提供されます。



• 必要に応じて構成を調整する






[image: image]


保存


• OCA構成の最上部にある [保存] オプションを選択します。

• 表示される新しいウィンドウで、該当のオプションを入力します。

• [保存] をクリックします。
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UCID


• 構成ウィンドウの最上部でUCIDを見つけます。

• 右クリックするか、またはCtrl+Cキーを押して、コピーします。
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IQ 2.0での見積もり作成の概要
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これで、IQ 2.0ツールを使用して見積もりを作成する準備が整いました。IQ 2.0ツールには、(HPE Partner Ready Portalの) 取引登録ツールのオポチュニティからアクセスします。

IQ 2.0では、4つの簡単なステップを順に実行します。まず、OCAから構成をアップロードします。その構成に基づいて、IQ 2.0が提示価格を速やかに計算します。その価格を確認し、場合によっては調整した後、見積もりを承諾して、拘束力のある価格を取得します。それから、顧客への提案を準備するのために見積もりをエクスポートします。

このトピックの残りの部分では、これらのステップのそれぞれについて詳しく説明します。ただし、その前に、IQ 2.0で見積もりを開始する方法を確認してみましょう。

ステップ1: 取引登録ツールにアクセスする


• HPE Partner Ready Portalにログインします。

• [ツール] ページに進みます。

• 「取引登録」を検索します。

• [ツールの表示] をクリックします。
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ステップ2: オポチュニティを表示する


• [オポチュニティ] ページが表示されます。

• オポチュニティ名をクリックします。
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ステップ3: 見積もりの作成


• [見積もり] タブをクリックします。

• [見積もりの作成] をクリックします。
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ステップ4: IQを選択する


• IQを選択します。

• IQ 2.0ツールが表示されます。
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OCA構成のアップロード
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ここでは、最初のステップである構成のインポートを完了させる方法を学習します。構成のアップロードとインポートを選 択すると、UCIDの入力を求められるので、先ほどコピーしておいたUCIDを貼り付けてください。IQ 2.0がそのUCIDを使用して構成を検索し、構成から製品と請求階層を自動的に取得します。

構成のアップロードに関する詳細な手順は、以下のとおりです。

ステップ1: オポチュニティのUCIDをインポートする


• IQ 2.0がプレビューモードで開きます。

• [製品/構成]で、[アップロード] プルダウンメニューから [構成のインポート] を選択します。

• OCA構成のUCIDを貼り付けます。

• [インポート] を選択します。
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ステップ2: 製品を確認する


• [製品/構成] セクションは自動的に入力されます。

• BOMをもう一度確認することができます。

• 注意事項: 数量はOCAで設定されています。変更する必要がある場合は、OCAでUCIDを編集し、UCIDをインポートし直してください。
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IQ 2.0での提示価格の計算
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OCA構成をインポートすると、参考CapExリセラー推奨価格が表示されます。この価格には、該当の割引を含めた、同等のトランザクショナルBOMの構成価格が反映されています。この価格は、HPE GreenLakeの従量制価格の基盤となります。

従量制価格を確認するには、[価格の更新] をクリックするだけです。すると、IQ 2.0にHPE GreenLakeの価格が表示されます。本コースのリリース時点では、表示される価格帯は1つです。それぞれの価格帯では、特定のレベル間の消 費量について、UOMに基づく価格が指定されることに注意してください。単一の価格帯には、BOMで要求された容量が反映されています。

既に学習したように、UOMに基づく価格は、予約容量の割合と、選択されるUOMによって異なります。IQ 2.0で最初に価格を更新したとき、それらのパラメーターのデフォルト設定 (予約容量80%など) に基づいてHPE GreenLakeの価格が計算されています。ソリューションのサイジングのときに、デフォルト以外の設定を使用しようと考えていた場合は、こ の時点で調整する必要があります。あるいは、顧客のため、設定を調整することによって価格を若干抑えることができ るかどうか確認したい場合もあるかもしれません。どちらの場合も、[計算] をクリックします。ウィンドウが表示され、そこで、必要な変更を加えることができます。すると、新しい設定を使用して更新された新しいHPE GreenLake提示価格が表示されます。

以下に、これらの手順を完了させる場合の例を示します。

価格設定の更新

すべきこと


• [価格の更新] をクリックします。



知っておくべきこと


• HPE GreenLakeの価格はIQ 2.0が自動的に生成します。
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計算

すべきこと


• [計算] をクリックします。

• 必要に応じて、[予約容量 (%)] と [測定単位] を調整します。

• [計算] をクリックします。



知っておくべきこと


• これらの設定は、請求階層ごとに調整することができます。

• これらの設定を選択するためのガイドラインについては、既に学習しました。
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最適な価格設定のためのガイドライン
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なぜ、見積もりの表示価格には、予想される割引が必ずしも反映されていないのか疑問に思われるかもしれません。こ こで注意すべきなのは、トランザクショナル取引、およびIntegrated Quotingがサポートされている数多くのHPE GreenLake取引に同じ優遇価格取引プログラムが適用されるということです。優遇価格は、最初に承認された取引に適用されます。優遇価格のチャンスを逃さないようにするため、このコースで前に強調したガイドラインに従いましょう。つまり、できるだけ早く取引を登録して、取引の承認を受けられるようにしてください。

拘束力のある価格の取得
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HPE GreenLakeの価格が計算されたら、拘束力のある価格を取得する準備は完了です。まずは、見積もりが正しく、最終的なものであることを確認してください。顧客とパートナーの詳細情報が正しいことを確認し、必要に応じて追加し ます。この情報は、見積もりを承諾すると変更できなくなるので、この時点ですべてをもう一度確認してください。次に、ご自身の組織の担当者と協力しながら、価格を確認します。必要な場合は、他の人が確認できるように、見積もり (この時点では概算見積もりと呼ばれる) を出力することができます。価格と割引レベルはあなたの組織にとって受け入れられるものでしょうか。受け入れられる場合は、あなたまたは同じ組織内の他の方が、その価格を承諾する必要があり ます。そうすることで価格が固定され、拘束力のあるものになります。

IQ 2.0で見積もりを承諾する方法を確認してみましょう。

承諾


• [価格の承諾] をクリックします。

• 取引番号が生成されます。
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エスカレーションに関するガイドライン
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見積もりで提示されているHPE GreenLakeの価格があなたの組織の要件を満たしていないこともあるかもしれません。案件を成立させるだけでなく、組織にとって有意義なものにするには、価格が高すぎる場合があります。要求する価格について競争力のある主張をディストリビューターまたはHPEに対して行うことができるならば、あなたまたは同じ組織内の他の方が価格設定のエスカレーションを行うことができます。正当な理由を集めてください。たとえば、自社の 営業担当者と協力して、案件を争っている他のベンダーとそのベンダーが提示するであろう価格に関する情報を収集します。また、一部の地域では、価格設定のエスカレーションをするには事前に取引を登録する必要があることにも注意してください。(通常は、この時点で既に案件が登録されているはずです)

IQ 2.0で [価格設定のエスカレーション] オプションをクリックすると、希望する割引または価格とその理由を入力するように求められます。エスカレーションは、パートナーの種類に応じて、ディストリビューターとHPEのどちらかに送信されます。通常は、24時間以内にディストリビューターまたはHPEから回答が届きます。ディストリビューターまたはHPEが承認した場合、見積もり内のHPE GreenLakeの価格が更新されます。前のページで学習したように、見積もりを承諾して、拘束力をもつものにすることができます。

IQ 2.0で価格設定をエスカレーションする方法を確認してみましょう。

価格設定のエスカレーション


• [価格設定と規約] タブに移動します。

• [価格設定のエスカレーション] をクリックします。

• 要求された情報を入力します。

• 送信します。




[image: image]


IQ 2.0で作成した見積もりのエクスポート
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これで、拘束力のある価格を含む見積もりが作成されました。それをエクスポートして、ソリューションに関する提案の 際に顧客と共有する準備ができました。IQ 2.0では、いくつかの使いやすいエクスポートオプションとテンプレートが提供されます。

見積もりをファイルにエクスポートして、さらに変更を加え (たとえば、あなたの組織用に見積もりをブランディングするなど)、追加のパートナーサービスやアップリフトを追加することができます。または、選択したアドレスに見積もりを直接メール送信することもできます。

このステップを完了させる方法の詳細は、以下のとおりです。

承諾


• [見積もりの出力] タブをクリックします。

• 顧客向けの見積もりの場合は、[標準テンプレート] プルダウンリストで [HPE GreenLakeリセラー用見積もり] を選択します。

• [エクスポート] または [メール] をクリックします。
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学習チェック

Integrated Quotingを使用して、HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionソリューションを構成し、見積もりを行う必要があります。あなたは、構成プロセスを迅速化するためにHPEによって事前に定義された構成を見つけたい と思っています。どうしたらよいでしょうか？


	IQ 2.0で、事前定義済みの製品構成を選択する。


	IQ 2.0で、HPEの担当者から提供されたテンプレートをアップロードする。


	OCAで、Integrated Quotingを使用するHPE GreenLake構成を作成してから、[マイライブラリ] で探す。


	OCAで、Integrated Quotingを使用するHPE GreenLake構成を作成してから、[スマートテンプレート] で探す。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

Integrated Quotingを使用して、HPE GreenLake for Private Cloud Business Editionソリューションを構成し、見積もりを行う必要があります。あなたは、構成プロセスを迅速化するためにHPEによって事前に定義された構成を見つけた いと思っています。どうしたらよいでしょうか？


	IQ 2.0で、事前定義済みの製品構成を選択する。


	IQ 2.0で、HPEの担当者から提供されたテンプレートをアップロードする。


	OCAで、Integrated Quotingを使用するHPE GreenLake構成を作成してから、[マイライブラリ] で探す。


	OCAで、Integrated Quotingを使用するHPE GreenLake構成を作成してから、[スマートテンプレート] で探す。




トピック4: Flexible Quoteプロセスの使用


[image: image]


Flexible Quoteプロセスの概要
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Integrated Quotingと互換性のない製品またはサービスが構成に含まれている場合は、代わりにFlexible Quoteプロセスを使用する必要があります。Integrated Quotingと同様に、Flexible QuoteではOCAを使用して構成を作成します。ただし、期初BOMと期末BOMという2つのBOMを作成します。2つのBOMファイルは、両方とも、書式設定されていないExcelファイルとしてエクスポートして、HPEと共有します。その後、HPEまたはディストリビューターから見積もりが提供されます。このトピックの残りの部分では、それらのステップのそれぞれについて詳しく学習します。

期初BOMと期末BOMについて理解する
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期初BOMとは何でしょうか。このBOMは、HPEが契約期間の開始時に提供するソリューションを定義します。

期初BOMは、顧客の現在のニーズに合わせてサイジングします。顧客が最初から予約容量以上を利用するようにす る必要があります。ただし、最大10%の予備分を含めることができます。

期末BOMは、契約期間終了時の最大容量を定義します。HPEは、このBOMを使用して、顧客の使用量が増加する可 能性がある複数の価格帯に関する計画を立てます。期末BOMを作成するには、顧客企業で見込まれる成長分を考慮 してください。また、顧客によっては、将来の要件に影響を及ぼす戦略計画を立てている場合もあるため、必ず、それら を考慮に入れてください。

期末BOMを作成するときは、プロセッサー、メモリ、ドライブなどのコンポーネントを含め、製品に関して期末BOMと期初BOMが完全に一致していなければならないという点に留意してくだい。期初BOMとの唯一の違いはデバイスの数量 です。たとえば、期初BOMで3.84 TBのドライブが搭載されているHPEのストレージアレイが含まれている場合、期末BOMに3.84 TBのドライブを複数含めることはできますが、7.68 TBのドライブなどのような容量の違うドライブを含めることはできません。

もう1つの重要な注意事項として、サイトごとに別個の期初BOMと期末BOMを作成する必要があることに注意してください。OCAでは、それぞれのBOMとUCIDは法的拘束力のある見積もりを表し、法的拘束力のある見積もりに含めるこ とができる納品先住所は1つのみです。

Flexible Quoteに関するHPE GreenLakeのサイジングの例
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期初BOMと期末BOMのサイジングについて詳しく理解するため、もう一度、前に示した例について考えてみましょう。

あるパートナーが顧客の仮想化環境をサイジングする必要があります。顧客には特殊なサービス要件があるため、パ ートナーはFlexible Quoteプロセスを使用するものとします。

パートナーは、顧客の現在のニーズに合わせて期初BOMをサイジングしなければなりませんが、オプションの予備分は最大10%です。含まれる予備分の容量により、パートナーは、該当のIntegrated Quoting構成と同じような初期BOM構成 (6台または7台のHPE ProLiant DL 360サーバーと23 TBのフラッシュバンドルを備えた1台のHPE Alletra 6000アレイ) にたどり着きます。HPE GreenLakeチームは、BOM、コンピュートとストレージのオーバーヘッドに関するベストプラクティス、要求された成長分の予備容量、要求された予約容量の割合など、いくつかの要素に基づいて、実際の要求容量と予約容量を計算する役割を果たします。

期末BOMのサイジングのため、パートナーは、契約終了までの増加分に加えて、オプションで10%の予備分を考慮に入れます。この例では、顧客の容量要件は年間10%の割合で増加しており、契約期間は5年です。その時点で、要件は元の要件の約160%になります。パートナーは、期初BOMの数量にその割合を掛け、予備分を含めるかどうかに応じて、10台または11台のHPE ProLiant DL 360サーバーが必要であるという結論に達します。期末BOMのサーバーの構成は、期初BOMのサーバーのものと同じでなければなりません。期末BOMではストレージ容量が拡大するので、 23 TBのフラッシュバンドルを2つ備えたHPE Alletra 6000アレイを含めます。

OCAでFlexible Quoteの使用を開始する
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OCAで新しいHPE GreenLake構成を作成することにより、Flexible Quoteプロセスを開始します。まず、期初BOMを作成します。構成名の最後に「HPE GreenLake Start」と付けて、構成が明らかにわかるようにします。見積モードとしてFlexible Quoteオプションを選択する必要があります。そうすると、総合OCAカタログから製品を追加できるようになります。

手順の概要を以下に示します。

ステップ1: OCAにアクセスする


• HPE Partner Ready Portalにログインします。

• [ツールカタログ] で [One Config Advanced] を見つけます。

• [ツールの表示] をクリックします。
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ステップ2: 新しいHPE GreenLake構成を作成する


• [新しい構成] 画面が表示されます。

• [HPE GreenLake] をクリックします。
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ステップ3: Flexible Quoteを選択する


• [新しい構成の開始] 画面が表示されます。

• [HPE GreenLake] で、[Flexible Quote (FQ) – ガイド付き] を選択します。

• 構成名の最後に「HPE GreenLake Start」と付けます。




[image: image]


ステップ4: 製品を選択する

以下のいずれかを実行します。


• [製品の選択] フィールドで製品名の入力を開始します。それから、製品を選択します。

• 製品を製品カタログから選択します。



Flexible Quoteを使用すると、任意の製品を追加することができます。
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ステップ5: 独自の選択をする

製品を選択したら、[作成] をクリックします。
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期初BOMと期末BOM用のOCA構成を完了させる
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これで、期初BOM用のOCA構成を完了させることができます。選択した製品を通常どおりOCAで構成してください。このトピックで既に述べたように、HPE GreenLake契約の開始時に必要な数量を設定してください。

サービスについては、デフォルトのサービスから始めて、必要に応じて調整することをお勧めします。たとえば、コンサルティングサービスや移行サービスを追加することもできます。ほとんどの場合は導入サービスが必要ですが、特定の 製品では追加のサービスが必要になることがあります。そのような要件については、HPE GreenLake営業チームのソリューションエキスパートに確認してください。

すべてのOCA構成と同じく、CLICチェックを実行する必要があります。その後で、構成を保存することができます。構成にはUCIDが付けられます。

期末BOM用の構成を簡単に作成する方法として、構成を再保存することもできますが、ここでは [新しい構成として保存] オプションを選択します。構成には同じ名前を使用しますが、名前の最後に「HPE GreenLake Start」ではなく 「HPE GreenLake End」と付けます。新しい構成として保存すると、UCIDを異なるものにすることができます。期初BOMと期末BOMでUCIDが異なるようにする必要であることに注意してください。

これで、期末BOM用のOCA構成を完了させることができます。コンポーネントの数量を、以前に決定したより大きな値に調整するだけで済みます。それから、CLICチェックを実行して保存します。

Integrated Quotingのサポートを常に確認する
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Integrated Quotingを使用すれば、Flexible Quoteプロセスよりもはるかに迅速に価格設定を行えるということを忘れないでください。したがって、期初BOMのOCA構成を作成しているときは、構成の上部付近に表示されるIQ with HPE GreenLake互換性ステータスに注目する必要があります。前に学習したように、このステータスは、構成をIntegrated Quoting構成に変換できるかどうかを示します。

たとえば、Flexible Quoteでのみ使用可能だった製品またはサービスを顧客が必要としているため、Flexible Quoteで構成を開始したとします。しかし、その後で、その製品またはサービスがIntegrated Quotingで使用可能なものとしてHPEによって承認されました。[IQ with HPE GreenLake互換性] ステータスに表示される緑色のチェックマークは、そのように新たに可能になったことを示します。前のトピックで学習したように、構成をIntegrated Quoting構成に変換すれば、より迅速に見積もりを取得することができます。ステータスが非互換の場合でも、互換性のない項目を簡単に調整してIntegrated Quotingを代わりに使用できるかどうか確認することができます。

期初BOMと期末BOMを正しい形式でエクスポートする
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このトピックの残りの部分では、顧客が必要とするソリューションについてFlexible Quoteプロセスが適切なプロセスであることが明らかである場合を前提としています。ここでは、プロセスを完了する方法を学習します。期初BOM用に作成したOCA Flexible Quote構成で、構成をエクスポートします。[書式設定されていないExcel (GreenLake Flexible Quote)] オプションを選択します。これは、Flexible Quoteでサポートされる唯一の形式です。HPEは、請求階層と価格帯を確立するため、必要に応じて構成を編集することができる必要があります。

同じプロセスに従って、期末BOM用に作成した構成をエクスポートします。

以下のスクリーンショットに、エクスポートオプションと出力の例を示します。

エクスポートオプション
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出力例
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必要なソリューションドキュメントをHPEに提出する
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この時点で、必要なドキュメントをHPE に提出する準備をする必要があります。エクスポートしたOCA構成をまとめます。期初BOM用と期末BOM用の2つのファイルが必要であり、それらのファイルは書式設定されていないExcelファイルでなければならないことに注意してください。

また、顧客の要件に関する詳細情報も提供してください。顧客の規模と成長率を資料で示す必要があります。まだ済ん でいない場合は、ソリューションのユースケース (ビッグデータ分析など) について説明してください。ソリューションの価格を正しく設定するため、HPEは契約要件に関する詳細情報を必要とします。契約期間はどれくらいであり、予約容量 の割合はどの程度にする必要があるでしょうか。数量を設定するときに予備分を含めた場合は、BOMで指定されてい る容量に占める予備分の割合 (%) を示してください。そうすれば、HPEが要求容量、予約容量、単位を正しく設定することができます。この時点で明確なコミュニケーションをとることで、取引の遅れにつながる可能性のある余分なやり取 りを防ぐことができます。

また、使用したすべてのサイジングツールの結果も出力してください。それらは、期初BOMと期末BOMの両方について、Excelファイルとしてエクスポートして提供してください。

これらすべてのドキュメントをまとめて、HPE GreenLake営業チームの主要なHPE窓口担当者 (アカウントマネージャーやパートナービジネスマネージャー (PBM) など) にメールで送信します。プロセスは地域によって異なりますが、少なくとも、この窓口担当者は該当地域における正しいプロセスを説明できるはずです。

見積もりを受け取り、拘束力のある価格を取得する


[image: image]


これらの情報を活用することで、HPEチームは見積もりの作成に取りかかることができます。パートナー組織がディスト リビューターと提携している場合は、HPEが見積もりをディストリビューターに送り、それから、ディストリビューターが自 社の見積もりをパートナー組織に提示します。このプロセスの標準的な所要期間は2週間以上です。所要期間は構成 の複雑さによって異なります。

この見積もりには提示価格が含まれているので、ご自身とご自身の組織でその価格について慎重に検討してください。 組織が価格に満足している場合は、ご自身で、または同僚の方が、価格を承諾することをディストリビューター (または、ダイレクトリセラーの場合はHPE) に伝える必要があります。場合により、HPEパートナーがエスカレーションを行い、価格変更の交渉を試みることもできます。パートナー組織が価格を承諾すると、拘束力のある価格を含む見積もりがディストリビューター (または、ダイレクトリセラーの場合はHPE) から届きます。

その時点で、それらの価格を使用して、顧客に提示する見積もりを作成できるようになります。パートナー組織は、必要 に応じて、独自のパートナーサービスや価格アップリフトを追加できます。すべてのHPE GreenLakeの見積もりと同じく、パートナー組織が価格を承諾した後は、あなたはその価格を自信を持って設定できます。ただし、ディストリビュータ ーおよびHPEと契約を締結するまでは、パートナー組織はいかなる契約にも拘束されないことに注意してください。

学習チェック

Flexible Quoteプロセスを使用してHPE GreenLakeソリューションを構成する場合、期初BOM用と期末BOM用の構成で異なる点は何ですか？ (2つ選択)


	導入サービス


	製品の数量


	サポート期間の長さ


	UCID


	顧客獲得機会ID




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

Flexible Quoteプロセスを使用してHPE GreenLakeソリューションを構成する場合、期初BOM用と期末BOM用の構成で異なる点は何ですか？ (2つ選択)


	導入サービス


	製品の数量


	サポート期間の長さ


	UCID


	顧客獲得機会ID




まとめ
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構成と見積りのプロセスが完了しました。

このプロセスの始めには、取引が登録されて承認され、HPE GreenLake営業チームが編成されました。これで、拘束力のある価格を含む見積もりが作成され、顧客に提示する準備が整いました。

その他の関連情報
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HPEは、パートナーがHPE GreenLakeソリューションのサイジング、構成、見積もりをより簡単に行えるように、数多くのリソースを提供しています。それらのリソースには、HPE GreenLakeマップブックおよびHPE Products & Solutions Nowのサイジングツールが含まれています。

また、HPE Tech Proにログインして、1つの場所からHPE技術情報とコミュニティフォーラムにアクセスすることもできます。Tech Pro内では、継続学習パスに沿ってトレーニングすることができます。特に、HPE GreenLakeパスとHPE Presales Technical Toolsパスは、興味をお持ちいただけるものではないかと思われます。OCAでの作業に関するサポートが必要な場合は、HPE Tech Pro内のパートナーコミュニティでOCAフォーラムグループを参照することができます。


モジュール7: HPE GreenLakeソリューションの提案と取引の締結
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コースマップ
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上の2つのモジュールでは、さまざまなツールとプロセスを使用して、さまざまなHPE GreenLakeソリューションの構成と見積を行う方法を学習しました。このモジュールでは、HPE GreenLakeソリューションを提案し、案件を成立させるプロセスについて詳しく説明します。このモジュールを完了すれば、HPE GreenLakeソリューションのデリバリと実装の方法を学ぶ準備は万端です。

モジュールの概要
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このモジュールの最初のトピックは、HPE GreenLakeソリューションの提案を作成する際に考慮すべき重要なポイントからスタートします。次に、提案の作成が非常に簡単に行えるようになるHPEツールについて説明します。トピック2では、HPE GreenLake案件のすべての関係当事者間における作業範囲記述書(SOW)の確定および署名を含めた契約プロセスについて説明します。

トピック1: HPE GreenLakeソリューションを提案する
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ソリューションの提案およびSOW作成の概要
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販売プロセスのこの段階で、あなたは適切なプロセスとツールを使用してHPE GreenLakeソリューションを構成し、見積を作成しました。提案書とSOWを作成する準備はできています。

まず、見積に拘束力のある価格 (法律的価格と呼ばれることもあります) を必ず記載してください。あなたは、確約できる価格を提示して正式な提案に進みたいと考えています。パートナー企業は、見積ツールで価格を受諾することにより この価格を受け入れます。また、あなたがFlexible Quoteプロセスを使用した場合は、ディストリビューター (またはHPE) から提示された価格を書面で承諾することにより、この価格を受け入れます。提案の準備をさらに進めるために、セールス担当者がビジネスケースを作成できるようサポートし、提案されたソリューションで顧客が得られるメリットを示しましょう。このトピックでは、これらの手順に焦点を当てます。

通常は同時にSOWの作成を開始し、正式な提案の際に顧客に提示します。顧客が提案を受諾したら、ディストリビューターとHPEに連絡し、SOWを確定します。次に、すべての当事者が該当するSOWに署名します。トピック2では、誰と誰がSOWを締結するかを含め、SOWの構造について説明します。さらに、締結プロセスの簡素化を可能にするHPEフレームワークについても説明します。

このモジュールおよびコース全体で説明するプロセスは、おおまかな概要です。現実には、単純な販売プロセスなどほ とんどありません。販売プロセスは、あなたが提案するソリューション、事業を展開する地域、パートナーの種類など、

いくつかの変数に応じてケースバイケースで変化します。同じように、ビジネスケースの作成、最終価格の共有、顧客 との正式な文書の共有に関与する人たちも、場合によって異なってきます。したがって、このモジュールで使われる「あ なた」という言葉は、提案からSOWまでのプロセスに関与する、パートナー企業のすべての方々を指します。

HPE GreenLakeソリューションのビジネス価値を検討する
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パートナー企業は、顧客関係のオーナーとして顧客へのソリューション提案に関して全責任を負います。では、どこでど のようにそのプロセスに取り組めばよいのでしょうか。

まず、HPE GreenLakeソリューションの優れたメリットを確認することから始めてください。あなたはこのメリットを、提案の中で強調しなければなりません。たとえば、HPE GreenLakeソリューションが一貫したエンドユーザーエクスペリエンスを実現し、エッジからクラウドまでの可視性と制御を提供することを指摘してはどうでしょうか。このソリューションの強 固な基盤を強調するために、HPEの数十年にわたる経験とイノベーションの実績を強調することを考えてください。ま た、サポートと管理サービスを含む提案の場合は、エッジからクラウドまでの実装、運用、管理の簡素化というメリットに 顧客が注目するように働きかける必要があります。あなた (またはHPE) が管理にまつわる顧客の負担を軽減したとき、顧客のIT部門は何を達成できるのかを強調します。

HPE GreenLakeのマップブックには、ソリューションならではの特長が簡潔に記載されています。ファクトシートにアクセスすると、ソリューションのバリュープロポジションを見ることができます。

「Sell Throughマップブック」のリンクをクリックすると、ソリューションのファクトシートにアクセスできます。次に、ソリューションの名前をクリックします。ファクトシートでバリュープロポジションを探してください。
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財務用語を確認し、ビジネスケースを明確にする
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提案を作成するときは、以下に示す重要な財務上の概念をソリューションにあてはめてください。これは、HPE GreenLakeソリューションの経済的メリットを示す上で役立ちます。もちろん、あなたが財務の専門家になる必要はあり ませんが、これらの概念について淀みなく語れるようになれば、財務上の意思決定者との会話にも自信を持って臨め るようになるでしょう。さらに、顧客の視点から見たソリューションの価値を高め、信頼できるアドバイザーとしての役割 を強化することもできます。

総所有コスト (TCO)

初期導入コスト以外にかかる、ソリューション、製品、またはサービスの実際のコストを明らかにしようとする財務上の見積。ITの分野におけるTCO計算では、ソリューションのライフサイクル全体を加味します。この見積は、ハードウェアとソフトウェアの取得、管理とサポート、メンテナンスと運用、生産性低下 (ダウンタイムやトレーニングなど) に関連する実際のコストと推定コスト (または節減) に基づいて行われます。

投資収益率 (ROI)

純便益 (便益からコストを差し引いた金額) の合計を初期投資コストで除した数値。ソリューションのROIを見積もることは、企業が長期にわたる投資コストとオーナーシップとの関係で投資価値を判断する上で役立ちます。

貨幣の時間価値

貨幣は潜在的な収益能力を持つため、現在使用できる資金は将来の同額の資金を超える価値を持つという前提。資 金は (投資すると) 利息がつくので、今日の1ドルは明日の1ドルより価値があります。同じように、企業が今抱えている債務は明日になるともっと増えます。これは、利息の支払いがあるからです。

割引率

企業が貨幣の時間価値を織り込むためにキャッシュフロー分析で使用する金利。割引率は一般に8%～16%です。 (『The Total Economic™ impact of HPE GreenLake』、Forrester、HPEの委託による、2022年5月) 企業は割引率を用いて、投資の将来的な便益を自社にとっての現在価値に換算することができます。

正味現在価値 (NPV)

現在のドル (または他の通貨) の価値で表される投資の将来的な純キャッシュフローの価値。投資の年間予想純利益に割引率を適用することによって求められます。NPVは、貨幣の時間価値を考慮に入れるという点でROIとは異なります。一般にNPVが正であれば、その投資は良い投資です。

回収期間

企業が投資コストの回収に必要と判断する期間。すなわち、純利益と初期費用が等しくなる時点。この判断を下すと き、企業は投資の予想キャッシュインフローを投資の初期費用で除します。

ロックイン価格は下がる一方であることを説明する
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従量制課金の要素を含むHPE GreenLakeソリューションを提案する場合は、測定単位(UOM)あたりのロックイン価格と価格帯が顧客にどのようなメリットをもたらすかを、じっくりと時間をかけて説明すべきです。

このような支払モデルを用いる場合、顧客への請求額は、顧客がどれだけサービスを利用したかによって変わります。 サービス使用量は契約に定められた単位で測定されます。消費されたUOM当たりの請求価格も契約で定められま す。UOMあたりの価格はロックされています。契約期間中に上昇することはありません。

さらに嬉しいことに、顧客の使用量が増すほど、UOMあたりの価格は下がります。HPE GreenLakeには、さまざまな消費の範囲に応じた価格帯があることを忘れないでください。それぞれの価格帯にはUOMあたりの価格があり、これも契約で指定されています。ここに示した基本的な例では、バンド1は、最大1,999 ユニットを使用した場合のUOMあたりの価格を示します。バンド2は、2,000～2,999ユニットを使用した場合のUOMあたりの価格、バンド3は、3,000～ 3,999ユニットを使用した場合のUOMあたりの価格です。ここに示したように、顧客が新しい価格帯にチップを使用する 都度、UOMあたりの価格は下がっていきます。このUOMたりの価格が段階的に下がっていくことにより、支出が効率よく抑えられ、顧客は支出に対してますます大きな価値を得ることができます。提案書ではこれらのメリットを必ず強調してください。

貨幣の時間価値を織り込む
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多くの場合、顧客はTCOを判断する際に、毎月の予想請求額をすべて合算し、その合計を購入の初期費用と比較しよ うとします。ただし、この方程式には、HPE GreenLakeソリューションのTCOと実際の価値が反映されていません。この方程式はいくつかの点で単純化されすぎていますが、おそらく最も重要な点は、貨幣の時間価値が加味されていな いことです。

ご存じのように、貨幣の時間価値とは、現在使用できる資金は将来の同じ金額を上回る価値を持つという前提を指し ます。それは貨幣には潜在的な収益力があるからです。これは、HPE GreenLakeソリューションについて語る際に強調すべき重要なポイントです。説明の際は、予想される消費コストを現在の貨幣価値で標準化するように顧客に提案するとよいでしょう。インフレとは無関係に、あらゆるものの価格を5年間ロックインできたら素晴らしいと思いませんか。 HPE GreenLakeのUOMあたりエバーグリーン価格なら、顧客は同じ絶対費用で同じ価値を受け取り続けますが、現在の貨幣価値で表わすと、その相対的費用は下がります。もちろん、顧客の使用量は時間の経過とともに増加する可 能性があります。消費コストを現在の貨幣価値で考えることにより、顧客は貨幣の時間価値が使用量の増加をどのように埋め合わせ、「むしろ利益をもたらす」働きをするかを理解することができます。

HPE GreenLakeモデルが、全キャパシティを前金で支払うより優れているのはなぜでしょうか。顧客は前払いによる高額の購入を避けることにより、現在の手持ち資金を増やすことができます。そしてその資金を他の場所に投資すること ができます。たとえば、企業はその資金を使って債務を返済し、利息の支払いを回避することができます。あるいは、イ ノベーションを加速させて収益を生み出す研究開発プロジェクトにその資金を充てることもできます。また、将来的な人件費を節減したり、市場投入までの時間を短縮したりするために、ビジネスオペレーションとIT運用の改善に投資することも可能です。

継続的な経済的メリットを強調する
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顧客をコスト重視から価値重視へと導くために、提案ではHPE GreenLakeの経済的メリットが持続するという点も併せて強調すべきです。HPE GreenLakeソリューションのUOMあたり価格は、ハードウェアとソフトウェアのみの費用とイコールではないことを顧客に理解していただきましょう。HPE GreenLakeソリューションのUOMあたり価格にはすべてが含まれています。UOMあたり価格には、ハードウェアとソフトウェアの費用のほか、サポートと管理サービスも含まれているので、IT関係の人件費を削減することができます。UOMあたり価格には柔軟な消費モデルが付属しているので、オーバープロビジョニング関連費用が削減されます。顧客は、必要以上のキャパシティに料金を支払うのではなく、利用した分だけ料金を支払います。また、追加のキャパシティは基本的にオンデマンドで利用できるため、HPE GreenLakeは顧客の市場投入までの時間に関する指標も改善できます。HPE GreenLakeサービスは、計画、調達、IT運用とビジネスオペレーションの両方を合理化できるので、運用コストはさらに削減されます。

HPEツールを使ってビジネスケースを作成する
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HPEは、HPE GreenLakeソリューションのビジネスケース作成に役立つツールを提供しています。たとえば、ビジネスアドバイザリツールを使用すれば、あなたはHPE GreenLakeソリューションの経済的価値を好きな方法で見積もり、提示することができます。このツールは、2024年上半期にHPEパートナー企業向けに提供される予定です。HPE GreenLakeのIntegrated Quotingで生成された見積の場合は、IQ 2.0のビジネスケースアウトプットを使用することも可能です。このツールを使用すれば、このソリューションのビジネス上のメリットを実証的に分析することができます。

ビジネスアドバイザリツールを使用する
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ビジネスアドバイザリツールは、あなたの顧客とソリューションに固有のインプットに基づいて詳細なビジネスケースを作成します。このツールで課題のリストを含む顧客情報を入力し、基本的な分析を希望するか高度な分析を希望するかを指定します。さらに、各料金階層の価格およびハードウェア以外の価格を含め、提案するHPE GreenLakeソリューションの価格を指定します。正式な見積を作成する前にビジネスアドバイザリーツールを使用することも可能です が、その場合は定価、割引、UOMに関する詳細情報を入力する必要があります。正式な見積から導き出された実際の価格を提示することにより、あなたの主張はさらに強い説得力を持ちます。

さらに、比較トランザクションソリューションのための成長予測も入力します。つまり、一般に顧客がトランザクションソリ ューションに通常毎年追加するキャパシティをあなたが示せば、HPE GreenLakeと従来型ソリューションの比較がより現実的になります。また、あなたが価格設定に加える予定の上乗せを含め、調整を行ってください。

あなたが必要な情報を入力すると、ツールが分析を実行し、顧客向けプレゼンテーションを戻します。プレゼンテーショ ンにはエグゼクティブサマリーが含まれています。エグゼクティブサマリーでは、顧客の課題が見直され、提案したソリ ューションがどのように役立つかが明記されています。このプレゼンテーションは、TCOの比較についても説明します。 基本的分析では、HPE GreenLakeと毎回の取引による購入をツールが比較します。高度な分析では、この比較を保持した上で、ツールがHPE GreenLakeを顧客の既存の環境および同クラスの競合ソリューションと比較します。

このプレゼンテーションには、TCOだけでなく、HPE GreenLakeソリューションの詳細なメリットが数値化され、追加されています。

IQ 2.0を使用してビジネスケースを生成する
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IQ 2.0の見積アウトプット機能は、ビジネスケースの作成にも役立ちます。このオプションを使用する場合は、IQ 2.0で作成した見積にアクセスしてください。拘束力のある価格設定に基づく経済的メリットにより、最も説得力のある結果が 得られます。あなたがIQ 2.0見積の範囲で価格を受諾したことを必ず確認してください。

次に、モジュール6で学習したように見積をアウトプットします。IQ 2.0は、HPE GreenLakeビジネスケースを含め、使いやすいエクスポートオプションと標準テンプレートをいくつか提供しています。このテンプレートを選択すると、IQ 2.0 によってウィンドウが生成され、バリュードライバーなど、顧客についていくつかの質問に答えるよう求められます。

アンサーを送信すると、IQ 2.0はすぐに使用できるその見積専用のビジネスケースを生成します。

IQ 2.0ビジネスケースのアウトプット
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この見積専用ビジネスケースは、パートナー企業の名称、顧客の会社名、日付と商談IDでカスタマイズされたドキュメントで構成されます。

このドキュメントは、現在のITの状況と近い将来のITの状況の諸側面を比較しながら、一般的に顧客がHPE GreenLakeによってどのようなメリットを享受できるかを予測するものです。たとえば、現在の市場投入までの時間と、HPE GreenLakeで大幅に短縮された市場投入までの時間を比較表示します。

さらに、このドキュメントは HPE GreenLakeソリューションのビジネス価値を収益化します。たとえば、ある表には、HPE GreenLake消費と従来型ハードウェア購入の純便益がお好きな通貨単位で表示されます。

このドキュメントの他の部分では、3つの重要な領域に分けて説明が加えられます。財務のセクションには、将来的なCapEx削減のパーセンテージが表示されます。「市場投入までの時間」のセクションでは、市場投入までの時間の改善 と、それが顧客の収益に与える影響について詳しく説明します。サービスのセクションでは、運用コストの削減が金額で 表示されます。

提案書作成のヘルプをご覧になりたいときは、HPE Proposal Webにアクセスしてください。
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HPE Proposal Webは、HPE GreenLake提案書を作成するための詳細なヘルプを提供しています。標準グローバルオンラインプラットフォームであるHPE Proposal Webは、高品質の顧客向け提案書を作成するプロセスを簡素化し、迅速化します。HPE Proposal Webには直接アクセスすることも、HPE Partner Readyポータルのツール カタログからアクセスすることもできます。

Proposal Webには、ウィザード、自動化ツールのほか、HPE GreenLakeソリューションなど、すべてのHPE製品とソリューションを網羅する、カスタマイズ可能、再利用可能で、直ちに提案できる何千ものドキュメントを含むライブラリが用 意されています。これらのドキュメントには、提案書のボイラープレート、カバーレター、エグゼクティブサマリー、FAQが 含まれています。ドキュメントの内容は常に最新です。プロフェッショナルな文体で書かれており、HPEのエキスパートが検証しています。また、HPEブランドガイドラインに準拠しています。

HPE Proposal Webの特長と機能

次のスクリーンショットは、表示内容の例を示したものです。インターフェイスは地域によって異なりますが、提供される 機能は同じです。


• ウィザードは提案書一式の作成を自動化します。パーソナライズされ、顧客に直ちに提出できる提案書です。生成 された内容は手を加える必要がほとんど (あるいはまったく) ないので数分で完成します。

• コンテンツライブラリには、数千ものすぐに使用できる提案書のボイラープレート、カバーレター、エグゼクティブサマリー、FAQが用意されています。

• Eバスケットを使用すれば、お気に入りのドキュメントや使用頻度の高いドキュメントを選択し、保存することができます。
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学習チェック

HPE GreenLakeソリューションに複数の価格帯が設けられていることにはどのような利点がありますか。


	ディストリビューターと直接交渉することにより、顧客は特別な価格設定を交渉できる。


	ハードウェアとサービスへの支出額を顧客が簡単に比較できる。


	顧客の使用率が上昇すると、UOMあたりの価格が下がる。


	UOMあたりの価格は時間の経過とともに上昇するが、そのペースはインフレより遅い。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPE GreenLakeソリューションに複数の価格帯が設けられていることにはどのような利点がありますか。


	ディストリビューターと直接交渉することにより、顧客は特別な価格設定を交渉できる。


	ハードウェアとサービスへの支出額を顧客が簡単に比較できる。


	顧客の使用率が上昇すると、UOMあたりの価格が下がる。


	UOMあたりの価格は時間の経過とともに上昇するが、そのペースはインフレより遅い。




トピック2: SOWを作成する
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HPE GreenLake契約構造の概要
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このトピックでは、HPE GreenLake契約ドキュメント、それらのドキュメントの行先、および責任者について学習しますが、詳しい説明に入る前に、契約プロセスの概要を見ておくと理解しやすいでしょう。この例では、ディストリビュータとリ セラーが登場します。

HPEは、ディストリビュータとの間のSOWを作成します。このSOWでは、ソリューションのデリバリに関する諸規約、HPEとディストリビューターの間の規約、およびHPEの価格設定など、その取引固有のドキュメントが明示されます。

ディストリビューターは、ディストリビューターとリセラーの間の規約および価格設定を含むリセラー向けSOWを別途作成します。 リセラーは、顧客向けに独自のSOWを作成します。このSOWには、リセラーと顧客の間の諸規約と、顧客に提示される最終価格が記載されます。

顧客はリセラーのSOWを確認し、すべての条件に納得した場合はこれに署名し、リセラーに返送します。次に、リセラーがディストリビューターのSOWに署名して返送します。同様に、ディストリビュータはHPEのSOWに署名して返送し ます。すべての当事者がSOWに署名した場合に限り、案件は正式に成立し、法的拘束力を持ちます。このプロセス全 体が新しいフレームワークFAST 2.0によって促進されます。これについては後で説明します。

次の図は、ダイレクトリセラーのプロセスを示したものです。


[image: image]


HPE GreenLake契約の従来型アプローチ
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新しいプロセスの効率を評価するためには、HPE GreenLake契約の従来型アプローチを理解しておく必要があります。

従来型アプローチでは、HPEはHPE GreenLakeの案件ごとに固有の契約書を作成していました。これは、すべてのHPE GreenLake契約に、HPEの顧客、パートナー、および商業的規約がすべて盛り込まれることを意味します。同じこの1つのドキュメントに、HPE GreenLakeサービスの説明も記載されていました。ご想像のとおり (あるいは実際に経験があるかもしれませんが)、これらの契約書は最大100ページに及ぶことがあります。

さらに、各契約は独自であるため、チャネルパートナーはすべてのHPE GreenLake契約の法的レビューを実施する以外に選択肢がありませんでした。100ページにのぼるドキュメントを何度も法的に確認するのは、とてつもない労力を要 するプロセスです。さらに、チャネルパートナーは独自の規約を設定し、新規案件の都度、独自の契約書を作成しなけ ればなりませんでした。

HPEの簡素化された契約フレームワーク、FAST 2.0の利点
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契約のシンプル化とトランスフォメーションのための機能強化フレームワーク(FAST 2.0)により、HPEは契約プロセス全体を通してパートナーのエクスペリエンスを簡素化するモジュール式フレームワークを確立しました。

HPEは、すべてのHPE GreenLakeソリューションのパートナーに関する規約、商業的規約、エンドカスタマーに関する規約、およびサービスの説明など、規約の種類ごとにドキュメント一式を作成しました。これらのドキュメントはクラウドに保存され、各ソリューション固有契約の中のリンクで参照されます。

HPEパートナーは、新しいフレームワークにより、法的レビュープロセスを劇的に簡素化することができます。法務チームは、諸規約とサービスの説明を一度確認するだけです。その後のすべてのHPE GreenLakeトランザクションについて、パートナーの法務チームは案件固有の規約を確認するだけで済みます。ご想像のとおり、案件固有の規約のみを レビューすれば、従来型アプローチのケースのように、関連するすべての規約が含まれる大型契約をレビューして承認 するよりも圧倒的に時間を節約できます。規約の確認に費やす時間が短縮されるごとに案件は加速します。

FAST 2.0は、用語の標準化と合理化により、各HPE GreenLake契約書のサイズを30～60%縮小します。まず、契約書に盛り込まれる条項が単純に約60%減少します。次に、標準化された規約 (クラウド内の承認済みドキュメントへのリンクとして参照される) により、契約書がさらに短く読みやすくなります。

FAST 2.0の標準化されたパススルー規約
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FAST 2.0により契約プロセスがどのように改善されたかをより深く理解するために、標準化された規約をさらに詳しく見ていきましょう。初めにパススルー規約から始めます。

その名が示すように、「パススルー」規約はチャネルを通過し、誰もこれを変更することができません。HPEは、HPEが顧客に提供する内容を指定するためにこれらの用語を定義します。HPEは、2組のパススルードキュメントを作成しまし た。1組はエンドカスタマーの規約を定義するドキュメント、もう1組はHPE GreenLakeソリューションのサービスについて説明するドキュメントです。特定のHPE GreenLake案件にどのパートナー、顧客、またはソリューションが関係するかを問わず、HPEが作成し、法的に承認したこれらのドキュメントは一貫性が保たれます。

詳しいメリットについては、以下をご覧ください。

HPE aaS顧客規約 (パススルー)


• HPEが提供する内容の法的説明

• HPEと顧客の間の法的規約には次の事項が含まれます。


– 使用権

– ソフトウェアライセンス

– 責任





HPEサービスの説明 (パススルー)

各HPE GreenLakeソリューションの説明。次のような情報が含まれます。


• コアサービス

• サポートレベル

• オプションのアドオンサービス



FAST 2.0の標準化フローダウン条項
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フローダウン条項とは、HPEおよび当社のパートナーが1社または複数の下流当事者との関係を管理するために作成 するパートナー規約および取引規約です。

フローダウン条項は、各ビジネス関係のニーズに合わせて調整可能です。HPEからHPEパートナーまでの各当事者が これらの条項を定めます。たとえば、HPEは、パートナー規約および取引規約を定めます。これらの規約により、HPE GreenLake契約の金銭的規約が定まります。HPEは、ディストリビューターおよびダイレクトリセラー向けにこれらの用 語を定義しました。これらのドキュメントは類似してますが、同じではありません。いずれの場合も、HPEは条項を修正し、HPEだけでなくパートナーの権利と責任も定めています。

パートナーは独自の条項を作成し、下流側当事者の金銭的規約を定める必要があります。ディストリビューターはリセ ラー向け条項を作成し、リセラーは顧客向け条項を作成します。ダイレクトリセラーは顧客向け条項を作成します。パー トナーはこれらの条項を独自に作成できますが、実質的にはHPEが提示する条項を反映させる必要があるため、パートナーにはHPEのサンプル条項に基づいて条項を作成することをお勧めしています。

条項をどのように作成するかに関わらず、パートナーが条項を作成しなければならないのは1回だけです。同じく、法務 チームも上流当事者の条項を1 回承認するだけで済みます。その後、同じ条項がパートナーのすべてのHPE GreenLake案件に適用されます。

詳しいメリットについては、以下をご覧ください。

リセラーが顧客と取り交わす規約


• パートナーと顧客の間の法的な規約

• パートナーが定めます


– HPEでは、提供されたサンプル規約の使用を推奨しています



• 必須:


– HPEとディストリビューターの規約を実質的に反映させなければなりません

– HPEパススルー規約へのリンクを保持しなければなりません





ディストリビューターがリセラーに交付する規約


• ディストリビューターとリセラーの間の法的規約

• ディストリビュータが定めます


– HPEでは、提供されたサンプル規約の使用を推奨しています



• 必須:


– HPEパートナー規約と取引規約を実質的に反映させなければなりません

– HPEパススルー規約へのリンクを保持しなければなりません





パートナー規約 (フローダウン)


• HPE、ディストリビューターおよびパートナー (リセラーおよびダイレクトリセラー) のルールおよび責任

• 下記のトピックの明確化:


– 解約の権利および手数料

– 契約上の地位の移転の権利1



• 一般的な「販売者」と「購入者」の使用


– 規約が下に下がる都度、修正する必要はありません





1「契約上の地位の移転」とは、ある当事者から別の当事者に契約が移転されることを指します。顧客がHPE GreenLakeソリューションの料金を支払わないという特定の状況下では、HPEが契約を引き継ぐ場合があります。これにより、パートナーは、収益が得られないソリューションに関して、ディストリビューターまたはHPEへの支払いを継続せずに済みます。契約上の地位の移転の詳細については最新の規約をご覧ください。

取引規約 (フローダウン)


• 下記のトピックに関連する金銭的規約:


– 請求書の発行方法

– 支払いモデルと測定単位 (UOM) の定義



• 一般的な「販売者」と「購入者」の使用


– 規約が下に下がる都度、修正する必要はありません





HPE GreenLake Contract Document Finderツールを使用する
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これらの規約について詳しく知りたい場合は、HPE GreenLake Contract Document Finderをご利用ください。このExcelファイルには、すべてのFAST 2.0ドキュメントへのリンクが含まれています。ディストリビューターとリセラーのためのサンプル規約もここにあります。

HPE Proposal Webにログインすると、このツールが見つかります。最寄りの地域のポータルを選択してください。次に、[コンテンツ]メニューから[HPE GreenLakeの契約]を選択します。

HPE GreenLake Contract Document Finderツールを使用する


• [Fast 2.0]タブが表示されていることを確認します。(下のスクリーンショットの #1 を参照してください。)

• ドキュメントの行にある緑色の四角 ( ) をクリックしてドキュメントにアクセスします。(下のスクリーンショットの #2 を参照してください。)



注記: これは表示内容の一例です。
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HPEリセラーとしてFAST 2.0の使用を開始するには
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FAST 2.0の使用を検討中のリセラーは、まず、FAST 2.0の導入スケジュールをディストリビューターに問い合わせてください。ディストリビューターはおそらく先に準備を終えているでしょう。ディストリビューターが FAST 2.0を使用するようになった段階で、ディストリビューターがリセラーに交付する規約を確認し、署名してください。

次に、パートナー企業が独自の規約をどのように作成するかを決定します。つまり、一から作成するか、リセラーが顧 客と取り交わす規約 (HPEが提供) を使って作成するかです。規約の作成方法に関わらず、規約にはHPEのパススルー規約へのリンクを含める必要があります。また、規約には、HPEのパートナー規約および取引規約を実質的に反映させなければなりません。HPEのサンプル規約からスタートすれば、これらの要件は簡単に満たせます。したがって、HPEはこのオプションを推奨します。(この機能については、次のページで詳しく学びます。)

ただし、まず下図を見て、HPEダイレクトリセラーとしてFAST 2.0の使用を開始する方法を確認してください。
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リセラーが顧客と取り交わす規約を定めるには
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規約を定める作業は、パートナーの種類に応じたHPEサンプル規約を探すことから始まります。HPEサンプル規約 は、HPE Contract Document Finderツールにあります。リセラーの場合は、「FAST 2.0サンプルパートナー規約 – リセラーから顧客へ」というファイルを開きます。

次に、パートナー企業は、自社のビジネスおよび地域独自の方法に合わせ、必要に応じてサンプル規約を編集する必 要があります。規約を作成する際には、法務チームを参加させたり、法務チームに相談したりしてもよいでしょう。ただし、いずれの場合も、貴社の法務チームが完成させた規約内容を確認し、承認しなければなりません。パートナー規約 の作成は1回限りのプロセスです。以後、将来のHPE GreenLake案件にはすべてこの規約を使用しなければなりません。

HPEでは、販売サイクルの早い段階で、事前承認済みの規約を顧客と共有することを推奨しています。これにより、顧 客は貴社に何が期待できるかを初めから理解することができます。事前承認済みの規約を用意しておくことにより、貴 社がプロフェッショナルで、透明性が高く、信頼できる企業であるという認識を顧客に持っていただくことができます。

案件ごとのSOWで標準FAST 2.0規約を参照するには
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この例を見て、HPE GreenLake SOWでFAST 2.0ドキュメントを参照する方法を理解しましょう。この例では、あるリセラーが新規の顧客のHPE GreenLake案件を獲得したと仮定しています。このリセラーは、他のHPE GreenLake案件でこのリセラーを支援したディストリビューターと提携しています。

案件は順調に進み、HPEはディストリビューター向けSOWを作成しています。(このSOWはトランザクション契約とも呼ばれることがあります) HPE SOWには、HPEのパススルードキュメント、つまり、aaS顧客規約とサービスの説明へのリンクが含まれています。また、HPEのフローダウン条項、つまり、このディストリビューターが以前に同意したパートナ ー規約および取引規約へのリンクも含まれています。さらに、SOWには、価格を含めた案件固有のドキュメントが含ま れています。ディストリビューターは、HPEパススルー規約とフローダウン条項をすでに承認しているため、 SOWを直ちに確認し、承認することができます。

このディストリビューターは、リセラー向けに独自のSOWを作成します。このSOWには、当事者がすでに合意しているディストリビューターとリセラー間の規約、またはそれらの規約へのリンクが含まれています。いずれの場合も、これらの規約にはHPEのパススルードキュメントへのリンクが含まれています。ディストリビューターのSOWには、ディストリビューターが修正した案件固有のドキュメントも含まれています。たとえば、ディストリビューターは、HPEの価格を独自 の価格に差し替えます。

リセラーは、顧客向けに独自のSOWを作成します。このSOWには、リセラーが顧客と取り交わす規約を追加しなければなりません。リセラーが顧客に規約の内容を先に伝えておくことが理想です。リセラーは、HPEと同じように、これらの規約を各SOWに組み込むか、それともクラウドに保存された規約にリンクさせるかを選択できます。いずれの場合 も、この規約は遡ってHPEのパススルー規約とリンクしていなければなりません。これらの要件はすべてのSOWに共通です。リセラーは、案件ごとに次ページで説明するいくつかの簡単な修正を加えるだけで済みます。

案件ごとのSOW作成
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HPEは、パートナーがSOWの作成にあたって上流のSOWを「ミラー化」することを推奨しています。つまり、ディストリビューターがリセラーに交付する規約を、リセラーが顧客と取り交わす規約に置き換えるだけです。これは、一つのリン クを別のリンクに置き換えるような簡単な作業です。アップリフトに伴うソリューションのコストが反映されるように価格を 更新する作業も行ってください。貴社がこのソリューションに独自のサービスを追加する場合は、SOWにその旨を記載 してください。

次に、貴社の法務チームにSOWを簡単なレビューを依頼してください。FAST 2.0により、このレビューはレガシープロセスよりもずっと効率的に進められるようになります。法務チームは、FAST 2.0を採用するための1回限りのプロセスで、ほとんどの契約規約をすでに承認しています。これらの規約には、HPEのパススルー規約と、リセラーが顧客と取り交わす標準規約 (貴社が作成したもの) も含まれます。したがって、新たなHPE GreenLake案件が発生する都度、法務チームが行わなけれならないのは、その案件固有のドキュメントをレビューすることだけです。

この比較的小さなドキュメントの束が承認された時点で、パートナー企業が行わなければならない作業は、SOWを顧客に送信することだけです。

署名して取引を完了する
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顧客がリセラーのSOWを入手しました。さて、契約の完了に向けて、SOWへの署名はどのように行えばよいのでしょう か。改めて、一つの事例を考えてみましょう。

顧客がリセラーからSOWを受け取りました。顧客の法務チームがこのSOWをレビューします。顧客が過去にこのリセラーからHPE GreenLakeソリューションを購入したことがある場合、またはこのリセラーがプロセスの早い段階で、リセラーが顧客と取り交わす規約を提示していた場合、顧客の法務チームはすでに規約の大部分を承認済みです。この場合、顧客は価格など、案件固有のドキュメントを確認するだけです。顧客がすべての条件を受け入れる場合は、SOWに署名してリセラーに返送します。

顧客が署名したSOWが手元に届いたら、リセラーはディストリビューターからのSOWに署名することができます。FAST 2.0による標準化で、リセラーがそのSOWをレビューして承認する時間がどれだけ短縮されるかについてはすでに見て きました。SOWの返送により、リセラーはそのHPE GreenLakeソリューションをディストリビューターに注文したことになります。

署名済みのSOWをリセラーから受け取ったディストリビューターは、HPEからのSOWに署名して返送することができま す。このアクションで、HPEにソリューションが注文されます。

HPEはこのSOWを承認します。すべての当事者が署名したことにより、この案件は正式に成立し、法的拘束力を持ちました。HPEは注文書とPOを作成します。その後、HPEはブッキングおよびパッケージの要件を集め、注文に対応する準備をします。

学習チェック

HPEパートナーがどのような形でも変更できないHPE GreenLake規約はどれですか。(2つ選択)


	HPEパートナー規約


	HPE aaS顧客規約


	HPEサービスの説明


	HPE取引規約




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPEパートナーがどのような形でも変更できないHPE GreenLake規約はどれですか。(2つ選択)


	HPEパートナー規約


	HPE aaS顧客規約


	HPEサービスの説明


	HPE取引規約




まとめ
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あなたはソリューションを提案し、案件を受注しました。

この段階で、あなたは顧客とのSOWのほか、ディストリビューターとのSOW (あなたがリセラーの場合)、またはHPEとのSOW (あなたがディストリビューターもしくはダイレクトリセラーの場合) に署名しています。

これで、HPE GreenLakeソリューションがどのように提供され、実装されるかを学ぶ準備が整いました。さらに、将来的にそのソリューションの変更を管理する方法も学習します。

その他の関連情報
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HPEは、パートナーがSOWを構成する提案書や契約ドキュメントを簡単に作成できるように、多くのリソースを提供しています。たとえば、HPE Seismicでは、契約プロセスの概要を説明するビデオを見つけることができます。ビデオにアクセスする場合は、このリンクをクリックするか、 またはSeismicにログインして「HPE GreenLake Contracting Process Executive Summary (FAST 2.0)」を検索してください。もしくは、このリンクをクリックするか、または「HPE GreenLake Contracting Process Update for Partners」を検索すれば、Seismicのリファレンスガイドを見ることができます。

HPE GreenLake提案書作成のヘルプを見たい場合は、HPEProposal Webにアクセスしてください。このリンクをクリックすると、Proposal Webにアクセスできます。また、HPE Partner Ready Portalのツールカタログからもアクセスできます。HPE Proposal Webは、提案書作成プロセスをサポートするだけではありません。ここには、ダウンロード可能なHPE GreenLake契約ドキュメントファインダーツールへのリンクもあります。このツールには、すべてのFAST 2.0ドキュメントへのリンクが含まれています。


モジュール8: ソリューションデリバリーと変更管理
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コースマップ
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このモジュールは、前回のモジュールが中断したところから再開されます。あなたはソリューションを提案し、SOWに署 名し、案件を成立させました。このモジュールでは、セールスプロセスの最終段階であるソリューションの提供と進行中 の変更の管理について学習します。

モジュールの概要
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このモジュールの最初のトピックでは、HPEが主として責任を負うデリバリおよび実装のプロセスに焦点を当てます。次にトピック2では、HPE GreenLakeの請求プロセスについて説明し、一般的な請求書のサンプルを示します。このサンプルは、あなたがこれから受け取って作成する請求書と類似しています。最後のトピックでは、さまざまな種類のHPE GreenLakeソリューションへの変更を管理する方法について説明します。

トピック1: デリバリと実装
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HPE GreenLakeソリューションのデリバリと実装
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この段階で、関係者は、HPE GreenLake案件に必要なすべてのSOWに署名済みです。たとえば、あなたがリセラーの場合は、ディストリビューターとのSOWと、顧客とのSOWに署名しています。

これから、契約が定めるソリューションのデリバリとインストールを行わなければなりません。多くのHPE GreenLakeソリューションでは、メータリングの有効化など、デリバリ後のセットアップも必要です。こうしたのプロセスではパートナーの役割は限られ、ほとんどのことをHPEが処理しますが、パートナーがソリューションをインストールする場合もあります。

このトピックでは、これら2つの手順について詳しく説明します。このトピックを読み進めるときは、説明されているプロセ スが完全な直線であるケースはほぼないことに注意してください。プロセスは、特定のソリューション、地域、貴社独自のプロトコルとディストリビューターのプロトコルによって異なる場合があります。正確なプロセスがどのような手順であっても、正常に稼働し、継続的な請求処理を直ちに行うことができるソリューションが最終的に顧客の手元に届き、貴 社のビジネス収益を生み出します。

HPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションのデリバリ
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このトピックでは、まず、HPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションのデリバリプロセスについて概説します。あなたはこのプロセスには間接的に関わるだけですが、どのような流れなのかを顧客に説明できるようにしておく必要があ ります。

プロセスは、HPEがサブスクリプションキーを電子メールで顧客に送信するところからスタートします。受信者は、注文書で指定された取引先責任者です。

ソフトウェアサブスクリプションをアクティブ化する前に、顧客は次の手順でプロセスの2番目のステップを完了しておかなければなりません。HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームでアカウントをセットアップします。

これで、顧客は自分のアカウントでソフトウェアサービスをアクティブ化できるようになりました。

作業とその順序は、それぞれのソリューションによって異なる場合がありますのでご注意ください。

その他の詳しい説明は以下に記載しています。

HPEがサブスクリプションキーを送信します

HPEは、電子ソフトウェアデリバリ(ESD)を介して、SaaSサブスクリプションキーを顧客の電子メール アドレスに送信します。

受信者は、購入時に指定された登録取引先責任者です。その取引先責任者が技術職ではなく、キーの取り扱い方がわからない場合があります。手順の流れを顧客に説明し、正しい管理者にキーを転送することを顧客に理解させてくだ さい。キーが含まれている電子メールが、ゴミ箱や迷惑メールフォルダーに振り分けられる可能性もあることを受信者に伝えてください。

さらに、キーが顧客のクラウドサービスサクセスアーキテクト(CSSまたはCSA)に送信されるケースがあります。その場合、CSSまたはCSAは顧客にキーを転送する必要があります。

顧客がHPE GreenLakeアカウントをセットアップする

これが顧客の初めてのHPE GreenLakeソリューションである場合、顧客の管理者は、HPE GreenLake Edge-to- Cloudプラットフォーム (https://common.cloud.hpe.com) でアカウントのサインアップを行わなければなりません。これで、管理者は1つ以上のワークスペースをセットアップし、社内の他のユーザーをそのワークスペースに招待できるよう になりました。

すでにHPE GreenLakeアカウントをお持ちの顧客は、既存のアカウントを新規ソリューションに使用できます。

顧客がサービスをアクティブ化する

顧客は、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームのワークスペースにアクセスし、サービスサブスクリプションの項目に進んで、新規ソフトウェアサービスを有効化します。プロンプトが表示されたら(HPEから送信された)サブスクリプションキーを入力し、サービスサブスクリプションを有効化します。

具体的な作業と順序はソリューションによって異なる

SaaSの注文プロセスのガイドラインはこちらをご覧ください。

HPE GreenLakeセールスツールとプロセス—IaaS/SaaS注文ガイド (ディストリビューターを介して注文するリセラーパートナー向け)

ハードウェアを含むHPE GreenLakeソリューションのデリバリとインストール


[image: image]


次に、ハードウェアを含むHPE GreenLakeソリューションのデリバリとインストールのプロセスを見ることにしましょう。あなたはこのプロセスを隅々まで監視できないかもしれませんが、プロセスの流れを顧客が理解できるようにサポート する準備をしておかなければなりません。

プロセスは、HPEとディストリビューター(またはダイレクトリセラー)がSOWに署名したところから始まります。その後、 HPEが注文を予約して履行し、契約で指定されたサイトにソリューションを発送します。

顧客がハードウェアを受け取った後、貴社がソリューションを定義した際に指定した通り、顧客またはHPEがハードウェ アを設置します。

このプロセスのどこかで、顧客は、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームでアカウントを作成しなければなりません。このステップが重要であることを顧客に必ず理解していただいてください。HPE GreenLakeアカウントは、顧客がソリューションの使用状況を監視する際に役立ちます。

詳細は、それぞれのソリューションによって異なる場合があります。

以下のセクションでは、このプロセスについてさらに深く掘り下げます。

あなたはこのプロセスをどこまで監視できるか

あなたがリセラーの場合、HPEとのSOWに署名した貴社のディストリビューターは注文確認を受け取ります。HPEが注 文を確認後、残りのプロセスを処理するのはHPEです。あなたもディストリビューターも、Order Statusに関する通知を受け取ることはありません。

ただし、あなたは、Order Status Visibilityツール(OSV)を使用して、一部のHPE GreenLakeソリューションのステータスを監視することができます。

HPEが注文を履行

ディストリビューター(またはダイレクトリセラー)とSOWを取り交わしたHPEは、注文を予約します。HPEは注文を履行し、必要に応じて工場でソリューションを構成し、機器を出荷します。

HPEまたはパートナーがソリューションをインストール

あなたはソリューションを構成する際に、HPEと貴社のどちらがソリューションをインストールするかを指定しました。(あ なたがインストールを実行するためには、そのソリューションに関してHPE Partner Ready Service認定を受けていなければなりません。)

貴社がインストールを実行する場合は、貴社のポストセールスチームがこの作業を処理します。CSS/CSAが、機器の 到着を貴社に知らせる場合もあります。

HPE がインストールを実行する場合、貴社はこの段階では関与しません。

顧客がHPE GreenLakeアカウントを取得

顧客がHPE GreenLake IaaSソリューションに含まれるサービスを利用するためには、HPE GreenLake Edge-to- Cloudプラットフォームのアカウントが必要です。HPE GreenLake IaaSソリューション、HPE GreenLake Flexソリューションのいずれについても、顧客はそのアカウントの使用量を監視できます。

これが顧客の初めてのHPE GreenLakeソリューションである場合、顧客の管理者は、HPE GreenLake Edge-to- Cloudプラットフォーム (https://common.cloud.hpe.com) でアカウントのサインアップを行わなければなりません。これで、管理者は1つ以上のワークスペースをセットアップし、社内の他のユーザーをそのワークスペースに招待できるよう になりました。

すでにHPE GreenLakeアカウントをお持ちの顧客は、既存のアカウントを新規ソリューションに使用できます。

具体的な作業と順序はソリューションによって異なる

ハードウェアを含むFlexソリューション、IaaS、SaaSソリューションの注文プロセスに関するガイドラインは、次のガイドで確認してください。


• HPE GreenLakeセールスツールとプロセス—IaaS/SaaS注文ガイド (ディストリビューターを介して注文するリセラーパートナー向け)

• HPE Opportunity through Order Experience—Ordering Guide for Flex Solutions (ディストリビューターを介して注文するリセラーパートナー向け)



HPE GreenLakeソリューションのデリバリ後セットアップを完了
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従量制課金支払いモデルまたは従量制課金モデルのサブスクリプションを使用するHPE GreenLakeソリューションで請求書発行を正しく進めるためには、メータリングを有効にしなければなりません。HPEと顧客が協力してメータリングを行う

あなたはメータリングを約1週間実行した時点で、1つの作業を行うことができます。この作業は任意ですが、行うことを お勧めします。HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームのそれぞれの料金階層と価格帯について価格設定を行います。あなたがこの作業を行わない限り、顧客は使用量分析と請求レポートを表示して支出を追跡することができ ません。大抵の場合は、メータリングが有効になってから1週間後にこれらの価格を設定できるようになりますが、HPE とディストリビューターの価格設定が終わるまで、1週間以上お待ちいただくことがありますのでご注意ください。

このモジュールで、これらの作業についてさらに詳しく学んでいきます。

メータリングの有効化
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HPEは顧客に直接協力し、新規のHPE GreenLakeソリューションにメータリングスクリプトをインストールします。

顧客はまず、メータリングスクリプトを実行する仮想マシン(VM)またはサーバーをセットアップします。次に、クラウドサービスサクセスアドバイザー(CSSまたはCSA)が顧客とのバーチャルミーティングを設定します。このミーティングで、HPEの社員が顧客のVMまたはサーバーにメータリングスクリプトをリモートでインストールします。

また、あなたが顧客に代わってVMまたはサーバーを準備し、顧客向けサービスとしてHPEとのバーチャルミーティング を管理することも可能です。

パートナーがHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームにアクセスできるようにする
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次に、価格設定の方法を学習します。そのためには、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームのパートナーアカウントが必要です。アクセス取得のプロセスは、これが初めてのHPE GreenLake案件かどうかによって異なります。

これが初めてのHPE GreenLake案件の場合は、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームのパートナーアカウントを有効化する必要があります。HPE認証サービスからのメールが届いていないかどうか、あなたの受信トレイ (迷惑メールフォルダーとゴミ箱も) をこまめにチェックしてください。このメールには、アクティベーションリンクと認証情報が含まれています。できるだけ早く新規アカウントを有効化してください。セキュリティ上の理由で、アクティベーションリンクの有効期間は限られています。

ログインすると、新規契約が表示されます。これは、あなたのパートナーHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームに自動的に表示されます。アカウントは、該当する顧客ビリングアカウントに自動リンクされます。

既存のHPE GreenLake案件がある場合は、既存のパートナーHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントにログインするだけです。ここでも新規契約が自動的に表示されます。

HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームの価格を設定
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HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントのビリングの項目で価格を設定します。この項目にはあなたの顧客がすべて表示されます。1社の顧客に複数のサービスが表示される場合があり、それぞれのサービスが、その顧客のHPE GreenLakeソリューションの料金階層を表します。サービスの詳細にアクセスすると、各価格帯の単位あたり料金が表示されます。これらの料金は、あなたのディストリビューターが課す料金です。また、あなたがダイレクト リセラーの場合はHPEが課す料金です。これらの料金は編集できません。(上記の料金が表示されない場合は、ディス トリビューターまたはHPE がまだ料金を設定していません。取引先責任者に設定を依頼してもよいでしょう)

あなたは、顧客の料金を編集することができます。ここに具体的な金額またはマークアップ率を入力して価格を設定し ます。あなたが入力する内容は、顧客とのSOWで指定された料金と一致しなければなりません。

あなたが顧客の料金を指定すると、これらの料金だけが、この顧客のHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントに表示されるようになります。これにより、顧客はそのアカウントの中での支出を表示し、管理できるようになります。

パートナー企業にHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームがもたらすその他のメリット
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あなたが顧客のHPE GreenLakeソリューションの価格を設定すると、HPE GreenLakeアカウントから顧客の使用量とコストを表示し、追跡できるようになります。たとえば、顧客のために詳細な使用量分析レポートを作成できるよ うになります。

また、顧客のHPE GreenLakeソリューションに関連する貴社の売上高、費用、収益性を監視することも可能になります。

さらに、顧客がご利用可能なキャパシティを監視し、どの時点で利用可能なキャパシティを超えるかを予想することもで きます。

顧客が一定のキャパシティしきい値に達した時点で通知を受信することにより、顧客がご利用可能なキャパシティを超 える前にソリューションの拡張について話し合いを開始できるようにするのも良い方法です。HPE GreenLake Edge- to-Cloudプラットフォームは、キャパシティのしきい値をデフォルトで設定します。顧客がこれらの使用レベルに達する と、アラート通知が自動生成され、パートナーに送信されます。顧客の購入プロセスによっては、これらのデフォルト設定では、顧客がご利用可能なキャパシティを使い切る前に拡張について話し合う時間十分に取れない可能性がありま す。

あなたがアラート通知を受信することにより、キャパシティ拡張について話し合い、拡張後のキャパシティを展開する時 間が十分に取れるようにするため、これらのしきい値の調整をそのソリューションの顧客担当エンジニア(ASM) に依頼することを検討してください。

次の例は、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームの使用量、キャパシティ、ビリングの項目で表示される内容を示したものです。

使用量の分析


• 顧客の使用量をさらに深く分析します。

• 使用量に関わるチャートやグラフを作成します。

• レポートと予算を作成します。
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キャパシティプランニング

顧客のキャパシティを監視し、トレンドに応じて顧客にアラートを送ることができます。顧客がHPE GreenLakeサービスを最大限に利用できるようサポートすることによって貴社の価値をアピールできます。

このキャパシティプランニングのセクションで、表示するアカウントと期間を選択します。


• 使用量が多い (使用量がバッファーキャパシティに食い込んだ)

• 最適な使用量 (リザーブドキャパシティとリクエストキャパシティの間)

• 使用量が少ない (リザーブドキャパシティより少ない)

• 使用実績 (顧客の実際の使用状況)

• 予想使用量 (将来予想される使用量)






[image: image]


月額料金

このビリングの項目から:


• 顧客のアカウントと期間を選択します。

• その期間の貴社のコスト、顧客のコスト、または貴社の収益性を確認します。

• 必要に応じてデータをエクスポートします。



このビリングの項目の情報の多くはAPIでも入手できます。
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学習チェック

HPEは、1週間前に貴社の顧客のHPE GreenLake Flexソリューションのメータリングを有効化しました。この顧客が新規ソリューションの使用状況と支出を監視できるようにするためには何をすればよいでしょうか。


	パートナーHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントで、この顧客のサービスの料金を(SOWに従って) 設定する。


	HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームで、自社の料金に合わせてディストリビューターの料金を編集する。


	顧客自身のHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントの中で妥当な価格を設定するよう顧客に依頼する。


	HPEはメータリング機能を有効化した。よって、顧客は自らそれ以上の措置を講じなくても使用量と支出を監視できる。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

HPEは、1週間前に貴社の顧客のHPE GreenLake Flexソリューションのメータリングを有効化しました。この顧客が新規ソリューションの使用状況と支出を監視できるようにするためには何をすればよいでしょうか。


	パートナーHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントで、この顧客のサービスの料金を(SOWに従って) 設定する。


	HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームで、自社の料金に合わせてディストリビューターの料金を編集する。


	顧客自身のHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントの中で妥当な価格を設定するよう顧客に依頼する。


	HPEはメータリング機能を有効化した。よって、顧客は自らそれ以上の措置を講じなくても使用量と支出を監視できる。




トピック2: 継続的な請求書発行処理
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HPE GreenLake請求書発行の概要
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このトピックでは、顧客の新規ソリューションが稼働していると仮定します。すべてがデプロイされ、メータリングがセット アップされ、使用量の追跡が行われています。毎回のビリングサイクルでは何が行われるのでしょうか。

HPEがディストリビューター (またはダイレクトリセラー) に請求書を送信します。ただし、あなたがリセラーの場合、このプロセスはあなたからも見えます。あなたはディストリビューターから請求書を受け取ります。

貴社も、ビリングサイクルごとに顧客の請求書を作成し、送信します。請求書の外観と配布方法は、貴社のビリングプロトコルによって異なります。リセラーであるあなたは、ディストリビューターの請求書と顧客の請求書しか見ることがで きません。同様に、顧客はあなたが送信した請求書しか見ることができません。

初回の請求書は、ソリューションが使用可能になった月の翌月に送信されます。請求書は日割り計算になる場合があ ります。

請求書の処理
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[image: image]


これは、ディストリビュータがリセラーに発行する請求書の一般的な例です。ディストリビューターの請求書は、これとは 見た目が違うかもしれません。これは、それぞれの会社のやり方によってフォーマットは異なるからです。この例では、 リザーブドキャパシティ (リスト上で1単位のサブスクリプションとして表示) の行と、リザーブドキャパシティを超えた消費量の行が表示されます。

表示方法に関わらず、この請求書には、このビリング期間中に貴社がソリューション使用の対価としてディストリビュー タに支払うべき合計価格が記載されます。(つまり、HPE GreenLakeのビリングには、すでに発生した消費量が常に反映されます。)

あなたがディストリビューター(またはダイレクトリセラー)である場合、あなたが受け取る請求書にはHPEに支払う金額 が記載されます。

その後、リセラーは、料率と価格を上乗せして、顧客への請求書を作成します。ディストリビューターからの請求書サン プルと同じく、この顧客宛て請求書も一つの例にすぎません。貴社の請求書はこの請求書とは見た目が違うかもしれ ませんが、この請求書と同じく、そこには顧客ががあなたに支払うべき金額が記載されます。貴社は、この請求書を顧 客に提出し、支払いを受けなければなりません。

追加報奨に関する情報はどこで入手できるのか
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HPE GreenLakeソリューションから得られる毎月の収益に加え、貴社はそれ以外の報奨を受けられる可能性があります。利用可能な報奨プログラムは、地域、ソリューション、案件、そしてHPEとのパートナー関係によって異なります。

対象となる注文の報奨は、Comp Optimizer 2.0 (HPE Partner Ready Portalのツールカタログから入手可能) でご覧いただけます。パートナー企業が受け取れるリベートその他の支払いに関する情報は、このツールをチェックしてくださ い。こまめなチェックをお勧めします。報酬の詳細は定期的に更新され、Comp Optimizer 2.0で最新情報が提供されます。

さらに、他の報酬プログラムの利用可能性とその参加資格の詳細情報については、HPE Partner Ready Portalからいくつかのドキュメントをダウンロードできます。HPE GreenLake for Networkingパートナー プログラムガイドには、HPE GreenLake for Networkingのリセラーおよびディストリビューターを対象とする報奨特典について説明する項目があります。HPE Enhanced Demand and Compensation Matrix (Excelファイル) で、HPE GreenLake as-a-service報奨の資格要件、料率、規約について説明しています。

これらのツールやドキュメントへのアクセスの詳細については、以下をご覧ください。


• Comp Optimizer 2.0で対象となる注文の報奨を知りたいとき (HPE Partner Ready Portalでアクセス可)。
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• HPE GreenLake for Networking Partnerプログラム ガイドとHPE Enhanced Demand and Compensation Matrixは、HPE Partner Ready Portalでダウンロードしてください。
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トピック3: 変更管理
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HPE GreenLakeアカウントへの変更を管理する
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HPE GreenLakeのセールスはデリバリで終わりではありません。今度は、パートナー企業が顧客の変更管理を支援する継続的な関係が始まります。将来のニーズを予測し、そのニーズに合わせてHPE GreenLakeソリューションを必要に応じて拡張することによって、顧客が新たなプロジェクトをよりスピーディに実装し、競合他社に先んじられるよう支 援してください。

このトピックでは、使用量や要件の変化を監視する方法を学習します。さらに、発見した新しいニーズに対処するため に、必要に応じてチェンジオーダーを開始する方法も学びます。

HPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションの変更を監視し、管理する際は、HPE GreenLake IaaS、Flexソリューションとは異なるツールとプロセスを使用します。このトピックでは、たくさんあるこれらのツールとプロセスについて説明します。また、セールス担当者が監視や顧客との会話の一部を担当する場合もあります。わかりやすくするために、 このトピック全体を通じて、「あなた」はあなた自身、またはパートナー企業の中の該当する方を意味すると考えてくだ さい。

HPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションを監視する
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HPE Partner Readyポータルで利用可能なツールを使って、顧客のHPE GreenLakeソフトウェアサブスクリプションを監視することができます。

Enterprise Software Solutions Management (ESSM)を使用すれば、顧客のソフトウェアエンタイトルメントを管理できます。たとえば、顧客がソフトウェアを有効化したかどうかをチェックすることができます。場合によっては、顧客に代 わって、あなたがソフトウェアを有効化できることもあるでしょう。

Subscription Status Visibility(SSV)ツールを使用すれば、顧客のHPE GreenLakeサブスクリプションについて有益な情報が得られます。セキュリティ上の理由から、顧客のサブスクリプションがSSVに表示されるようにするためには、顧客があなたをHPE GreenLakeアカウントワークスペースに招待する必要があります。招待された時点で、あなたは顧客との契約で合意したとおり、ソリューションのサブスクリプションを表示し、管理できるようになります。

あなたは、SSVの中でサブスクリプションを検索し、その詳細を表示することができます。また、あなたはレポートを実行し、顧客との関係を常に把握することができます。たとえば、間もなく更新が必要になるのはどのサブスクリプションなのかがわかります。また、顧客に代わってソフトウェアサポートをリクエストし、顧客をサポートすることもできます。

HPE GreenLakeソフトウェアのサブスクリプションを変更する
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顧客のサブスクリプションを監視することにより、あなたは有効期限が近づいているサブスクリプションの更新について 顧客に連絡するタイミングを知ることができます。顧客のリクエストに応じて、有効期限が切れる1日前までに、HPE Partner Readyポータルの [機会の管理] タブからサブスクリプションを更新できます。

また、デマンドが増加してサブスクリプションの追加が必要になった場合にあなたがそれを知ることができるように、あ なたまたはセールス担当者が顧客と常に連絡を取っておく必要があります。サブスクリプション追加のプロセスは、サブスクリプションのデリバリの方法によって異なります。

初めに、HPE GreenLake SaaSソリューションをトランザクショナルハードウェアに接続するというデリバリオプションについて考えてみましょう。このオプションの例としては、HPEストレージアレイにHPE GreenLake for Backup and Recoveryを追加する方法や、HPE Alletra dHCIにHPE GreenLake for Private Cloud Business Editionを追加する方法などが挙げられます。顧客がハードウェアコンポーネントのキャパシティを拡張する必要が生じた場合は、通常どおりトランザクションハードウェアを追加注文してください。次に、新規ハードウェアのSaaSサブスクリプションをSSVの階層ベースアップグレードとして追加します。「HPE GreenLakeセールスツールとプロセス - IaaS/SaaS注文ガイド」で、どのSaaSソリューションがSSVの階層ベースアップグレードをサポートするかを確認してください。

次に、スタンドアロンHPE GreenLake SaaSのサブスクリプションを追加する方法を見てみましょう。モジュール5で学習したように、ASQでこれらのサブスクリプションの見積を行います。見積書の作成時には、多くの場合、Co-Term (同時終了) オプションという選択肢が与えられます。その場合は、新規サブスクリプションを既存のサブスクリプションと同時に終了させることができます。つまり、すべてのサブスクリプションを同時に終了するということです。すべてのHPE GreenLake SaaSソリューションがCo-Term (同時終了) に対応しているわけではありません。「HPE GreenLakeセールスツールとプロセス - IaaS/SaaS注文ガイド」の最新版で、どのソリューションがこのオプションに対応しているかをご確認ください。

同時終了のメリット
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どのような場面で新規サブスクリプションの同時終了を選択すべきかを知っておくことが大変重要なのはなぜでしょ うか。

従来のサブスクリプション終了モデルでは何が起きるかを考えてみましょう。ある顧客が、3年で期限が切れるサブスク リプションをいくつか購入しました。この顧客は1年後に、いくつかのサブスクリプションを追加購入しました。そして、その1年後、サブスクリプションをさらに追加購入したとします。現在、この顧客の3つの終了日は一致していません。顧客 (またはあなた) は、これらの日付をそれぞれ把握し、サブスクリプションを忘れずに更新しなければならないので管理が大変です。さらに顧客は、サブスクリプションを更新するという終わりのないサイクルに拘束されているように感じてし まうかもしれません。
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一方、Co-Term (同時終了) にすれば、新規サブスクリプションを追加する都度、既存のサブスクリプションの有効期間が新規サブスクリプションの終了日に合わせて延長されます。サブスクリプションは同期され、あなたも顧客もすべての サブスクリプションをまとめて簡単に管理できるようになります。顧客は、有効期間が終了する時点で、契約を終了する か、すべてのサブスクリプションを更新するかを選択できます。

HPE GreenLake IaaSまたはFlexソリューションの使用量と要件の変化を監視する
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次に、HPE GreenLake IaaSおよびFlex ソリューションの変更を監視し、管理する方法を学習します。これらのソリューションにはハードウェアが含まれています。したがって、顧客がキャパシティを使い果たす前に、必要に応じてハード ウェアを追加注文できるように、顧客の使用量を注意深く監視しなければなりません。

顧客の使用量を監視するにはどうすればよいのでしょうか。顧客の使用量を監視する方法は2つあります。1つは受動 的な方法、もう1つは積極的な方法です。まず、顧客のHPE GreenLake ASMが、顧客の使用状況に関するレポートをパートナー企業に提供します。次に、あなたとセールス担当者は、パートナーHPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームアカウントから使用量を積極的に監視することができます。前述の通り、キャパシティプランナーは現在のキャパ シティに関する詳細情報を提供するだけでなく、キャパシティをいつ使い果たすかを予測します。すでに説明したように、顧客のキャパシティが尽きる前に、あなたへの事前警告を増やすように通知設定の調整をASMに依頼することができ ます。

また、貴社は顧客と絶えず連絡を取り、持続的な助言関係を深める必要があります。新規プロジェクトに伴って使用量 が突如増加し、HPE GreenLakeソリューションが対応できなくなるような事態に陥らないよう、今後の計画について知っておく必要があります。

あなたのソリューションが顧客のニーズを (絶えず)確実に満たすようにするため、使用量の超過が予想される3か月以上前に変更オーダーを開始しなければなりません。キャパシティプランナーを介して、3か月以内にキャパシティの超過 が迫っていることに気づくこともあるかもしれません。あるいは、顧客との対話の中で、約3カ月以内にキャパシティ超 過をもたらすような新たな要件を伴う今後のプロジェクトが明らかになることもありえます。顧客のリスク許容度はさまざ まです。リスクを嫌う顧客の場合は、通常の使用量を上回る、大きめのキャパシティバッファーを確保するため、早い段 階でチェンジオーダーを開始するとよいでしょう。

次のように、HPE GreenLake Edge-to-Cloudプラットフォームでキャパシティ予測ができます。
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どのようなタイプの変更が必要かを理解する
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使用量の増加に対応するために追加キャパシティを注文するときは、通常、グロースチェンジオーダーが必要です。最 も単純なタイプのチェンジオーダーであるグロースチェンジオーダーは、すでに価格が設定されている既存の料金階層 にキャパシティを追加します。顧客が引き続き同じ価格を支払う場合と、新しい価格帯にレベルアップし、それに伴って UOMあたりの価格が下がる場合があります。新規の製品が同じ料金階層に属すると見なされるためには、その構成が既存の製品と正確に一致しなければなりません。つまり、もし、ソリューションにサーバーが含まれている場合、グロースチェンジオーダーでは、プロセッサー、メモリ、ドライブなどを含め、まったく同じ構成のサーバーしか追加できません。

新規テクノロジーのチェンジオーダーでは、新しい製品またはソリューションが追加されるため、新しい料金階層が追加 されます。たとえば、HPE GreenLakeソリューションには、汎用ワークロードをサポートするように構成されたサーバーが含まれることがあります。新規テクノロジーチェンジオーダーで、メモリ集中型ワークロード用に構成されたサーバーが追加される可能性があります。このソリューションは、新しいメモリ集中型サーバーに関して、独自のUOM単位価格が設定された新しい料金階層を必要とします。場合によっては、料金階層にキャパシティを追加する必要があります が、元の構成に使用されていたモデルはもう使用できませんのでご注意ください。その場合は、HPEの取引先責任者と協力し、グロースチェンジオーダーを作成するか、それとも新規テクノロジーチェンジオーダーを作成するかを決定してください。

最初のHPE GreenLake契約で、グロースオーダーのCo-term (同時終了) が設定されている可能性があります。つまり、チェンジオーダーが開始BOMと終了BOMによって設定されたグロースプランに準拠している限り、新しいキャパシティの終了日は最初の契約の終了日に設定されます。すでに学んだように、同時終了は顧客にとって、契約日を一元 管理できるという点でメリットがあります。

場合によっては、チェンジオーダーではなく、新規契約を作成しなければなりません。たとえば、まったく異なるタイプの HPE GreenLakeソリューションを追加する場合は通常、新規契約を作成する必要があります。共同配置施設における機器の再展開や新サービスの追加など、ソリューションに大幅な変更を加える場合は、新たな契約が必要となる場合 があります。チェンジオーダーが使用できる場合や、新たな契約を作成しなければならない場合についてご質問がある ときは、HPEの取引先責任者にお問い合わせください。

次のセクションでは、各カテゴリに当てはまる変更の事例をさらに紹介ます。

グロースチェンジオーダーの例


• HPEサーバーで構成されるHPE GreenLake Flex Solutions


– 顧客が、まったく同じ構成のサーバーをさらにいくつか必要としている。



• HPE GreenLake for Block Storage


– 顧客が、同タイプのドライブの追加、または同じ構成のアレイの追加を必要としている。



• HPE GreenLake for Private Cloud Business Edition


– 顧客は、既存のソリューションブロック (Alletra dHCIクラスター) にノードを追加する必要がある。

– 顧客は、同タイプの別のソリューションブロックを必要としている。





新規テクノロジーチェンジオーダーの例


• HPEサーバーで構成されるHPE GreenLake Flex Solutions


– 顧客が、異なるプロセッサやメモリ増設など、異なる構成のサーバーを必要としている。



• HPE GreenLake for Block Storage


– 顧客は、ミッションクリティカル、ビジネスクリティカルなど、異なるタイプのストレージまたはストレージを必要としている。



• HPE GreenLake for Private Cloud Business Edition


– 顧客は異なるタイプのソリューションブロックを必要としている。





新規契約の例


• 新しいユースケースのためのまったく新しいソリューション

• 提供される製品またはサービスのタイプの大幅な変更



グロースチェンジオーダーの管理


[image: image]


あなたが責任を持ってグロースチェンジオーダーのプロセスを開始しなければなりません。まず、HPE Deal Registrationツールに商談を登録します。

元のソリューションをフレキシブル見積プロセスで見積もった場合は、追加したいキャパシティが反映されたBOMを作 成する必要があります。このBOM中の製品は、あなたが基本契約用に作成した終了時BOM中の製品と同じでなけれ ばなりません。チェンジオーダー後の合計インストールキャパシティは、終了時BOMに示されたキャパシティと同じか、それより小さくなければなりません。たとえば、開始時BOMに6台のサーバー、終了時BOMに11台のサーバーがある場合、最初のチェンジオーダーBOMでは2台のサーバーが指定できます (インストールキャパシティはサーバー8台に増加します)。HPEの取引先責任者を通じて、HPEサービスデリバリーチームにBOMを送信してください。HPEとディストリビューターは、基本契約交渉中にすでに決定されている価格帯を使用して、チェンジオーダーの価格を設定します。

これに対し、Integrated Quotingを使用して元のソリューションを見積もった場合、あなたは価格帯を1つしか受け取っていません。HPEの取引先責任者と協力し、しかるべきチームと連絡を取ってください。次に、チームメンバーから要求されたBOMとドキュメントを提出します。HPEまたはディストリビューターがチェンジオーダーの価格を提示します。将来的には、Integrated Quotingが初期見積で複数の価格帯をサポートするようになる可能性があります。このため、チェンジオーダーのプロセスが変更される場合がありますのでご注意ください。最新情報についてはHPEの取引先責任者 にお問い合わせください。

あなたが価格を設定している場合、あなたとセールス担当者は貴社の価格設定でチェンジオーダーフォームを更新し、そのフォームを顧客に提示して承認を得ることができます。ソリューションは実質的に同じであり、UOMあたりの価格 が下がる可能性さえあるため、顧客はすぐにこの承認を与える可能性があります。新たなオーダーを開始するために、 できるだけ早くチェンジオーダーに署名して送信する必要があります。チェンジオーダーへの署名は、SOWへの署名と同様のプロセスに従ってください。つまり、リセラーは顧客との間で1件のチェンジオーダーに署名し、ディストリビューターとの間で別のチェンジオーダーに署名します。

次の図は、この手順をどのようにして進めるかを詳しく示したものです。
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Integrated Quotingで新規テクノロジー構成を作成する


[image: image]


新規テクノロジーの追加には、グロースチェンジオーダーより多数の変更が必要となる可能性がありますが、大抵の場 合、このプロセスは簡単に完了できます。

元の見積をIntegrated Quotingで元の生成した場合、Integrated Quotingが引き続き新しい見積への最速パスを提供します。あなたがしなければならないのは、追加しようとする製品でIntegrated Quotingがサポートされていることを確認するだけです。見積書の作成に当たっては、モジュール6で学習した手順とほぼ同じプロセスに従ってください。One Configuration Advancedで HPE GreenLakeの構成を作成し、Integrated Quotingモードを選択します。さらに、[新規テクノロジー] オプションを選択します。これで、この新しい構成を既存の見積またはオーダーとリンクできるようになりました。One Configuration Advanced は、構成内の製品について新しい料金階層を作成しますが、HPE GreenLake Starter Packはここに含まれません。

One Configuration Advancedの設定を完了して保存してから、その設定をIQ 2.0にインポートしてください。次に、見積を作成し、価格設定を受諾します。あなたは顧客に提示するチェンジオーダーでその価格設定を使用することができ ます。顧客の承諾が得られたら、チェンジオーダーに署名して、新規製品を注文します。

以下のセクションでは、新規テクノロジーオプションを使用して、Integrated Quotingの構成を作成する手順を説明します。

ステップ1: 新規のHPE GreenLake構成を開始する


• すでに学習したとおり、HPE Partner Readyポータルにログインし、One Configuration Advancedにアクセスします。

• [新しい構成] 画面が表示されます。

• [HPE GreenLake] をクリックします。
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ステップ2: [Integrated Quoting] > [新規テクノロジー] オプションを選択します。


• [HPE GreenLake] > [Integrated Quoting (IQ) – Self service] がデフォルトで選択されています。

• [新規テクノロジー] を選択します。
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ステップ3: 元の注文を参照する


• ダイアログボックスのフィールドに入力し、元の注文を記入します。

• [OK] をクリックします。
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ステップ4: 構成を作成する


• 通常のIntegrated Quotingでの構成と同様に、製品を追加して構成することができます。

• 新規の製品に1つまたは複数の料金階層が追加されます。料金階層を確認し、受諾しなければなりません。

• このソリューションにHPE GreenLake Starter Packは含まれていません。
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Flexible Quoteで新規テクノロジーチェンジオーダーを作成する
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当然ながら、Flexible Quoteプロセスで新規テクノロジーチェンジオーダーを作成する手順は、モジュール6で学習したプロセスに似ています。ただし、新規テクノロジーのエクステントによっては、HPEとディストリビューターがあなたにもう少し早く価格を提示できる場合があります。また、あなたから顧客への提案も、もっと効率的な形で進められるかもしれ ません。

それでは簡単に復習しておきましょう。One Configuration Advancedでソリューションをどのようにして構成したかを思い出してください。新規テクノロジー用に2つの構成を作成します。1つは現在のキャパシティ要件を示す期初BOM用、もう1つは期間終了時のキャパシティ要件を示す期末時BOM用です。フォーマットされていないExcelファイルをエクスポートします。これらのファイルを他のドキュメントとともにHPEの取引先責任者に送信してください。これらの製品を顧 客の既存のHPE GreenLakeソリューションに追加することをHPEチームが理解していることを確認してください。つまり、これがテクノロジーチェンジオーダーであって新規ソリューションではないことを明確にするという意味です。

HPEがディストリビューターに価格を提示し、ディストリビューターはあなたに価格を提示します。あなたがその価格設 定を了承した段階で、顧客にチェンジオーダーを提示することができます。次に、このトピックの前半で学習したよう に、チェンジオーダーに署名し、送信してください。

期間終了時の流れを理解する
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これで、契約期間全体にわたって変更を管理する方法がわかりました。契約期間が終わりに近づくと何が起きるのでし ょうか。顧客に対応する準備を整え、継続的商談を手にできるように、この質問への答えを理解しておかなければなり ません。以下の説明は、HPEが設定した契約規約に基づいています。ディストリビュータとパートナーは実質上、これら の規約を顧客に伝えることになります。

期間が終了した段階で、契約は月単位で自動的に延長されます。したがって、ソリューションはそのまま維持されるの で、顧客は必要な限り中断することなくソリューションを使用し続けることができます。

顧客期間終了後、いつでも契約を終了することができます。ただ、30日前にあなたに通告するだけです。あなたは、その時点でディストリビューターおよびHPEに通知しなければなりません。ただし、顧客が契約の自動延長を希望しない場合、顧客は契約期間終了の90日前までに通知しなければなりません。(ごく稀なケースですが、顧客が早期終了を必要とする場合があります。このようなケースについては契約規約を参照してください。顧客が契約を早期終了できるケースとその手数料が定められています) 顧客が契約を終了した場合、ソリューションハードウェアは契約に記載された者によって削除されます。

ただし、大多数の顧客はHPE GreenLakeソリューションを気に入ってくださり、更新を希望されます。HPE GreenLake の更新率は98%です。

多くの場合、契約期間の終了が近づいているのであれば、刷新されたテクノロジーと新規の契約期間終了日で新規契 約を作成するチャンスと考えなければなりません。顧客の具体的な要件に応じて、商談のタイミングを調整してくださ い。顧客が契約期間終了時に既存の契約を終了し、新規ソリューションに移行するように働きかけましょう。また、顧客 がニーズの変化を評価できるよう支援し、新規リューションを準備する間、顧客が現在のソリューションを数か月の間、 使い続けることも可能です。いずれの場合も、あなたは信頼できるアドバイザーとしての役割を果たし、顧客が現在の ニーズを満たすリソースとテクノロジーをシームレスに利用できるよう支援してください。

学習チェック

Edge-to-Cloudプラットフォームの予測によれば、9月までに顧客の使用量が利用可能なキャパシティを超えることが4 月の段階でわかりました。典型的なガイドラインに基づいたなら、あなたはどのような結論を出すべきでしょうか。


	少なくとも8月まではチェンジオーダーのプロセスを開始する必要がない。


	チェンジオーダーを開始するにはもう遅すぎる。もっと注意深く監視すべきである。


	顧客の使用量がバッファーキャパシティを超えるまで、チェンジオーダーの開始を待つべきである。


	遅くとも6月までにはグロースチェンジオーダーを開始すべきである。




学習チェックの解答は、次のページに記載されています。

学習チェックの答え

Edge-to-Cloudプラットフォームの予測によれば、9月までに顧客の使用量が利用可能なキャパシティを超えることが4 月の段階でわかりました。典型的なガイドラインに基づいたなら、あなたはどのような結論を出すべきでしょうか。


	少なくとも8月まではチェンジオーダーのプロセスを開始する必要がない。


	チェンジオーダーを開始するにはもう遅すぎる。もっと注意深く監視すべきである。


	顧客の使用量がバッファーキャパシティを超えるまで、チェンジオーダーの開始を待つべきである。


	遅くとも6月までにはグロースチェンジオーダーを開始すべきである。




まとめ
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このモジュールでは、HPE GreenLakeソリューションの提供から契約終了まで、さらには契約期間終了後の契約更新まで、顧客に満足していただくための方法を学習しました。これで、HPE GreenLakeの顧客とのあなたとの間に継続的な関係が築かれるはずです。それは、顧客と貴社にたくさんの利益をもたらし続ける関係です。

その他の関連情報
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このモジュールで説明したプロセスの詳細については、以下のリンクで注文ガイドを参照してください。


• HPE GreenLakeセールスツールとプロセス - IaaS/SaaS注文ガイド

• HPE Opportunity through Order Experience—注文ガイド



SSVトレーニングへのリンクもぜひご利用ください。このツールへのアクセスと使用の方法について詳しく説明しています。
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	HPE ソリューションの詳細については、
www.hpe.com をご覧ください。
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